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序

 本書は財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した鵜の木館跡の調査成果

 をまとめたものです。

 鵜の木館跡は山形県の南部、置賜盆地の北東部に位置する南陽市に所在します。南陽市

 はぶどう・さくらんぼ・ラフランスなどの果樹栽培が盛んで、県内でも有数の「果樹栽培

 のまち」として知られています。

 遺跡周辺には昭和55年に国指定史跡となった稲荷森古墳や縄文時代前期の良好な集落

 跡が確認された押出遺跡などがあります。

 この度、一般国道113号線赤湯バイパス建設工事に伴い、工事に先立って鵜の木館跡の

 発掘調査を実施しました。調査では古代の建物跡や溝・土墳、中世から近世にかけての屋

 敷跡や堀跡を検出しました。また、須恵器や土師器、陶磁器類が出土しました。

 埋蔵文化財は祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産と言えます。

 この祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと

 伝えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。その意味で本書が文化財保護活動の

 啓発・普及・学術研究・教育活動などの一助となれば幸いです。

 最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げま

 す。

 平成18年3月

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理事長佐藤敏彦



 本書は、一般国道113号赤湯バイパス建設事業に係る「鵜の木館跡」の発掘調査報告書である。

 既刊の年報、調査説明資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

 調査は国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財セン

 ターが実施した。

 出土遺物、調査記録類は報告書作成後、山形県教育委員会に移管する。
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凡例

 1本書の作成は石井浩幸・鈴木広偉が当たり、本文執筆は1-3を鈴木広偉が担当しその他は石井浩幸が担

 当した。

 2遺構図に付す座標値は平面直角座標系第Ⅹ系(日本測地成果2000)により、高さは海抜高で表す。また、

 方位は座標北を表す。

 3本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

 SB…掘立柱建物SE…井戸SK…土壌SP…小穴

 SD…溝SG…河川SX…性格不明遺構EP…遺構内ピット

 EB…建物掘り方P…土器S…礫W…木

 RP…登録土器土製品RW…登録木製品RQ…登録石製品RM…登録金属製品

 4遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書の番号として踏襲した。

 5調査区は地点を勘案して6地点に分けている。西側の農道を挟んで北側を西区、南側を南西区、水路に囲

 まれた中央部分を中央北区・中央南区、水路の東側を東区、南の端の小範囲の部分を南区とする。

 6報告書執筆の基準は下記のとおりである。

 (1)遺跡概要図・遺構配置図・遺構実測図中の方位は磁北を示している。

 (2)遺構実測図は1/2001/801/401/20の縮図他で採録し、各挿図にスケールを付した。

 (3)遺物実測図・拓影図は1/21/31/4その他で採録し、其々スケールを付した。遺物図版については

 任意としたが、重要なものについてはスケールを入れている。なお、遺物断面を黒く塗りつぶしたもの

 は須恵器をスクリーントーンを入れたものは黒色処理をされた土器を表している。

 墨書土器は解読した文字を「」で示している。

 (4)本文中の遺物番号は遺物実測図・遺物観察表・遺物図版とも共通の番号とした。写真図版中遺物番号

 のないものは出土地点を示す。



 (5)土器の拓影の内、表裏を表したものについては、表面→裏面→断面形として図を作成した。

 (6)遺物観察表中の()内数値は、実物の計測値、図上復元による推定値、または残存値を表している。

 (7)遺構覆土の色調記載については、1987年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標準土

 色帖」に拠った。

 7発掘調査及び本書を作成するにあたり、下記の方々からご協力、ご助言をいただいた。ここに記して感謝

 申し上げる。(順不同敬称略)

 川崎利夫北畠教爾伊藤清郎佐々木浩一北野博司須崎寛二吉野一郎

菊地政信竹田純子坂本彰

 8委託業務は下記のとおりである。

基準点測量委託業務

 遺構写真解析・測量

 地形・遺構撮影業務

遺構遺物図版編集委託業務

木製品保存処理委託業務

理化学分析委託業務

 株式会社ケンコン

 株式会社セビアス

日本特殊撮影株式会社

 株式会社セビアス

株式会社吉田生物研究所

 株式会社パリノ・サーベイ
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写真図版

 写真図版1航空写真(昭和37年)

 写真図版2調査区全景1

 写真図版3調査区全景2

 写真図版4調査状況

 写真図版5SB1500周辺全景

 写真図版6SB1505周辺全景

 写真図版7SB8401600周辺全景

 写真図版8SB820周辺全景

 写真図版9SB1540周辺全景

 写真図版10SB224建物跡

 写真図版llSB820建物跡

 写真図版12SB820建物跡

 写真図版13SB840建物跡

 写真図版14SB860900建物跡

 写真図版15SB980建物跡

 写真図版16SB1450建物跡

 写真図版17SB1480建物跡

 写真図版18S81505建物跡

 写真図版19SB1515建物跡

 写真図版20SB1500建物跡

 写真図版21SB1500建物柱穴

 写真図版22SB15401600建物跡

 写真図版23SDl68353他溝跡

 写真図版24SD6331046溝跡

 写真図版25SD9721175溝跡

 写真図版26SD880堀跡

 写真図版27SD86堀跡

 写真図版28東区調査状況

 写真図版29西区調査状況

 写真図版30土墳等完掘状況

 写真図版31SEl556井戸跡

 写真図版32地籍図・黒井堰絵図

 写真図版33SDl68溝跡出土の遺物

 写真図版34SD168溝跡出土の遺物

 写真図版35SD168633溝跡出土の遺物

 写真図版36SD633溝跡出土の遺物

 写真図版37SD1046溝跡出土の遺物

 写真図版38SD1046溝跡出土の遺物

 写真図版39SDlO461175溝跡出土の遺物

 写真図版40SDll75溝跡出土の遺物

 写真図版41SD8286177溝跡出土の遺物

 写真図版42SD535729溝跡SD880堀跡出土の遺物

 写真図版43SD929溝跡SD880堀跡出土の遺物

 写真図版44SD929930955溝跡出土の遺物

 写真図版45SDlO871090溝跡SX958出土の遺物

 写真図版46SX958出土の遺物

 写真図版47SElO47・1556他出土の遺物

 写真図版48グリッド出土の遺物

 写真図版49中央北区出土の遺物

 写真図版50中央北区出土の遺物

 写真図版51中央北中央南西南区出土の遺物

 写真図版52溝跡出土の石製品1

 写真図版53溝跡出土の石製品2

 写真図版54曲物製鉄関連遺物



 Ⅰ調査の経緯

 1調査に至る経緯

 鵜の木館跡の周辺は「内城」など館関連地名が存在することもあり、また堀跡らしいものが

 近年まで存在していたことで、大きな屋敷があったことは知られていた。昭和63年以降に実

 施された県内の中世城館遺跡分布調査によって、地籍図などの調査からその存在が明らかにさ

 れ、報告書において鵜の木館・内城館として登録された。

 平成6年に高畠から南陽市街地を通っている国道113号線のバイパス建設の計画が立ち上が

 り、その予定路線内の埋蔵文化財の所在確認と分布調査が必要となった。県教育委員会では平

 成7～8年に計画路線内に沿って埋蔵文化財の有無を調べる分布調査を行った。その結果、中

 世城館跡として登録されている鵜の木館や内城館を始め、路線内と周辺に9遺跡が存在するこ

 とが明らかになった。その後、平成13年に東畑A遺跡の試掘調査が行われ、翌14年度には発

 掘調査が、平成15年には鵜の木館跡、百刈田遺跡、西中上遺跡、大塚遺跡の試掘調査が行わ

 れた。試掘の成果をもとに県教育委員会と国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所との

 協議の結果、これらの遺跡については(財)山形県埋蔵文化財センターが委託を受けて記録保

 存のための緊急発掘調査を行うこととなった。

 以上のような経緯をもって、財団法人山形県埋蔵文化財センターでは国土交通省東北地方整

 南陽バイパスの建設

試掘調査

 記録による保存



 備局山形河川国道事務所との問で平成16年4月1日付けで緊急発掘調査についての委託契約を

 締結した。

 鵜の木館跡の範囲は、東西100m、南北200mにおよび、果樹地や畑地・宅地の範囲に広が

 り、このうち発掘調査はバイパス建設にかかる区域の約9,500㎡にわたって実施することとな

 った。

 2調査の経緯

 鵜の木館跡の調査は、国土交通省山形河川国道事務所や南陽市等関係機関との打ち合わせの

 後、5月10日から開始した。路線予定地内の調査区の設定後、11日から表土削除を始め、表

 土削除作業は、6月上旬まで行われた。途中、西側にも遺構が伸びていることがわかり、拡張

 することとなった。西区とし広げた区域も含めると、約9500㎡の範囲を表土除去した。

 5月下旬から中央区の北側と西区の遺構検出及び精査を開始する。6月初めには基準点の設

 置(委託業務)をして、5mの方形単位のグリッドを設定する。

 6月中旬、西区の調査が終了し、中央区の調査に重点を移す。調査区の南側は削平や開墾に

 よる土地の改変が著しく遺構の破壊や消滅している区域が存在した。梅雨の時期に入ると調査

 区内が冠水する状況が続き、常時排水するようポンプを設置しての調査が続いた。

 7月になると猛暑が続いたが、溝跡や土壙等の掘り下げを精力的に進め、中央区北側の遺構

 精査はほぼ終了した。

 8月18日から残土置場として残っていた中央部の道路部分の表土除去を行い、8月22日から

 中央区北側の残っている遺構精査と並行して、中央区南側の遺構検出を始める。

 8月から9月にかけては台風や長雨の影響を受けて冠水することもたびたびあり、排水ポン

 プ等による排水作業を随時行いながら調査を展開した。また、館の堀跡の掘り下げを行った。

 9月上旬からは中央区南側の面削りと遺構確認を行い、北側から続く溝跡とともに多数の柱

 穴を検出した。複数の建物が存在することがわかり、包含層を徐々に掘り下げ、建物跡のプラ

 ン把握に努めた。

 10月から中央区南側の遺構精査と並行して東区の精査も入り、南に続くと思われる堀跡の

 検出と遺構精査を実施した。中央区南側で検出した平安時代の溝跡から多くの遺物が出土する

 とともに複数の建物跡の配置が確かめられた。古代から中世の遺構が重複しているため、切り

 合いや遺物の出土位置を慎重に記録していった。

 10月23日調査説明会を開催し、約100名の参加者があった。10月後半からは悪天候が続

 き、調査が遅れ気味になった。

 10月25日八戸市教育委員会の佐々木浩一さんに来跡していただき、建物遺構の調査方法

 について御指導をいただいた。

 11月10日委託業者による航空撮影・測量を行った。

 11月中旬には遺跡全体の平面図作成と写真撮影を実施し、11月20日に発掘器材の撤収を行

 い、現地における調査の全工程を終了した。

 現地調査は5月10日から11月20日までの延べ132日間、その後に記録・出土遺物等の整理

 を行って平成17年度に報告書を刊行するものである。

現地調査

 猛暑と冠水

調査説明会







 Ⅱ遺跡の概観

 1地理的環境

 鵜の木館跡は山形県置賜地方の北部、南陽市に位置し、その中心部赤湯より1.5km南の鍋田

 地区に所在している。周囲は山々に囲まれ、東に奥羽山脈、南西に飯豊連邦、北西に朝日山地、

 南に吾妻連邦などの隆々がめぐる。置賜地方の気候は内陸性気候を示し、冬は寒冷で積雪が多

 く、山間部では数mに及ぶ事も多い。春は雪解け水により河川が増水するが、治水工事が進

 んでいる現在、被害はほとんどない。梅雨時は太平洋側と比較すれば好天の日が多く、降水量

 もあまり多くない。夏は高温多湿であるが雷雲の発生も多い。秋は盆地霧が多く発生し、時と

 して視界がたいへん悪くなり、昼頃まで晴れないときもある。

 置賜盆地の北半は、北から吉野川・織機川、東から屋代川、南は米沢方面から最上川が流れ、

 葉脈状に盆地に入り、長井方面に北進している。これらの河川により盆地内は周辺の山地から

 運ばれた堆積物に広く厚く覆われ、なだらかな沖積平野及び扇状地となっている。

 鵜の木館跡は吉野川・織機川が複合して形成した宮内扇状地の外縁部(標高214m)に位置

 し、吉野川が本遺跡を東方から南西へ取り囲むように流れている。付近は、大谷地と呼ばれる

 泥炭質の低湿地帯が広がり、かっての湖の名残りとしての白竜湖がある。この地域は、これら

 の河川によってもたらされた豊富な水源と肥沃な土壌を利用した稲作・畑作・果樹栽培が盛ん

 で、昭和30年代以降の大規模な排水事業と土地改良によって穀倉地帯へと変わってきている。

 また、周辺の山麓山腹には、ぶどう棚がめぐり、全国有数の産地となっている。今回発掘調査

 を実施した鵜の木館跡は、自然堤防上に位置し、ごくわずかに南に傾斜した平坦面となってい

 る。遺跡の北東に自然堤防の微高地が延びており、長岡山丘陵に連なっている。

 遺跡一帯は低湿地への扇状地堆積物が厚く堆積しているため、褐色、灰色のシルト質土壌が

 広がり下層はグライ化が見られる。その下には黒泥の硬化した腐植質黒色粘土層が広がってお

 り、腐植物の含量も多いことから水稲の根部障害になっている。鵜の木館跡の遺構もこの黒泥

 の粘土層を掘り込んでいるものがある。この遺跡の堆積土となっている腐植質黒色粘土層の放

 射性炭素年代測定を実施したところ年代値がBP:3200を計測し、縄文時代晩期を示すことから

 (Ⅴ自然科学分析から)遺跡が立地する自然堤防が固定化し、植生が被覆するようになったの

 は縄文時代晩期頃であるといえる。腐植質黒色粘土層は未分解のヨシ属などを由来とする有機

 物とススキなどの植物遺体が分解し腐植化することによって生じた有機物が混在しているとい

 う分析結果から、自然堤防が固定化した後、比較的乾燥した状態であったが、ある時期に地下

 水の上昇等が起こってヨシ属が生育するような湿潤な状態へと変化したことが推測される。

 遺跡の所在

 遺跡の立地

 周辺の土壌





 2歴史的環境

 山形県遺跡地図(山形県教育委員会2004)によれば、南陽市には本遺跡を含めて260箇所ほ

 どの遺跡が登録されている。赤湯バイパスに係わる遺跡分布調査でも新規登録の遺跡があり、

 さらに増加していくとみられる。鵜の木館跡周辺の遺跡に関して時代順に概観する。

 旧石器時代の遺跡としては、長岡山遺跡から石刃が採集されており、長岡丘陵部分に旧石器

 時代の遺跡が存在するとみられる。

 縄文時代の遺跡は山間部から谷地田周辺まで広く分布する。縄文時代早期の遺跡としては漆

 山地区の大野平遺跡があげられる。沈線文系の完形土器の出土をはじめ、前期初頭までの遺物

 が多く出土した。取上坂斜面に位置する月ノ木B遺跡からは、早期の長い期間に活動の拠点だ

 ったとみえ、早期から前期にかけての遺物の出土がみられた。前期の遺跡としては、本遺跡か

 ら800m東に位置する押出遺跡がある。昭和46年の沼尻排水路建設工事で発見され、昭和60

 ～63年にかけて国道13号線南陽バイパス建設工事に先立って、山形県教育委員会によって発

 掘調査が実施された。押出遺跡は当時の湖水面に近い低湿地性の遺跡で、土器や木製品などが

 深さ2mの大谷地の泥炭層から良好な状態で出土した。遺構としては「打ち込み式住居」が35

 棟も検出された。中期の遺跡は市内各所で発見されている。鍋田地区の百刈田遺跡からは、大

 木9式から10式期の複式炉を持つ竪穴式住居がまとまって検出されたり、鵜の木館跡の北側、

 長岡山周辺からも中期の遺物が採集されていることから、丘陵続きや微高地に縄文時代の遺跡

 が連なっている可能性がある。後期・晩期に入ると遺跡数が減少し、扇状地の河川に沿った自

 然堤防上や吉野川上流域にわずかに分布を確認している。特に岩谷堂遺跡からは、これまで多

 くの土器や石器が採集されており、一帯に大きな集落の存在が予想される。

 弥生時代の遺跡は沢田遺跡・萩生田遺跡・掛在家遺跡・高堰遺跡・百刈田遺跡・庚壇遺跡な

 どがあり、吉野川や織機川による宮内扇状地に出現する。庚壇遺跡からは竪穴住居跡、萩生田

 遺跡からは石包丁の出土、百刈田遺跡からは弥生土器がまとまって出土しており、自然堤防を

 ムラの拠点として低湿地での稲作経営をおこなったろうことが窺える。

 古墳時代の遺跡についても丘陵や自然堤防上に数多く存在する。南陽市は古墳が多く分布す

 ることが認められ、特に赤湯地区長岡には昭和55年に国指定史跡となった稲荷森古墳がある。

 稲荷森古墳は昭和53年から数度にわたる測量や発掘調査が行われ、日本海北限の前方後円墳

 であることが分かった。全長96mを測り、高坏土器・底部穿孔壺形土器などが出土している。

 また、烏帽子山公園の東には県指定の二色根古墳群が分布する。蒲生田や梨郷地区の山腹や山

 頂部分にも古墳群が存在する。古墳時代の集落跡としては、沢田遺跡や諏訪前遺跡、百刈田遺

 跡などで住居跡や遺物を検出している。長岡山の南側にも古墳時代の遺跡が広がっており、鵜

 の木館跡でも調査区北側の溝跡に土師器がまとまって出土した。平野部においては、まだ多く

 の古墳時代の遺跡が眠っているものとみられる。

 奈良・平安時代の遺跡は、吉野川下流域にあたる郡山周辺の自然堤防に多く立地する。置賜

 郡衙が沖郷地区の郡山周辺にあったとの研究や周辺に条里制の痕跡が伺えることから古代に入

 ってさらに平野部の開発が進められ、計画的な村落も作られていったと考えられる。この時代

 の遺跡は、鵜の木館跡を含め、沢田遺跡・植木場一遺跡・西中上遺跡、中落合遺跡・庚壇遺

縄文時代

弥生時代

古墳時代

 奈良・平安時代
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遺跡名
 鵜の木館跡
沖田館
大野原館
中落合館
若狭郷屋敷
畿内城館
蒲生田館
大橋城
矢野目館
御殿跡
内城館
 熊の前館
椚塚館
長岡館
上野山館
中野山館
二色根館
烏帽子山経塚
鳥帽子山古墳
太子堂
長岡山
長岡山東
長岡南森
長岡西田
稲荷森古墳
水上
 東畑A
 東畑B
諏訪前
横沢
東六角
唐越
二色根古墳
狸沢山古墳
上野山古墳
夷平
北町
稲荷前
 上ノ山

観音堂
沢田

島貫
 中の目下
前小屋
大屋敷
畿内田
窪田尻
将監屋敷
蒲生出南館
中落合
萩生田
 梅ノ木
当時作
西田
早稲田
 問々ノ上
沢口
郡山中堀
 李の木
大塚
古屋敷
西中上
百刈田

 平成14年度登録'中屋敷
G43

C44

C-45

F-1

F-2

熊坂館
舟入
押出
千代田
築茂館

所在地
 南陽市鍋田字鵜の木

沖田
鍋田
中落合
若狭郷屋
鍋田
蒲生田
大橋
郡山
大橋
鍋田
狙柳
椚塚
長岡
赤湯
二色根
二色根
赤湯字烏帽子山
赤湯字烏帽子山
椚塚字太子堂
長岡字小生堂
 長岡字西田中、西田中南
長岡字南森
長岡字西田
長岡字稲荷森
狙柳字水上
組柳字東畑
狙柳宇東畑
三問通字樋越
三間通字横沢
三問通字東六角
三間通字唐越
二色根字南京
上野字狸沢山
上野字狸沢山
赤湯字夷平道下
赤湯字新田
赤湯字深山
 赤湯字上ノ山
蒲生田字観音堂
 島貫字沢田、六角
島貫字六角
 中の目字下
鍋田字前小屋
鍋田字大屋敷
鍋田字畿内田
鍋田字窪田尻
高梨字将監屋敷
蒲生田字南館
中落合字寺西前田
萩生田字白山
 萩生田字梅ノ木
蒲生田字当時作
若狭郷屋字西田
郡山字早稲田
 郡山字問々ノ上
郡山字沢口
郡山字中堀
 椚塚字李の木
高梨字大塚
高梨字古屋敷
高梨字西中上
島貫字百刈田
若狭郷屋字中屋敷

高畠町深沼字熊野
深沼字舟入
深沼字押出
夏茂字字千代田
 夏茂字館の内

時代
 古墳～近世
 中世～近世
 中世～近世
 中世～近世
 中世～近世
 中世～近世
 中世～近世
 中世～近世
平安中世
平安中世
中世
 中世～近世
 中世～近世
 中世～近世
 中世～近世
 中世～近世
中世
平安
 古墳(終末期)
平安
 旧石器～縄文(中期)古墳
縄文平安
 縄文(中期)古墳(前・中期)
 縄文(中期)
 旧石器～縄文(中期)古墳(前期)
 奈良・平安
 奈良・平安、近世
平安
 縄文(中期)古墳(前期)・平安
 縄文(中期後期)奈良
 縄文(中期)平安
 縄文(中期)奈良・平安
 古墳(終末期)
 古墳(終末期)
 弥生、古墳(終末期)
 縄文(晩期)中世
 縄文(前期)
 縄文(前期)
縄文
 縄文・平安
 弥生、古墳(中期)奈良・平安
 古墳奈良・平安
 奈良・平安
縄文
平安
平安
平安
 奈良・平安
 縄文奈良・平安
 奈良・平安
弥生平安
 奈良・平安
 縄文奈良・平安
平安
奈良
奈良
 奈良・平安
 奈良・平安
縄文平安
 古墳・平安
平安
平安
 縄文(中期)弥生古墳奈良・平安
 奈良・平安
中世
縄文平安
 縄文(前期)
 奈良・平安
中世

種別
 城館跡、集落跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
城館跡
砦
城館跡
城館跡
経塚
古墳
散布地
集落跡
散布地
散布地
散布地
散布地古墳国史跡
散布地
集落跡
散布地
散布地
散布地
集落跡
散布地集落跡
古墳群県史跡
古墳群
散布地古墳群
散布地
散布地
散布地
散布地
散布地
集落跡
集落跡
散布地
散布地
散布地
散布地
散布地
散布地
城館跡
集落跡
集落跡
散布地
散布地
散布地
散布地
散布地
集落跡
散布地
包蔵地
散布地
散布地
散布地
集落跡
散布地
散布地
散布地
集落跡
包蔵地
城館跡

 ※番号は第4図に、登録番号は山形県遺跡地図(2004)に対応



 跡・檜原遺跡など多く確認されている。北側山間部には梨郷平野窯跡など須恵器の窯跡が分布

 し、集落等への供給地となっていた。

 中近世の遺跡としては、数多くの城館跡が特徴的である。平成10年にまとめられた「山形

 県中世城館跡調査報告書第1集」では、南陽市域だけで60箇所の城館跡が登録された。鵜

 の木館の周辺だけでも宮崎館・熊野館・椚塚館・大橋館・露橋館・関根館・内城館など大小

 様々な館跡が存在する。当センターが平成8・9年に発掘調査を実施した植木場一遺跡では、

 部分的ながら堀跡と土塁が検出され、遺物などから15～16世紀頃の館跡と見られている(高

 橋敏1998)。宮崎館跡は米沢藩主の鷹狩りや休み所となっていたと伝えられており、そのた

 めに御殿跡とも呼ばれ、現在も字名として残っている。また、この地域は古刹宮内熊野神社や

 板碑が集中して分布すること、経塚造営などからも、庶民信仰の高まりと宗教行事の民衆化が

 広く浸透していたろうことが理解できる。近世の享保年間に描かれた村絵図や黒井堰絵図など

 には鍋田周辺の館跡や道、水利、屋敷など様子をみることができる。

 中世の城館跡

参考文献

 阿古島功ほか1983「五万分の一地形分類図説明書」『赤湯・上山』山形県
 佐藤鎮雄ほか1990『南陽市史』南陽市
 佐藤鎮雄ほか1986『南陽市史考古資料編』南陽市
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 調査位置の基準

調査区

記録方法

デジタルカメラ

 による遺構測量

 3調査の方法

 鵜の木館跡の調査では、遺跡・遺構の明確な位置を記録するために国土座標第Ⅳ系を基準と

 したグリッド網を設定した。測量基準杭の設定と水準点の移動にあたっては業者委託により、

 国道113号赤湯地区路線測量3級基準点を視準点とし、調査区内に公共座標杭を4点を設置し

 本遺跡のグリッド設定の基準杭とした。この公共座標のXY軸を基準に座標計算を行い、その

 データを基に、遺跡内に5m四方のグリッド網を設定した。各グリッドはX:218.150Y:

 59.565を起点に、南から北に向かって1234～と付した算用数字と、西から東に向かっ

 て1234～と付した算用数字の組み合わせによって表示し、2-10グリッドや15-9グ

 リッド等と呼称した。これらの各グリッドは、遺物の出土位置表示、遺構のおおまかな位置表

 示を行うためのものであり、遺構の平面断面の記録化作業の基準になるものでもある。水準に

 関しては基準点4点に一般国道113号赤湯地区路線測量の仮BMを与点とし、3級水準測量に

 準じて行った。

 今回の調査区は道路建設予定地ということもあって調査範囲が東西に縦長であることから調

 査区を南北に横切る用水路や農道の境を目安として調査区を大きく中央区・南区・東区・西区

 などと便宜的に区別した。これは、2章以降の本文においても調査区内におけるおおよその位

 置関係を示す場合に使用している。

 遺構の掘り込みにあたっては遺構の大きさや重複関係を考慮して土層観察用ベルトを随時設

 定し、写真撮影や実測図等の作成を行った。土層の注記には新版標準土色帖(1997版)を使

 用し、一部土色計測機器による観察も行っている。遺構から出土した遺物は、遺構名や登録遺

 物番号を記載し、遺構外遺物はグリッド名や基本土層に準拠して取り上げている。

 記録写真撮影は調査の進歩に合わせて随時35mm判のカメラとデジタルカメラを使用、遺

 物の出土状態や遺構の検出状況など6×7判の中型カメラ、遺跡全景や遺構集中区域は9×12

 の大型カメラを併用した。フィルムはモノクロームとカラーリバーサルフィルムの2種を使用

 し、遺構の検出・土層断面・完掘状況の他、遺物の出土状態の撮影を適宜行った。調査の最後

 には、上空からの俯瞰撮影を行っている。遺構図は1/20の縮尺を基本とし、小ピットや遺

 物の出土状況などは1/10の縮尺で作成した。また、調査の途中からデジタルカメラを使用

 した写真解析((株)セビアス)による平面・断面の記録図作成を行っている。これらの発掘

 調査で得られた出土品・実測図・写真等の資料は、当センターの整理基準に準拠して整理を進

 め、デジタル処理した遺構図面については画像校正や図面編集を行い報告書作成に活用した。

 デジタル化した記録類はDVDディスクに保存し、出土品は報告書作成終了後、収蔵保管して

 いる。





 4基本土層

 鵜の木館跡における堆積土は、調査区内においてほぼ一様である。大きく4層に分層されⅠ

 ～Ⅳ層と表記した。土層観察は調査区境の壁面を利用し、東西に長い調査区の形状を勘案して、

 北東部A～A'・西部B～B'・南部C～C'・南西部D～D'の4ヵ所で記録を行っている。また

 東側に位置するSD880堀跡の精査後、遺構の断切りを行いⅤ層以下の土層を確認、記録を行

 っている。以下各層の特徴と分布を述べる。なお、各堆積層については、土壌分析を含めた古

 環境復元を行っているので詳細はⅤ章の自然科学分析を参照のこと。

 Ⅰ層:茶褐色土層(10～20cm)

 果樹耕作土、及び畑耕作土となる。調査区全域に分布する。後世の整地により改

 変攪乱されている可能性が高い。部分的に果樹の攪乱が入り、深いところではⅤ層

 まで及んでいる。層厚は平均して20cm程である。平安時代から現代にいたる遺物

 を包含している。開墾にあたって削平されたり果樹の攪乱が多い中央区南では層厚

 が薄い。

 Ⅱ層:茶褐色土漸移層(10～15cm)

 表土と粘質シルト層との間層で、土性としてはⅠ層と類似する。中世から古代に

 かけてまとまった土器が出土していることを考えるとこの層中に生活面のレベルが

 あると見られる。本層を概期の遺物包含層と推定できる。

 Ⅲ層:灰褐色粘質シルト層(10cm)

 腐植質の堆積層で薄く全域を覆っている。この層中から古墳時代の土器がまとま

 って出土している。古墳時代以降の旧表土であった可能性が高い。本層は調査区のわ

 ずかに窪んだところにより厚く堆積している。古墳時代から平安時代の遺物を含む。

 Ⅳa層:黄褐色シルト層遺構確認面(5～10cm)

 調査区北側から中央付近に広がる。部分的に赤褐色砂シルトが被る。古墳時代の

 溝跡を埋めるように広がっており、2次的に北側から流れ込んで堆積したものと考

 えられる。

 Ⅳb層:褐色シルト遺構確認面(15～20cm)

 シルト質の堆積土で、調査区北側と南側では土質・色調で若干異なる。古墳時代

 から平安時代にかけての遺物を少量含んでいる。本層以下が地山層となっている。

 Ⅲ層を除去した範囲とⅣa層の及ばない範囲では遺構確認面となった。この下の遺

 構と遺物包含を調査する目的で、中央に試掘トレンチを数箇所に入れたが遺構・遺

 物は検出されなかった。Ⅳa・Ⅳb層において遺構確認を行い、部分的に遺構の明

 確でない箇所ではⅤ層上面まで下げている。

 Ⅴ層:灰褐色シルト(15～25cm)

 砂や粘土、泥が細粒化している。下部はグライ化が著しく、灰色がかっている。

 Ⅵ層:灰色シルト層

 地点によって砂が多くなる。標高213.0mを測り、このレベルから湧水が始まる。

 検出している遺構の大半は、この層準で底面となっている。

表土層

包含層

遺構確認面



 Ⅶ層:腐植質黒色粘土層

 植物繊維等の腐植物を含み、粘性が強く硬い。南陽市の平野部一帯を広く覆うよ

 うに広がっており、東畑A遺跡の報告書中の堆積土の理化学分析では、約3100年

 前頃に生成されたとの分析結果が得られ、この層は縄文時代晩期頃の生成と予想さ

 れてくる。今回の調査でも放射性炭素年代測定を行ったが、同様な年代値が示され

 ている。検出した建物跡の柱穴はこの層まで掘りこんでいるものが多い。

 Ⅷ層:赤茶褐色泥質粘土層

 Ⅸ層:灰色粘質砂層(以下不明)

 基本堆積層の状態については、主に色調と土質、層厚を記し、合わせて観察時の所見を記し

 た。Ⅳ層以下は砂質土層や粘質土層であり、本遺跡周辺の基盤層が礫・砂・泥・泥炭などの扇

 状地堆積物であるとの認識と矛盾しない。また、Ⅷ層以下になると著しい湧水が認められる。

 調査区の南側は、果樹等の耕作により大半の包含層と遺構面が破壊されていた。機械による掘

 削は深いところで表土から1mもの深さに及んでいる。

 下層に堆積する腐植質黒色粘土層については土壌の理化学分析によって、腐植質黒色粘土層

 の年代値が縄文時代晩期を示したことから、遺跡が立地する自然堤防が固定化し、植生が被覆

 するようになったのは縄文時代晩期頃であるといえる。さらに腐植質黒色粘土層に未分解のヨ

 シ属などを由来とする有機物とススキなどの植物遺体が分解し腐植化することによって生じた

 有機物とが混在していることは、遺跡一帯が自然堤防が固定化した後、比較的乾燥した状態で

 あったのがある時期に地下水の上昇等が起こってヨシ属が生育するような湿潤な状態へと変化

 したためとの分析結果が得られている。隣接する百刈田遺跡において、この黒色粘土層から弥

 生時代中期の土器がまとまって出土したことは、弥生時代には定住できる安定した環境にあっ

 たと予想できる。

 腐植質の粘土層

縄文時代晩期





 5遺構・遺物の分布

 (1)遺構の分布

 遺構の分布

 鵜の木館跡の調査で検出された遺構は、掘立柱建物跡24棟、塀・柱列跡11基、土壙、井戸

 跡6基、掘跡2条、溝跡113条、ピット群などである。この中で、溝跡については連続する同

 一の遺構でありながら別番号を付したものもあり、本来は80条ほどの検出数と考えられる。

 遺構全体の配置は第8図に掲載した。また、これとは別に地形や隣接する遺構同士の関係を

 明確にするために第9～14図に区域ごとの遺構分布を示した。検出した遺構の分布状況を概

 観すると全体的に遺跡内に散在するが調査区の中央部に南北に多く認められる。検出された遺

 構は古代と中世から近世のものが大半を占め、調査区の北側から南側にかけてある程度の密度

 があり、東側と西側の堀跡付近はピットなどが僅かに分布するのみであった。

 古代の遺構は調査区の中央部分に多く分布し、本遺跡の中心的な施設が集中し、掘立柱建物

 跡11棟、塀跡4基、溝跡、土壙、井戸跡などがある。古代の遺構は南北に走る溝跡と関連し

 ており、南北に広がっていくものと推定される。建物軸線もそれぞれ方向を同じにしており、

 集落景観は規則的な建物の配置形態をとる可能性が高い。

 中世～近世の遺構は、中央部分と西区にまとまっており、古代の生活域と分布域が異なって

 いる。検出した遺構は掘立柱建物跡13棟、井戸跡5基、土墳、溝跡、堀跡などである。中央

 付近の建物跡は8棟あり、東西棟の建物となっている。それぞれ規模や形態の違いはあるもの

 の軸線方向を同じくしていることや一部建物の切り合いから、建て替えなどがあったものとみ

 られる。西側の調査区からは中世以降と思われる総柱建物跡や掘立柱建物跡が3棟検出した。

 やや離れていることや総柱の配置から、時期的に異なる遺構の可能性がある。この他、調査区

 東側に中世以降と推定される大型の建物跡や年代不詳の土壙がある。また、東西方向、南北方

 向に多数の溝跡が検出された。古墳時代以降数時期にわたって掘り込まれたと見られる。

 遺跡周辺においては、1970年頃に大規模なほ場整備事業等が実施され、水道管や用水路、

 農道建設に伴う著しい削平や整地によって改変された経緯があり、本遺跡内においても用水路

 建設などで削平された部分があった。また、以前は果樹地になっていたこともあり、抜樹など

 による根の撹乱がいたるところで見られ、一部遺構を破壊している状況が確かめられた。特に

 調査区の南側ではこれら後世の撹乱により遺構の不鮮明さを残す結果となっている。

 遺構の配置

 古代の遺構

 中世～近世の遺構

 削平と整地

















 (2)遺物の分布

 出土遺物は遺構の分布状況とほぼ同様な傾向を示しており、遺物の出土状況とその内訳につ

 いて第15図に示した。遺構内から8100点、(約58%)、遺構外から5799点(42%)、の総数

 13,899点が出土した。出土土器の内訳は、土師器片9538点、須恵器片4173点、中近世陶磁器

 121点、木製品10点、石製品12点、その他自然遺物類であり、古代の遺物が主体をなし、古

 墳時代がやや多く、中世以降の遺物は少ない。

 古墳時代の遺物はSD319・353・620・930・972等、調査区北側の溝跡とその周辺に分布

 が認められた。大半は摩滅したものでであるが、部分的にまとまって出土したところがある。

 古代の遺物は、溝跡や土壌を中心にまとまって出土した。遺構内から出土した遺物の約

 80%は溝跡内からの出土であり、SD168・633・1046・1175等の溝跡からから出土した。

 これらの大半は平安時代に集約される資料である。内訳は土師器が3091点、須恵器が1978

 点である。出土量が多い土師器は甕の破片がほとんどで、須恵器類では特に圷類が多い。溝跡

 からは砥石などの石製品の他、投げ込まれたと見られる自然礫(川原石)も多数出土している。

 また、遺構は確認できなかったが、鉄滓・鞴羽口片も溝跡内から検出されており、律令期にお

 ける製鉄を窺わせる資料も得られている。

 中世から近世の遺物は量的に少なく、包含層及びSD373・729・929・880・1087・1425

 などの溝跡、その他井戸跡や土壌からの出土であった。近代以降になると表土付近や用水路

 跡・溝跡などから陶磁器類の出土が認められた。

 遺構内外、包含層内からの出土数は第16図・第3表に示した。グリッド毎の出土数量を全

 体視すると、調査区の北側と出土数の多かった溝跡周辺からの遺物数が多いことが伺える。こ

 れは遺構ライン検出のために包含層を掘り下げて調査を進めたことにもよる。

 遺物の詳細については報告文中でも触れているが、遺構内出土遺物を中心に図化に努め、組

 成表や観察表にまとめた。

遺物総数

 古墳時代の遺物

 平安時代の遺物

 中～近世の遺物





 第3表鵜の木館跡遺構別遺物出土数(1)

遺構内

遺構名

EB189
EB194

EB198

EB209

EB210

EB217

EB218

EB273
EB718
EB843

EB846
EB1031
EB1035
EB1061
EB1166

EB1166

EB1267

EB1282

EB1309

EB1321

EB1536
EB244

EB245
EB865

EB1219

EB2006
SD82
SD86

SD88
SD167
SD168
SD177

SD188
SD201
SD306

SD309
SD319
SD322
SD323

SD350
SD353
SD355

SD373
SD535

SD566

SD568

SD569
SD579
SD626
SD630

SD633

SD645
SD686

SD687
SD690
SD702

SD721
SD729
SD741

SD833
SD834
SD880

SD929
SD930
SD955

SD972
SD990
SD1003

SD1033
 SD1(鴎
SD1048

SD1063
SD1087
SD1088

SD1090
SD1114
SD1171
SD1175

SD1344
SD1359
SD1425

総数

7
4
1
1

46

11

12

1
1
2
2
1
1
2
4

24

8
1
6
1

11

13

8
1
2
1
1
2
1

20

2971

76

16

1
7

10

21

11

1

236

168
1

202

11

14

4
8
8

34

30

303

9
9

21

8

76

10

14

2

25

10

40

55

178

53

235

12

2

13

1085

3
3

224

1

70

3
5

714

16

3

13

須恵器
圷

1
1
1

1
2
7
6
1
5
3

1

725

12

4
81

4

14

3
1
1
1

203

2
4

11

1
6

10

1
5
1
9

485

1

113

28

4

264

16

2

壺

1
2

1

41

3
3

5
1
1
7

1
1
3

26

12

1
4
1

41

甕

3
1
1

56

6
5

6
1

1
6

1

10

1
2
4
2

25

1

25

17

92

1

蓋

1
1

1
1

1
2

1
1

他

1
1
3

土師器
圷

2

17

4
7
1
2

3
8
1

1
2
4
1
1

8

771

37

3
1

10

5

54

48

1

83

8
2
1
3
6

28

8
7
2
6
5
4
6
3

22

62

26

60

1

299

1

35

1

95

壼

3
1
1

3
1
5
2

18

1
3

2
5

甕
3

25

6
5
1

1
1
1
1
1
4
1
3
4
2

10

1296

17

6
1
4
3
8
6
1

85

112

97

6
2
3
4

25

1

55

9
1

13

6

74

4
3
2

10

1

14

103

26

156

4

241

1

32

20

2

197

高圷

1

12

1
6
3

5

11

5

12

他

3
4

1

49

1
1
1

28

2
1

6
1
1
1
3

3
1

20

1

土堝

1
7

陶磁器
皿

3
2

碗

9
2
3

3

壺

1

甕 他
1

3
1

1
5

石製品

1
1

1
1
2

1

備考

RQ46

※1

RP57
RP353

RP83/RP84

 土錘1
RP86

RP53

※2

RP53

RP53

RP61

 集計外(歯1/鉄滓1)
 砥石1
 RP58/RP88～RP102
RP87

※3

※4

RP148/RP149

 土錘1

※5

RP501

 砥石1



 第4表鵜の木館跡遺構別出土数(2)

遺構内

遺構外

遺構名

SD1431
SD1448
SD1452
SD1474

SD1558
SD1559
SE256

SE539

SE875

SE1047
SE1134
SE1556
SK2
SK170

SK174
EB217

SK230
SK234
SK235

SK361
SK367
SK425
SK501

SK502

SK515
SK625
SK629

SK930

SK937

SK1091

SK1142
SK1266

SK1448
SK1449
SK1453

SK1531
EB25

SP37
SP120
SP215

SP292
SP303
SP307

SP333
SP341
SP363

SP371
SP396
SP441

SP451
SP468
SP518
SP544

SP580

SP599
SP708

SP786

SP929
SP1060
SP1274

SP1471
SP1472
SX958

SX1032

 グリッド計
中央区北
中央区南
 西区(拡張区)
東区
 表土および出土地不明
遺構内
遺構外
総計

総数

4
1
8

14

4
7

21

2
3
4
4
1
1

12

13

7

26

8
7

19

30

4

52

1
4

10

11

2

20

28

1
1

69

6
3

19

1
1
2

28
6

21

1
1
2
1
1
3
1
1

14

4
2
2
1

92

1
1
4
1
4
1

225

10

2703

2495

118

205

12

8100

5799

13899

須恵器
圷

2
4
2
2
3

2
2

1
8
4
1
1

4

15

1

19

1
3
7
1
1
8

1
1
1
2
2
1

120

5

846

141

60

4
4

266

2266

1081

3347

壺
1

1
2
1
4

1
3

65

18

1
1
1

26

168

90

258

甕
1

1
1
1
1
1

2
1
1

1
4

1
1

3
2

210

21

16

1
4

289

253

542

蓋

1
5
9
1

10

他

5
4
1
1

10

6

16

土師器
圷

1
1
6
1
8

1
2
3
1
1
9
1
4

10

3
9
2
1
3

13

1
1
5
1

19

1
2

3
1

2
1

16

2

416

637

12

15

2

1901

1152

3053

壺

1
2

1

10

2

99

56

8

13

70

61

184

245

甕

2
7
3
9
2
1

7
7

21

6
5
8

17

16

1
3
7
2

2

19

2

10

1

15

5
2

1
1
1

13

2
2

92

1

78

809

1323

6

27

1
8

3091

2298

5389

高圷

1
6
1

4

13

141

123

132

68

283

351

他

1
1

1
2

20

1

10

2
2

3

200

117

6
3
6

171

329

500

土堝

1

14

1

18

15

3

24

33

57

陶磁器
皿

1
3

1
5
7

12

碗

1
8

13

3

15

1
2

18

48

66

壺

3
8
1
3
4

甕
1
1
0
2
2

他

11

5
4
3
1

11

26

37

石製品

2
1

2
7
3

10

備考

RP253

RP38

RP56

 RP116～RP118
RP4

RP58

RP113/RP115

RP151

※6

RP152

RP26

RP60

 RP103～RP112

※7

※8

RP12/RP23

 約58%
 約42%

 注:※1SD168
※2SD633
※3SD972
※4SD1046
※5SD1175
※6SK1448

 RP62～RP82/集計外(羽口片5/鉄滓3
 RP85/RP119～RP125/RPl27～RP144/砥石1
 RP287～RP317/RP319～RP322/RP324～RP335/RP337～RP347/RP349～RP352
 RP146/RP261/RP263～RP274/RP276～RP278/RP280/RQ281/堝1/鉢2/砥石2/集計外(羽口片1/鉄滓2)
 RP126/RP153～RP247/集計外(鉄滓2)
 RP248～RP252/RP254～RP261

 ※7グリッド別集計砥石1(13-7G)/擂鉢2(20・5G,20-7G)/RP1(21-14G)/RP20,RP51(23-10G)/RP33～RP35(2妬G)/RP37(24-6G)ノRP323(24-13G)ノRP30
 (26-6G)/RP32(26-7G)/RP24(27・5G)/RP23,RP31(27'6G)/RP25(28・6G)/RP36(28・7G)/RP41～RP45,玉1(28・8G)/集計外{鉄滓
 (15):16・5G(1)168G(1)2L13G(4)25-14G(9)}

 ※8中央区北RP1～RP11/RP13～RP19/RP22/RP50/RP52/砥石1/集計外(羽口片5/鉄滓1)



 Ⅲ検出した遺構と遺物

 1掘立柱建物跡・柱列跡

 今回の調査で検出された掘立柱建物跡は24棟、柱列(塀跡)は11列であり、大きく調査区

 の北部及び中央部分、西地区にの3箇所に分布範囲が分かれる。これらの建物群は建物の軸線

 方向や柱穴の掘形規模から数時期に分かれ、このうち11棟は平安時代(9世紀中頃)、11棟は

 中世から近世にかけての時期に属すると考えられる。その他2棟は、時期不明ながら規模や配

 置、向きから中世以降のものと考えられる。

 各遺構を報告するに際し、規模・柱間寸法は柱痕の中心を結んだ数値で示し、柱痕の依存が

 確認できなかったものは底面の中心部から計測している。柱間寸法については0.1m及びcm

 を単位として記載した。

掘立柱建物跡

中央区

 SB224建物跡SB224建物跡は調査区北側の23～24-12～13グリッドに位置し、SD

 168溝跡の東脇2mのところにある。遺構確認面はⅣa層面で、標高は213.6mである。建物の

 中央を古墳時代の溝SD927が走っている。また、柱穴の一部は遺物包含層としたⅢ層の堆積

 土に覆われていた。近接して北側にSB980建物跡がある。本建物跡は東西梁行き4.8m、南

 北桁行き5.8mの規模を測り、平面積は27.84㎡となる。建物の軸方向はN-3°-Wである。

 本建物跡を構成する柱穴は10個確認した。北西隅の柱穴から198、203、217、218、187、

 219、194、206、209、210である(第17図)。建物北梁行きの総長は4.9mである。それぞれの

 柱穴の柱間寸法は2.4～2.5mの範囲にある。これに対応する南梁行き総長は4.8m、その柱間

 寸法もまた2.3～2.5mの範囲にある。東側桁行きはEB194～210で構成される。桁行き総長

 は5.4m、柱間寸法はいずれも1.8mを測る。西側桁行きはEB198からEB218の4個の柱穴が

 ある。柱間寸法はいずれも1.8mを測る。柱掘り方の平面形は方形や隅丸方形である。掘り方

 は50×40cm前後のものがもっとも多く。最大は60cm×60cm前後のものがある。柱痕は9

 ヶ所で確認した。柱痕は直径20～25cmの円形を呈しており、すべて掘り方の底まで達してい

 る。柱痕の堆積土はほぼ単一層で暗褐色のシルトであった。柱痕のないものは抜き取った後の

 堆積と考えられる。柱穴の堆積土からは少量の土器が出土している。これらの土器は掘り方を

 埋め戻した際に混入したものと考えられる。

 SB224建物跡は、東西2間×南北3間の南北棟である。柱穴掘り方の大きさは、近接する

 SB980建物跡に類似し建物の軸線方向もこれと併行する。本建物跡は出土した遺物や柱の配

 置から平安時代(9世紀中頃)に位置づけられる。

 SB820建物跡SB820建物跡は中央北区19～21-17～19グリッドに位置し、遺構確認面

 はⅣa層の上面で、その標高は213.6mである。建物はSD373・929と重複し、平面の切り合

 いからSB820建物跡が古い。

 2間×3間の建物



 4間×4間の建物

 2間×4間の建物

 2間×3間の建物

 本建物跡は東西4問132m、南北4間13.5mの規模を測り、東側は部分的に張り出す様子を

 見せる。検出部分の平面積は178.2㎡となり、建物の南北軸はN-11°-Eである。本建物跡

 を構成する柱穴は20個確認した。北西隅の柱穴から587、695、714、730、732、691、700、

 718、717、738、701、720、805、711、759、973、961、760、765、814となる(第19図)。西

 側の南北列それぞれの柱穴の柱間寸法は北側から3.3m+3.3m+3.3m+3.6mである。これに

 対して南側の東西列の柱間寸法は東側から3.3m+3.3m+3.3m+3.3mである。柱穴の平面形

 は円形や不整円形である。掘り方は径70～100cmにおよび、最大はEB961で140×120cm

 である。柱痕は明確には確認できなかった。ただ、中央部分に不自然に落ち込む部分と硬い底

 面となっていたことから礎石を配置したか、ほぼ平坦な柱穴であった可能性がある。柱掘り方

 からの遺物は少なく、ほとんど古墳時代から平安時代の土器の砕片で、掘り起こし、整地した

 ときの混入と考えられた。本建物跡は、掘り方の規模や柱構造から一般の住居とは考えがたく、

 特殊な機能を担った建物の可能性が高い。

 SB840建物跡SB840建物跡は中央区15・16-15・16グリッドに位置し、遺構確認面は

 Ⅳa層の面で、その標高は213.5mである。建物はSB940と重複し、掘り方の切り合いからS

 B840建物が古い。南側では、SB900建物跡と一部重なりあっている。掘り方内堆積土の違

 いからSB900が新しいと捉えた。

 本建物跡は東西梁行き5.0m、南北桁行き7.5mの規模を測り、平面積は38.5㎡となる。建物

 の長軸はN-4°-Eである。本建物跡を構成する柱穴を13個確認した。北西隅の柱穴1489、

 835、836、837、839、855、1490、1491、841、843、844、846、848から構成される(第21図)。

 北梁行きの柱間寸法は東側から1.6m+1.7m+1.7mである。これに対応する南梁行きは東側

 から2.5m+2.5mである。東桁行きの柱間寸法は北側から1.6m+1.9m+1.8m+1.9mであり、

 平均は1.82mを測る。西桁行きの柱間寸法は北側から2.0m+1.9m+1.8m+1.8mであり、平

 均は1.82mを測る。柱穴の平面形は円形や不整方形である。掘り方は径30～50cm前後で最大

 はEB846で55×45cm、最低はEB1490で33×25cmである。柱痕は8ヶ所で確認した。柱

 痕は直径12～15cmの円形を呈している。柱痕の堆積土は暗褐色粘質シルトである。柱痕のな

 いものは抜き取った後の堆積と考えられる。柱穴の堆積土からは少量の土器が出土しているが、

 これらの土器は掘り方を埋め戻した際に混入したものと考えられる。

 SB860建物跡SB860建物跡は中央区17-13グリッドに位置し、遺構確認面はⅣ層から

 Ⅴ層上面で、検出面標高は213.5mである。本建物跡は2間×3間の南北棟で南側梁間が3間と

 なっている。梁行き3.9m、桁行き4.8mの規模を測り、平面積は18.7㎡となる。建物の長軸は

 N-4°-Wである。本建物跡を構成する柱穴を13個確認した。北西隅の柱穴から678、680、

 684、782、675、776、783、784、789、791、792、1592である。(第23図)。北梁行きのそれぞ

 れの柱穴の柱間寸法は東側から1.9m+2.0mである。これに対応する南梁行きは東側から

 1.0m+1.3m+1.6mである。東桁行きの柱間寸法は北側から1.8m+1.4m+1.6mであり、平均

 は1.57mを測る。西桁行きは長さ4.8m、柱間寸法は北側から1.8m+1.5m+15mであり、平

 均は1.57mを測る。柱穴の平面形は円形や不整円形である。掘り方は径20～30cm前後である。

 柱痕は3ヶ所で確認した。柱痕は直径8～13cmの円形を呈している。柱痕の堆積土は灰褐色

 シルトであった。柱痕のないものは抜き取った後の堆積と考えられる。柱穴の堆積土から遺物



 の出土はない。

 SB900建物跡本建物跡は中央北区の東、14～15-16～17グリッドに位置する。検出面

 はⅣa層下部である。遺構確認のため掘り下げたが、本来はⅣ層上面で検出できたものとみら

 れる。本建物は南北方向に2間、東西方向に2間の柱穴が並ぶ(第24図)。柱穴は845、871、

 877、842、872、879、874、873、908である。建物は南北方向よりも東西方向の間隔が長いの

 で東西棟と判断しておく。建物棟の軸方位はW-7°-Nを指す。柱穴の掘り方は20×15～

 24×20cmである。平面形はやや不整円形である。深さは13～22cmである。柱穴の間隔は北

 側東西列で北側から4.5m+4.5m、中柱列で4.5m+4.5m、南側で4.5m+4.5m、南北列ではい

 ずれも3.0m+3.0mである。遺物の出土はみられなかった。

 SB940建物跡本建物跡は中央区15-16グリッドに位置する。検出面はⅣ層下部からⅤ層

 上面である。建物プラン確認のためグライ化したシルト層まで掘り下げたが、本来はⅣ層上面

 で検出できたものとみられる。この建物は。SB840建物跡と重複し、南端はSB900と部分

 的に重なっている。平面プランは2間×2間の総柱建物である(第25図)。また東西方向より

 も南北方向の間隔が長いので南北棟と判断した。建物棟の軸方位はN-4°-Eを指す。

 柱穴の掘り方は20×22～30×33である。平面形は円形もしくはやや不整な円形である。

 深さは22～34cmである。柱痕は直径12～16cmの円形を測る。柱痕は掘り方底面近くまで達

 している。柱痕は黒褐色シルトあるいは砂質シルトである。柱穴の間隔は桁行きで北側から

 1.6m+1.8m、中柱列で1.7m+1.7m、西側で1.6m+1.8m、北梁行きで東側から1.5m+1.8m、

 中柱列で1.6m+1.8m、南側で中柱が確認できなかった。遺物の出土はみられなかった。

 EB844での切り合いからSB840→SB940の前後関係を捉えた。

 SB960建物跡本建物跡は中央区の北西角、27～28-11グリッドに位置する。遺構検出面

 はⅣa層である。本建物跡の北側は調査区外に西側は農道下に広がっているとみられ全体像は

 不明である。また、柱穴の一部は近年の果樹支柱設置により破壊されていた(第31図)。

 建物の規模は検出している部分で南北3間、東西5間の東西棟の総柱建物跡である。柱穴の

 掘り方は20cm×24cm～25cm×30cmの円形で検出面からの深さは17cmを測る。柱痕は明

 確でなく、遺存状態がよくない。この建物の四隅の柱穴の中心間の距離は東側柱列で3.9m、

 西側柱列で3.9mで、北側柱列で10.4m、南側柱列で10.5mを測る。平面積は41㎡となる。柱

 間の距離は東側柱列で北から測って1.9m+2.0mとなり、北側柱列では東から2.0m+2.1m+

 2.1m+2.2m+2.0mとなる。柱穴の埋土からの遺物の出土はない。本建物跡が機能した時期は

 掘り方の規模や建物配置、軸向きから中世以降の時期と考えられる。

 SB980建物跡SB980建物跡は中央区北西の25・26-10グリッドに位置し、SB960建

 物跡の南2mのところにある。遺構確認面はⅣa層の面で、その標高は213.6mである。建物の

 中央に試掘トレンチが入り、西側を果樹の抜根による攪乱があり柱穴掘り方を破壊していた。

 本建物跡は3間×6間の大型の建物跡で、東西梁行き5.4m、南北桁行き11.0mの規模を測り、

 平面積は59.9㎡となる。建物棟の軸方向はN-10°-Wで、南北棟となる。本建物跡を構成

 する柱穴を18個確認したが、西側の破壊された柱も含めると20箇所の柱があったと想定され

 る。柱穴は北西隅から952、278、291、1587、317、273、951、287、296、315、1609、282、

 953、954、258、238、324、329となる(第29図)。東桁行きの長さは11.0mで、それぞれの柱

 2間×2間の建物
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 3間×6間の大型建物



 穴の柱間寸法は北から1.8m+1.8m+1.8m+1.9m+2.0m+1.8mを測る。これに対応する西

 桁行きの長さも11.0mで、その柱間寸法は東桁行きに対応する。北梁行きは4個の柱穴がある。

 北梁行きの長さは5.4m、柱間寸法は東から1.8m+1.8m+1.8mで、南梁行きの長さは5.4mで、

 柱間寸法は東から1.3m+2.8m+1.3mを測かる。建物内部にも間仕切り柱と思われるものが

 配置されている(EB287・296)。南側梁間中央の広がっている部分は建物入り口の可能性が

 ある。柱掘り方の平面形は不整方形・楕円形である。規模は50×40cm前後であるが、試掘ト

 レンチ部分では、掘り下げたため若干小さくなっている。柱痕は11ヶ所で確認した。柱痕は

 直径13～17cmの円形を呈しており、掘り方の底まで達している。柱痕の堆積土は褐灰色のシ

 ルトで、柱痕のないものは抜き取った後の堆積と考えられる。柱穴の堆積土からは少量の土器

 が出土している。これらの土器は掘り方を埋め戻したり抜き出した際に混入したものと考えら

 れる。

 本建物跡の時期は中世以降の建物跡と異なる配置や堆積状況をもち、出土した遺物から平安

 時代(9世紀中頃)と考えられる。

 SB1450建物跡SB1450建物跡は中央区西側の14・15-7グリッドに位置している。S

 D1087溝跡が建物跡中央で重複し、建物の柱掘り方を切っている。検出面はⅣb層下部から

 プラン確認の困難な掘り方部分ではⅤ層まで掘り下げている。検出面での標高は213.3mを測

 る(第26図)。

 建物は梁行き2間、桁行き3間の南北棟である。建物の主軸はN-2°-Wで、桁行き長は

 6.7m、梁行き長は4.8mを測り、面積は32.2㎡ある。掘り方平面形は不整楕円形のものが多く、

 長径45～70cm、深さは40～55cmを測る。柱痕跡は掘り方中央部分にくるものは少なく、端

 にくるものが多い。柱痕径は平均22cmほどで硬い黒色粘土層まで掘り込んでいる。柱穴の埋

 土は褐色、暗褐色、灰褐色の混合シルトで、底面付近は黒色粘質土になっている。柱間隔は北

 梁の柱痕で東より2.4m+2.4m、同じく南梁で2.4m+2.4mである。また桁行きの柱間隔は東

 側柱列で北より2.2m+2.2m+2.3m、西側柱列で2.2m+2.2m+2.3mである。南側に3m離れ

 て柱列が続くが、柱間が空きすぎているため、建物を構成しないと判断し、塀跡とした。

 遺物は柱掘り方から土師器や須恵器の圷や甕の破片が出土した。本建物跡の時期は中世以降

 の建物跡と異なる配置や堆積状況をもち、出土した遺物から平安時代(9世紀中頃)に位置づ

 けられる。

 SB1460建物跡本建物跡は中央区西側の11-7グリッドに位置している。SD1090溝跡が

 建物跡西側で重複し、建物の柱掘り方を切っている。また、後世の果樹栽培の攪乱を受け、

 南・西側は破壊されていた。検出面はⅣb層下部からプラン確認の困難な掘り方部分ではⅤ層

 まで掘り下げている。検出面での標高は213.3mを測る(第28図)。

 建物は梁行きは不明ながら、桁行き2間以上の南北棟であると予想される。桁行き柱列から

 建物の主軸はN-3°-Eである。掘り方平面形は不整楕円形で長径35cm～45cm、深さは45

 ～60cmを測る。柱痕跡は掘り方中央部分にあり柱痕径は平均20cmほどで硬い黒色粘土層を

 掘り込んでいる。柱穴の埋土は暗褐色、灰褐色の混合シルトで、底面付近は砂質シルトになっ

 て湧水が著しい。柱掘り方からの遺物の出土はなかった。

 2間×3間の総柱建物



 SB1470建物跡SB1470建物跡は中央区16・17-9・10グリッドに位置し、SD1046溝

 跡とSD633溝跡に挟まれた位置にある。遺構確認面はⅣb層で、標高は213.4mである。建

 物の中央を中世以降の溝SD990溝跡が走っている。近接して南側にSB1480建物跡がある。

 本建物跡は南北桁行き5.4m、東西梁行き4.4mの規模を測り、平面積は23.76㎡となる。建物

 の軸方向はN-2°-Wである。本建物跡を構成する柱穴は10個確認した。北西隅の柱穴から

 1546、1547、1548、1549、1550、1005、993、1001、1004、1006である(第32図)。建物東桁

 行きの長さは5.4mで、それぞれの柱穴の柱間寸法は北から1.8m+1.7m+1.9mである。これ

 に対応する西桁行きの長さも5.4mで、その柱間寸法は1.8m+1.8m+1.8mである。北側梁行

 きの長さは4.4mで、柱間寸法は東から2.2m+2.2mを測る。南側梁行きは長さ4.3mである。

 南側梁行きの柱間寸法は東から2.1m+2.2mを測る。掘り方の平面形は不整の隅丸方形である。

 掘り方は長径40～50cm前後の範囲に収まる。柱痕は7ヶ所で確認した。柱痕は直径15～

 18cmの円形を呈しており、掘り方の底まで達している。柱痕の堆積土は黒褐色シルト・茶褐

 色のシルトであった。掘り方から土師器の圷破片が出土している。これらの土器は掘り方を埋

 め戻した際に混入したものと考えられる。

 SB1470建物跡は、東西2間×南北3間の南北棟で、柱穴の大きさは、近接するSB1505

 建物跡に近似し、また建物の軸線方向もこれと併行する。本建物跡の時期は出土した遺物や柱

 の配置・堆積土から平安時代に位置づけられる。

 SB1480建物跡本建物跡は中央区南側、15-9・10グリッドに位置する。検出面はⅣb層

 下部である。遺構プラン確認のため掘り下げたが、本来はⅣ層上面で検出できたものとみられ

 る。この建物の北側にはSB1470建物跡が、南側にはSA1495柱列跡がある。それぞれの軸方

 位はほぼ一致している。SB1480の建物の軸方向はN-3°-Wである(第34図)。

 本建物は南北方向に2間、東西方向に2間の柱穴が並ぶ。、南側のSA1495柱列は並列してい

 るものの柱列の間隔が他の柱列の間隔よりも長いため、建物とは別の構造物と考えた。したが

 ってこの建物跡は2間×2問の総柱建物跡と考える。また、東西方向よりも南北方向の間隔が

 長いので南北棟と判断しておく。柱穴の掘り方は30×35cm～46×58cmで、平面形は方形も

 しくはやや不整な長方形である。深さは22～27cmである。柱痕は直径13～16cmの円形であ

 り、すべての柱穴より検出された。柱痕は灰褐色のシルト或いは砂質シルトである。柱穴の間

 隔は南北列で東側から2.2m+2.1m、中柱列で2.2m+2.0m、西側で2.2m+2.0m、東西列で北

 側から2.2m+2.2m、中柱列で2.2m+2.2m、南側で2.2m+21mである。遺物は掘り方埋土・

 柱痕より土師器や須恵器の小破片が出土している。

 SB1488建物跡本建物跡は中央区南側、12・13-7グリッドに位置する。グライ化したシル

 ト層面まで検出したため、遺構確認はⅤ層上面となったが、本来はⅣ層で確認できたものと考

 えられる。現状の地形は平坦であり、確認面の標高は、213.3m前後でほぼ一定する(第35図)。

 本建物跡は東西桁行き3間、南北梁行き1間の東西棟建物跡であり、桁行きを基準とした建

 物の主軸方向はE-18°-Nを指す。建物跡は8個の柱穴で構成される。桁行きの長さは60m

 を測り、桁行きの柱間寸法は東から2.0m+2.0m+2.0mとなる。梁行きは1間であり、東側梁

 行きは2.7m、西側梁行きは3.0mである。建物の平面積は18.0㎡となる。柱穴の平面プランは

 円形を基調とする。柱穴の平面規模はEB1487が最小で径12cm、最大がEP1270で径33cm

 2間×3間の建物

 2間×2間の総柱建物
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 二面廟の建物

 2間×3間の建物

 となる。検出面からの深さは18～22cmと浅い。本建物跡に伴う柱穴から遺物の出土はみられ

 ない。

 SB1500建物跡SB1500建物跡は、中央区中ほど17・18-7・8グリッドに位置してい

 る。SB1450建物跡の北4m、SB1470建物跡とは東側で一部重なり合う。遺構検出面はⅣ

 層上面である。確認面の標高は213.5mで、現状は平坦な地形をしている(第36図)。

 本建物跡は二重に廻る柱列からなり、第1(内側身舎)の柱列は14個の柱穴、第2の柱列

 (外側)は10個の柱穴により構成されている。第1の柱列は、北の桁行き9.5m、南桁行きは

 9.5mである。東梁行きは4.6m、西梁行きは4.8mである。第2の柱列は建物の縁と考えられ、

 北側と南側に付く。その大きさは東西9.5mを測り、北桁行きを基準とした建物の長軸方向は

 E-3°-Nである。

 身舎に相当する第1柱列の各柱間寸法は、北側桁行きで2.3m～2.6mとほぼ一様である。桁

 行き柱穴の柱間寸法の平均は北桁行き2.4mである。また、梁行きについては先に述べたよう

 に4.8mである。東側の柱間は1.5m+1.6m+1.5mとなる。柱穴の平面形は円形をし、それぞ

 れの直径及び辺の大きさは20～25cmの範囲にあり、その深さは25～35cmの間にある。11

 ヶ所で径10～12cmあまりの柱痕を認めた。柱痕はすべて褐色シルトである。柱痕の認められ

 ないものについては、柱を抜き取り埋ったものと考えられる。

 身舎に付属する縁と考えられる第2柱列の北側柱列は東から2.3m+2,3m+2.3m+2.6mの

 9.5m、南側柱列は東から2.3m+2.3m+23m+2.6mの9.5mである。縁の出は南に150cm、北

 に100cmである。柱穴の平面形は楕円形や円形をしている。柱穴の大きさは径15～20cmの

 範囲にあり、それぞれの深さは20～25cmを測る。総じて身舎を構成する柱穴よりやや小さい

 傾向がある。

 本建物跡は柱列が二重に配置することから二面縁を持つ建物跡と考えられる。東西4問×南

 北3間、そして縁を含めた建物全体の面積は693㎡である。南と北の縁は身舎の桁行きに対

 応し4問である。これに対し東は3間となり、中央に柱が建つことから平入りの建物であった

 と考えられる。また東側や南側は柱数が多く、狭い配置の箇所があり入り口部分の可能性が高

 い。出土遺物から所属時期を明確にできないものの柱の規模や配置、堆積土から中世から近世

 にかけての時期に属するものと考えられる。

 SB1505建物跡SB1505建物跡は中央区南の12～13-12グリッドに位置し、SD633溝

 跡の東隣にある。遺構確認面はⅣb層で、標高は213.4mである。本建物跡は東西2間、南北3

 間の南北棟で、南北桁行き5.8m、東西梁行き5.1mの規模を測り、平面積は29.58㎡となる。

 建物の軸方向はN-2°-Wである。

 本建物跡を構成する柱穴は10個確認した。北西隅の柱穴から1542、1543、1222、1544、

 1216、1224、1231、1234、1236、1545である(第38図)。建物東桁行きの長さは5.6mで柱穴

 の柱間寸法は北から1.8m+1.9m+1.8mである。これに対応する西桁行きの長さは5.8mで、

 その柱間寸法は2.0m+1.8m+2.0mである。北側梁行きの長さは5.0mで、柱間寸法は東から

 2.5m+2.5mを測る。南側梁行きは長さ5.1mである。南側梁行きの柱間寸法は東から2.5m+

 2.6mを測る。柱穴掘り方の平面形は不整の隅丸方形である。規模は径40～50cm前後の範囲

 に収まる。柱痕は10ヶ所で確認した。柱痕は直径16～24cmの円形を呈しており、掘り方の



 底まで達している。柱痕の堆積土は炭混じりの褐色シルトある。掘り方埋め土から土師器の圷

 破片が出土している。これらの土器は掘り方が埋まる段階に混入したものと考えられる。SB

 1505建物跡の時期は出土した遺物や柱の配置から平安時代に位置づけられる。

 SB1515建物跡SB1515建物跡は中央区南東の9・10-14・15グリッドに位置する。遺

 構確認面はⅣb層で、標高は213.4mである。本建物跡の柱掘り方のほとんどが後世の果樹栽

 培の耕転により破壊攪乱を受けていたため、攪乱部分をていねいに掘り下げ、柱穴掘り方の検

 出に努めた。精査により本建物跡は東西2間、南北3問の南北棟で、南北桁行き5.4m、東西梁

 行き4.6mの規模を測り、平面積は24.84㎡となることがわかった。建物の軸方向はN-8°-

 Wである。

 本建物跡を構成する柱穴は10個確認した。北西隅の柱穴から1552、1554、1310、1309、

 1551、1553、1555、1323、1321、1318である(第39図)。建物東桁行きの長さは5.4mで柱穴

 の柱間寸法は北から1.8m+1.8m+18mである。これに対応する西桁行きの長さは5.4mで、

 その柱間寸法は1.8m+1.8m+1.8mである。北側梁行きの長さは4.6mで、柱間寸法は東から

 2.3m+2.3mを測る。南側梁行きは長さ4.6mである。南側梁行きの柱間寸法は東から2.3m+

 2.3mを測る。柱穴掘り方の平面形は不整の隅丸方形と思われるが、後世の破壊などで形状が

 はっきりしないものがある。規模は径50～60cm前後の範囲に収まり、柱痕は7ヶ所で確認し

 た。柱痕は直径14～18cmの円形を呈しており、ほぼ掘り方の底まで達している。柱痕の堆積

 土は炭混じりの暗褐色シルトが主ある。掘り方埋め土から土師器の甕破片が出土した。土器は

 掘り方が埋まる段階に混入したものと考えられる。SB1515建物跡の時期は出土した遺物や

 柱の規模や配置から平安時代に位置づけられる。

 SB1540建物跡本建物跡は中央区13-16・17グリッドに位置し、検出面はⅣ層下部であ

 る。遺構確認のためグライ化したシルト層まで掘り下げたが、本来はⅣ層上面で検出できたも

 のとみられる(第41図)。この建物の北側にはSB900建物跡がある。また、建物中央を北か

 らSD569溝跡、西からSD1253溝跡が入り、SD880につながっている。SD880の溝跡が

 SB1540建物跡の柱掘り方を切っていることからSB1540→SD880の順序がとらえられ、

 この溝は南側の柱掘り方を部分的に削っている。本建物跡は南北方向に2間、東西方向に2間

 の柱穴が並び、総柱建物跡と考えた。また、東西方向よりも南北方向の間隔が長いので南北棟

 と判断しておく。建物棟の軸方位はN-2°-Wを指す。

 柱穴の掘り方は25×27cm～42×53cmである。平面形は円形もしくは不整な楕円形で深さ

 は18～24cmを測る。柱痕は直径12～15cmの円形となる。柱痕は暗褐色砂質シルトである。

 柱穴の間隔は東側の桁行きで北側から2.4m+2.4m、中柱列で北から2.4m+2.4m、西桁行き

 で2.4m+2.4m、梁行きでは北梁列の東から1.9m+2.1m、中柱列で1.9m+2.1m、南側で東か

 ら1.9m+2.1mである。遺物はEB1536掘り方の埋土より須恵器圷・土師器甕の破片が11点

 出土している。

 SB1600建物跡SB1600建物跡は、中央区中ほど15.16.17-11.12.13グリッドに位置して

 いる。SB1470建物跡の東、4mのところにある。また、建物の東半分は試掘トレンチにより

 掘り下げられ、柱穴などの確認ができなかった。遺構検出面はⅣ層下部である。確認面の標高

 は213.5mで、現状は平坦ながら、ややなだらかな高まった地形をなしている(第42図)。

 2間×3間の建物

 2間×2閥の総柱建物



 二面廂の建物

 1間×3間の建物

 本建物跡は二重に囲む柱列からなり、第1(内側身舎)の柱列は11個の柱穴、第2の柱列

 (外側)は、9個の柱穴を検出した。身舎の北桁行きは9.55m、南桁行きは9.4mである。東梁

 行きは4.9m・西梁行きは4.9mである。第2の柱列は建物の縁と考えられ、トレンチなどで確

 認できなかった柱穴もあるが、その大きさは東西9.5m×南北74m、面積は70.3㎡を測る。北

 桁行きを基準とした建物の長軸方向はE-3°-Nで、SB1500建物跡と規模や向きが同じで

 ある。

 身舎に相当する第1柱列の各柱間寸法は、北側の桁行きで東から2.3m(2.3)+(2.3)+2.6m

 で、南側桁行きは東から2.3m+2.3m+2.3m+2.6mとほぼ一様である。また、梁行きについ

 ては東側で4.9m、西側で4.9mである。柱穴の平面形は円形をしている。それぞれの直径及び

 辺の大きさは20～25cmの範囲にあり、その深さは23～30cmの間にある。EB779、1010、

 1097に径12cmあまりの柱痕を認めた。柱痕はすべて褐色シルトである。柱痕の認められない

 ものについては、柱を抜き取り埋ったものと考えられる。

 身舎に付属する縁と考えられる第2柱列の縁の出は南に150cm、北に100cmである。各柱穴

 の柱間寸法は北側柱列で2.3～2.6mである。南側柱列は東から2.3m+2.21m+2.4m+2.6mで

 ある。柱穴の平面形は楕円形や円形をしている。柱穴の大きさは径15～22cmの範囲にあり、

 それぞれの深さは16～20cmを測る。総じて身舎を構成する柱穴よりやや小さい傾向がある。

 褐色シルトあるいは暗褐色シルトの柱痕を652・1125で認めた。柱痕のないものについては

 抜き取った後に堆積したものと考えられる。

 本建物跡は柱列が二重に配置することから二面縁を持つ建物跡と考えられる。東西4間×南

 北2間、そして縁を含めた建物全体の面積は70.3㎡である。南と北の縁は身舎の桁行きに対

 応し4間である。これに対し東と西は二間となり、中央に柱が建つことから平入りの建物であ

 ったと考えられる。出土遺物から所属時期を明確にできないものの柱の規模や配置、堆積土か

 ら中世から近世にかけての時期に属するものと考えられる。またSB1500建物跡と柱は位置

 や規模が類似する

 SB1601建物跡本建物跡は中央区、15-9・10グリッドに位置する。遺構確認面はⅣ層下部

 であるが、本来はⅣ上面で確認できたものと考えられる。現状の地形は平坦であり、確認面の

 標高は、213.5m前後でほぼ一定する(第43図)。本建物跡は桁行き3間、梁行き1問の東西棟

 あり、桁行きを基準とした建物の主軸方向はE-4°-Nを指す。建物跡は8個の柱穴で構成

 される。桁行きの長さは7.3mを測り、桁行きの柱間寸法は東から1.8m+3.5m+2.5mとなる。

 梁行きは1間であり、計測値は1.8m(1尺)である。以上の計測値により建物の平面積は13.1㎡

 となる。柱穴掘り方のプランは楕円形や隅丸長方形を基調とする。柱穴の平面規模は径18～

 40cmとなり、概して20cm前後のものが多い。検出面からの深さはEB1120・1133で16cm、

 他のものは8～12cmと浅く、両者に差がみられる。柱穴規模に大小が認められることについ

 てその位置からは規則性は見出せず、現状からその理由について推測するに至っていない。

 SB1602建物跡本建物跡は中央区南側、17・18-7・8グリッドに位置する。遺構確認面

 はⅤ層上面であるが、本来はⅣ層で確認できたものと考えられる。現状の地形は平坦であり、

 確認面の標高は、213.5m前後でほぼ一定する(第44図)。

 本建物跡は桁行き5間、梁行き2間の東西棟建物跡であり、桁行きを基準とした建物の主軸



 方向はE-1°-Nを指す。建物跡は12個の柱穴で構成される。桁行きの長さは9.4mを測り、

 桁行きの柱間寸法は東から1.2m+2.2m+2.0m+2.0m+2.0mとなる。梁行きは2間であり、

 東側梁行きは4.2m、西側梁行きは4.2mである。建物の平面積は39.48㎡となる。柱穴の平面

 プランは円形を基調とする。掘り方の平面規模はEB1604が最小で径22cm、最大がEB1547で

 径42cmとなる。検出面からの深さは25～40cmである。本建物跡に伴う柱穴から遺物の出土

 はみられない。SB1500建物跡と重複しているが、前後関係ははっきりしなかった。

 SB1603建物跡本建物跡は中央区、15-14グリッドに位置する。遺構確認のためⅣ層下部

 まで掘り下げたが、本来はⅣ上面で検出できたものと考えられる(第43図)。確認面の標高は

 213.5mである。本建物跡は建物の主軸方向からSB1600建物跡やSB860建物跡と並存して

 いたと推定される。本建物跡は1間×3間の建物で、南北向きを基準とした建物の主軸方向は

 E-4°-Nを指す。建物跡は8個の柱穴で構成されるが2ヶ所で確認していない。柱間寸法は

 東西1.8m、1.8m、2.0m、南北2.0mとなる。以上の計測値により建物の平面積は11.2㎡となる。

 柱穴掘り方のプランは円形を基調とする。掘り方の平面規模は径16～24cmとなり、検出面か

 らの深さは20～25cmと浅い。

 西区(第45～50図)

 SB300建物跡本建物跡は西区の北側、25～27-5～7グリッドに位置する。検出面はⅣ

 層下部である。遺構確認が困難な堆積層のため、少しずつ掘り下げ検出したが、本来はⅣ層上

 面で検出できたものとみられる。本建物は南北方向に3間、東西方向に3間の柱穴が並ぶ。柱

 穴は66、77、18、13、14、28、30、23、25、35、24、31、32、33、50、48である。建物は東

 西方向の間隔が長いので東西棟と判断しておく。建物棟の東西軸の方位はN-2°-Wを指す。

 柱穴の掘り方の規模は15×18cm～22×25cmである。平面形はやや不整円形で、深さは7

 ～12cmである。柱穴の間隔は東西列の梁行きで北側から1.0m+2.3m+2.0m+2.0m桁行き

 南北列で東側から1.3m+3.0m+1.3mである。規則的に配置しているものの間尺は一定して

 いない。東面の桁行きの中ほどにある二本の柱跡は入り口部分に相当することも考えられる。

 柱穴からの遺物の出土はなかった。

 SB1620建物跡本建物跡は西区の北側27～29-4～7グリッドに位置する。遺構検出面は

 Ⅳa層である。建物の規模は南北3間、東西4間の東西棟の総柱建物跡である。柱穴の掘り方

 は12cm×16cm～20cm×26cmの円形で検出面からの深さは7～10cmと浅い。柱痕は明確

 でなく、遺存状態がよくない。この建物の梁行きは東側柱列で1.5m+1.3m+1.8mの4.6mを

 測り、桁行きは南側柱列で東から1.5m+1.8m+1.8m+1.8mの6.9mを測る。平面積は33.8㎡

 となる。柱穴の埋土からの遺物の出土はない。本建物跡が機能した時期は掘り方の規模や建物

 配置、軸向きから中世と考えられる。柱跡の堆積状況からSB300建物跡よりも先行する。

 SB1621建物跡本建物跡は西区の北側に、21～23-3～6グリッドに位置する。遺構検出

 面はⅣa層である。建物の規模は南北3間、東西5間の東西棟の総柱建物跡である。南に位置

 するSB1620建物跡と柱筋が通っており、建物間の間隔が開くが、一つの建物を構成する可

 能性がある。また、東側にも柱筋の通っている箇所があるが東側に連なる明確な根拠がなく保

 留しておく。

 2間×5間の建物

 1間×3間の建物?

入口部分

 3間×4間の総柱建物

 3間×5間の総柱建物



 柱穴の掘り方は12cm×16cm～23cm×28cmの円形で検出面からの深さは9～15cmと浅

 い。柱痕は明確でなく、遺存状態がよくない。この建物の梁行きは西側柱列で1.3m、1.8m、

 2.0mの5.1mを測り、桁行きは南側柱列で東から1.8m+1.8m+1.8m+1.8m+1.8mの9.0mを

 測る。平面積は42.14㎡となる。柱穴の埋土からの遺物の出土はない。本建物跡が機能した時

 期は掘り方の規模や建物配置、軸向きから中世と考えられる。柱跡の堆積状況からSB300建

 物跡よりも先行する。SB1620建物跡とSB1621建物跡は共に機能していたと見られ、南側

 には塀(SA1625)が廻っている。

SB1621→SB300

 2柱列跡

 鵜の木館跡からは柵跡あるいは塀跡と考えられる柱列跡がll基検出された。これらは他の

 遺構との関係や出土土器から大きく2群に分けることが可能である。具代的には古代の掘立柱

 建物跡と中世以降の建物跡に関わる付属施設である。

 SA1455柱列跡SA1455柱列は14-7グリッドに位置し、近接して北側にSB1450があ

 る。検出面はⅣb層からⅤ層にかけて確認し、検出面での標高は213.3mである。柱列は3個

 の柱穴で構成され、全長4.8m、柱間寸法はEB1269とEB1268間が2.3m、EB1268とEB

 1267間が2.5mとなり、柱列の軸向きはE-3°-Nとなる。柱穴掘り方は不整方形を呈し、規

 模は一辺55～70cmを測る。柱痕はすべてに認められ、径は16～18cmを測る。検出面からの

 深さは45cm前後を有していた。SA1455柱跡はその位置関係からSB1450と並置されてい

 た可能性が高く、3つの柱跡は塀としての機能を担っていたと考えられる。

 SA1471柱列跡SA1471柱列は16-10グリッドに位置し、近接して西側にSB1470があ

 り、東側にはSB1600が位置する。検出面はⅣb層からⅤ層にかけて確認し、検出面での標

 高は213.4mである。柱列は4個の柱穴で構成され、全長5.2m、柱間寸法はEB1004とEB

 1008間が1.7m、EB1008とEB1024の間が1.7m、EB1024とEB1015の問が1.8mとな

 り、柱列の軸向きはN-2°-Wとなる。柱穴掘り方は不整方形を呈し、規模は一辺40～

 50cmを測る。柱痕はすべてに認められ、径は20～23を測る。検出面からの深さは40cm前後

 を有していた。SA1471柱跡はその位置関係からSB1470と並置されていた可能性が高い。

 4つの柱跡は塀としての機能を担っていたと考えられる。

 SA1495柱列跡SA1495柱列は14-9グリッドに位置し、近接して北側にSB1480があ

 る。検出面はⅣb層からⅤ層にかけて確認し、検出面での標高は213.3mである。柱列は3個

 の柱穴で構成され、全長4.8m、柱間寸法はEB1039とEB1104の間が2.3m、EB1104とE

 B1108の間が2.5mとなり、柱列の軸向きはE-3°-Nとなる。柱穴掘り方は不整円形を呈し、

 径は55～60cmを測る。柱痕は一部認められ、径は16～18cmを測る。検出面からの深さは

 30cm前後を有していた。SA1495柱跡はその位置関係からSB1480と並置されていた可能

 性が高く、3つの柱跡は塀としての機能を担っていたと考えられる。

 SA1541柱列跡SA1541柱列は中央区南側に南北に長く位置し、近接して西側にSD1046

 があり、東側にはSB1580が位置する。検出面はⅣb層からⅤ層にかけて確認した。柱列は

 確認したものだけで14個の柱穴で構成され、全長16m、柱間寸法は40～60cmの間隔で配置

 され、柱列の軸向きはE-2°-Nとなる。柱穴掘り方は円形を呈し、規模は径7～10cmを測 長い柵列



 る。検出面からの深さは15cm前後を有していた。SA1541柱跡はその位置関係や堆積土の状

 態からSB1470・SB1480と並置されていた可能性が高く、柱列跡は柵あるいは塀としての

 機能を担っていたと考えられる。

 SA1590・1591柱列跡本柱列跡は26-10・11・12グリッド、SB960建物跡の南脇に

 位置する。遺構確認面はⅣa層で、確認面の標高は213.5mを測り、ほぼ平坦な地形となって

 いる。SA1590柱列は4間5個の柱穴で構成され、柱列の軸方向はN-20°-Eを指す。柱穴

 の平面プランは円形を基調とし、平面規模はいずれも15～23cmを測る。SA1591柱列は2

 間3個の柱穴で構成され、柱列の軸方向はN-11°-Eを指す。柱穴の平面プランは円形を基

 調とし、平面規模はいずれも13～15cmを測る。

 SA1611・1613柱列跡本柱列跡は16-17グリッドに位置する。遺構確認面はⅣa層上面

 で、確認面の標高は213.5mを測り、ほぼ平坦な地形となっている。柱列は2間3個の柱穴で構

 成され、二列に並ぶ。どちらも列の軸方向はE-5°-Sを指す。柱穴の平面プランは円形を

 基調とし、平面規模はいずれも12～16cmを測る。検出面からの深さはバラツキがあり、EP

 858で22cm、EP852で36cmとなる。遺物の出土はない。

 SA1612柱列跡本柱列跡は16-17グリッドに位置する。遺構確認面はⅣa層上面で、確認

 面の標高は213.5mを測り、ほぼ平坦な地形となっている。柱列は5間6個の柱穴で構成される。

 柱間間隔は、西側で60cm、東端の柱穴だけ1m50cm離れている。列の軸方向はE-6°-Sを

 指す。柱穴の平面プランは円形を基調とし、平面規模はいずれも15～20cmを測る。検出面か

 らの深さはバラツキがあり、EP863で27cm、EP866で35cmとなる。遺物の出土はない。

 SA1611～1613は類似した掘り方と堆積土であり、ほぼ同時期に掘り込まれたものと考えら

 れる。

 SA1615柱列跡本柱列は7～9-17グリッドに位置し、西側にSD880があり、東側には

 重なるようにSD1425が位置する。検出面はⅣb層で検出面での標高は213.3mである。柱列

 は確認したものだけで6個の柱穴で構成され、全長9m、柱間寸法は1.1～2.2mの間隔で配置

 され、柱列の軸向きはN-8°-Eとなる。柱穴掘り方は楕円形を呈し、規模は径20～30cm

 を測る。検出面からの深さは15cm前後を有していた。SA1615柱跡はその位置関係や堆積土

 の状態からSD1425よりも新しいことがわかる。遺物の出土はない。

 SA1625柱列跡(西区)SA1625柱列は西区に位置し、近接して北側にSB1620建物跡が

 ある。検出面はⅣb層からⅤ層にかけて確認し、検出面での標高は213.4mである。柱列は確

 認したものだけで11個の柱穴で構成され、全長14m、柱間寸法は1.3～1.8mの間隔で配置さ

 れ、柱列の軸向きはE-13°-Sとなる。柱穴掘り方は円形を呈し、規模は径15～20cmを測

 る。検出面からの深さは20cm前後を有する。SA1625柱跡はその位置関係や堆積土の状態か

 らSB1620と並置されていた可能性が高く、柱列跡は塀としての機能を担っていたと考えら

 れ、さらに西側に延びていた可能性がある。

柵

柵

塀



 第5表鵜の木館跡検出の建物跡一覧

番号

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SB

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

224

300

820

820

820

900

940

960

980

1450

1460

1470

1480

1488

1500

1505

1515

1540

1600

1601

1602

1603

1620

1621

1541

1455

1471

1495

1611

1612

1615

1625

グリッド
位置

23-12

西区

20-19

15-16

17-13

14-17

15-16

27-11

28-11

25-10

26-10

14-7

11-7

15-9

15-9

13-7

13-8

18-8

18-9

13-12

9-14

10-15

13-17

16-11

16-12

16-12

18-8

18-9

16-14

西区

西区

中央南

14-7

16-10

14-9

16-17

16-17

東区

西区

規格

2x3

2x3

4x4 総柱

2×4

2×3

2x2

2x2

3x5

総柱

総柱

3x6

2×3 総柱

(2)x

2×3

2x2 総柱

1x3

2x4
 2面
廂付

2x3

2x3

2×2

2x4

総柱

廂付

1x3

2×4

1X1?

3x4

3x5

棟軸
方向

 N尋W

 N・2・W

 N」11£

N4E

N4W

 W・7rN

N-4-E

 N」2(レE

 N-10・W

Nr2.W

N-3-E

 N-2・W

N&W

 E・18,N

E-3-N

N.2.W

 N各W

 N鼻W

E4,N

 E・4N

 E・1讃

N4E

 N.陰E

 N-22・E

 N-3・W

 E各N

 N-2・W

E.3rN

騰

脇

 N名E

E.12S

柱数

10

16

20

13

13

9
8

18

18

11

3

10

8
8

24

10

10

9

22

8

12

5

15

20

3
4

3
3

5
8

11

柱番号

198187194203206217209

218219210

66771813.1428302325
35243132335048

587695714730732691718

717738701720805711759

760765814937700961

1489835836837839855841

14901491848846844843

678680684782675776783

7847927917891592

845842874871872873877

879908

854853852850851849847

844

956957950945942264262

941947268244245249948

24894915931594

952278291273951282953

9542582382961587317

1609324329315287

117014461068116610641067

11651061106214471162

127912811282

154615471548154915501005

993100110041006

102510351037101810281031

10201029

148714811270148314861272

12771484

119011931178117915111510

151414981517107710781075

150210531055104310821492

104214931512156810431625

154215431222154412241545

1236123412311216

155215541310130915511555

1323132113181553

909156191215361562914

153515331532

10141092652101010931095

77910971099111911201124

112511291128109616261596

1597112711291130

112611331131114711431137

113811201130

118111771599160414991080

107416051048104515471606

7957967977991598

11012012714512510936

144108139121126138143

122142

98115131132149114117

22147148113118136134

147102112119146

 細い柱列多数

126912681267

1004100810241015

103911041108

857858862

863864865866867

137813771376141714181422

14231424

104105106123124140141

157156155158

掘形径

 50～60

 15～25

 70～

100

 40～55

 20～30

 20～25

 20～33

 20～30

 20～50

 45～70

40

 40～50

 30～60

 12～33

 16～30

 40～55

 50～60

 25～53

 15～25

 18～40

 12～33

 16～24

 12～26

 12～28

 5～15

 55～70

 40～50

 55～60

 15～20

 15～20

 20～30

 15～20

 深さ

 7～12

 20～30

 25～40

 25～40

 13～22

 22～34

 15～17

 15～50

 40～55

60

 20～30

 30～45

20

 20～30

 25～40

 40～{潟

 18～24

 20～30

 20～25

 20～25

 20～24

 7～16

 9～15

30

35

30

36

35

15

20

柱痕径

 20～25

 12～15

 8～13

 12～16

 13～17

22

20

 15～18

 13～16

 10～12

 14～16

 14～18

 12～15

 10～12

 15～18

 20～25

 16～18

 20～23

 16～18

 桁行き

a4m

5.8m

13.5m

75m

48m

 駄Om

3.4m

(105m)

11.1m

α7m

(3.6m)

54m

 生4m

 α0皿

95m

5.8m

54m

 生8m

94m

77m

94m

56m

69m

9.Om

4.8m

52m

4.8m

 α4～

α7

 α5～

0.7

 1.1～

22

 13～

18

 梁行き

4.8m

53m

132m

 翫Om

謝

 α0皿

33m

(39m)

 54皿

48m

44m

 生4m

aOm

7.3m

 籔Om

 生6m

 生Om

 74皿

1.7m

42m

20m

46m

51m

桁
間尺

1.8m

 33皿

18m

1.6m

 生5m

1.7m

21m

 工8m

22m

L8m

18m

22m

aOm

Z3m

1.9m

1.8m

24m

23m

20m

1.8m

1.8m

1.8m

 α7～

12m

 ZO～

22m

1.8m

24m

1.Om

 α6～

0.8m

 1.6～

2.5m

 15～

20m

梁

間尺

2.4m

33m

 且5m

aOm

30m

1.7m

21m

 1。8m

Z4m

22m

22m

 3(㎞

24m

25m

λ3m

20m

(a4m)

1.7m

21m

20m

1.5m

(L6m)

面積

27.84

30.7

1782

鋤

18.7

54

112

41

 5駐9

322

237

193

18

693

29

 鉱8

192

69.5

13.1

39.5

112

338

459

時期

古代

中世

中世

古代

中世

近世以降

古代

中世

古代

古代

古代

古代

古代

中世

中世

古代

古代

古代

中世

中世

中世

中世

中世

中世

中世

古代

古代

古代

中世

中世

不明

中世

 ・規格:柱配置からの問取りを示す。
 ・柱間:桁行、梁行の柱間の間隔を示し、
 ・面積:桁と梁の長さから測定(㎡)
 ・時期:堆積土や出土遺物から推定

 複数の培合、平均値をとった。







































































 3土壙

 今回の調査で検出した土壙は35基を数える。これらの土壙は時期的に大きく平安時代、中

 世末から近世(16世紀以降)に分けることができそうである(第58～60図)。前者の土壙群

 は古代の建物跡の近くに散在しており、円形・楕円形の平面プランを基調とした浅いものが主

 である。覆土内から土師器や須恵器が出土しており、平安時代に属するものとして報告する。

 後者の土壙群は中世以降の建物跡の覆土と同様な堆積土を有し、中世から近世の陶磁器や土鍋

 などを含んでおり、また中世以降の建物とも近接しているため、該期のものとした。

 なお、SK607・906土壙については、覆土から骨片がまとまって検出されたことから墓壙

 の可能性が高く、覆土の理化学分析を行った。土壙の所属時期については根拠に乏しいものが

 あり、性格や年代の明らかでないものがある。また、土壙の多くは近代以降の果樹栽培による

 攪乱を受けている。

 SK1本土壙は西区に位置し、SB300建物跡と重なる。検出面はⅣ層下部である。平面形

 は隅丸方形を呈し、長径72cm、短径60cm、深さは19cmを測る。堆積層は3層確認した。底

 面は中心部に向かってなだらかに傾斜している。遺物の出土はない。

 SK2本土壙は西区に位置し、SK1土壙の東隣にあたる。検出面はⅣ層下部である。平面

 形は不整円形を呈し、長径83cm、短径56cm、深さは18cmを測る。堆積層は3層確認した。

 底面はほぼ平坦である。遺物は土師器の圷片が1点出土した。

 SK72本土壙は西区に位置し、SK2土壙の東隣にあたる。検出面はⅣ層下部である。平

 面形は不整円形を呈し、長径60cm、短径55cm、深さは17cmを測る。堆積層は2層確認した。

 底面はほぼ平坦である。遺物の出土はない。

 SK73本土壙は西区に位置し、検出面はⅣ層下部である。平面形は不整円形を呈し、長径

 66cm、短径58cm、深さは25cmを測る。底面はほぼ平坦である。遺物の出土はない。

 SK174本土壙は25-14グリッドに位置し南側にSB224建物跡がある。検出面はⅣa層

 上部で、標高213.5mを測る。規模は長径140cm、短径100cmで平面形は不整楕円形である。

 検出面からの深さは25cmと浅く、底部は湾曲があり壁もなだらかに立ち上がる。部分的に果

 樹の支柱により壊されていた。遺物は須恵器の圷片8点、土師器の圷片2点が出土した。

 SK230・232本土壙は25-12グリッドに位置し東側は溝跡SD168と接する。検出面は

 Ⅳa層上部で、標高213.5mを測る。2つの土壙が重なり合っているが、SK230のほうが古い

 遺構である。2つの土壙の規模は長径250cm、短径120cmで平面形楕円形のものがつながって

 いる。検出面からの深さはSK230が35cmを測り、底面は平坦で壁は急に立ち上がる。遺物

 はSK230から須恵器の圷片4点、土師器の甕破片21点と扁平な礫が3点出土した。

 SK361本土壙は22-13グリッドに位置し南脇にSD972溝跡がある。検出面はⅣa層上

 部で、標高213.4mを測る。規模は長径93cm、短径82cmで平面形は円形である。検出面から

 の深さは45cmあり、底面は中央に向けて傾斜している。壁は急に立ち上がる。遺物は土師器

 の圷片9点、土師器の甕片8点が出土した。

 SK501本土壙は24-15グリッドに位置し北壁に接しているため遺構の全体は判明してい

 ない。検出面はⅣa層上部で、標高213.7mを測る。規模は検出した部分で長径230cm、短径

 建物と土壙

墓壙



 新しい墓壙

 新しい墓壙

 92cmで検出面からの深さは15cmと浅く、底面はほぼ平坦で、堆積層に炭化物粒が薄く詰ま

 っていた。底面西角に柱穴が1基確認された。遺物は土師器の碗や甕の破片が52点出土した。

 SK515本土墳は24-15グリッドに位置しSK501土壙の1m南側にある。検出面はⅣa層

 上部で、標高213.6mを測る。規模は長径52cm、短径35cmで平面形は楕円形である。検出面

 からの深さは20cmと浅く、断面は逆台形状である。堆積層F1から炭屑がまとまって出土し

 ている。遺物としては拳大の礫が出土した。

 SK607本土壙は21-14グリッドに位置し、検出面はⅣa層である。平面形は長方形を呈

 し、検出面での規模は長径160cm、短径53cm、深さは33cmを測る。底面は平坦で壁の立ち

 上がりはほぼ垂直で急である。堆積土は2層確認し、F2の黒色腐植土から骨片と思われるも

 のが散らばるように検出された。遺物は出土していない。この土壙は骨片の出土から墓壙と思

 われ、明確な時期を特定できないが、堆積土や皿層で確認できたことを勘案すれば、古代以降

 の所産と想定されるが委託した土壌分析(株パリノサーヴェイ)によれば、墓壙の可能性が高

 く、年代測定では近世以降の新しい年代が求められている。

 SK629本土壙は20-14グリッドに位置し、検出面はⅣa層面である。標高は213.5mを測

 る。規模は長径113cm、短径88cmで平面形は不整円形である。検出面からの深さは30cmを

 測り、断面は逆台形状である。砂礫の堆積が認められ、SD690溝跡に連なるとも考えられた

 がはっきりしなかった。遺物は土師器の甕片が11点出土した。

 SK723本土壙は20-18グリッドに位置し、検出面はⅣa層面である。標高は213.5mを測

 る。規模は長径115cm、短径109cmで平面形は不整円形である。検出面からの深さは16cmを

 測り、断面は逆台形状である。遺物の出土はない。SB820建物跡の柱掘り方と類似する。建

 物を構成する柱とも考えられるが、ややずれて配置しているため、切り離してとらえた。

 SK724本土壙は中央区北、20-18グリッドに位置し、検出面はⅣa層面である。標高は

 213.5mを測る。規模は長径70cm、短径45cmで平面形は楕円形である。検出面からの深さは

 25cmと浅く、断面は逆台形状である。遺物の出土はない。

 SK749本土壙は19-16グリッドに位置し、SB820建物跡の西5mのところにある。検出

 面はⅣa層である。平面形は円形を呈し、径112cm、深さは18cmを測る。堆積層は2層確認

 した。底面は平坦で硬くしまっている。SB820建物跡の柱掘り方と類似し建物を構成する柱

 とも考えられるが、離れて配置しているため切り離してとらえた。遺物の出土はない。

 SK750本土壙は中央区北19-16グリッドに位置し、SB820建物跡の西5mのところにあ

 り、SK749と並んで検出した。検出面はⅣa層である。平面形は円形を呈し、径114cm、深

 さは16cmを測る。堆積層は2層確認した。底面は平坦で硬くしまっている。遺物の出土はな

 いo

 SK819本土壙は17-19グリッドに位置し、近代以降の新しい溝跡に東半分が破壊されて

 いる。検出面はⅣa層上部で、標高213.5mを測る。規模は長径1.2m、短径1.0mで平面形は不

 整円形である。検出面からの深さは20cmと浅く、壁もなだらかに立ち上がる。遺物の出土は
 ない。

 SK906本土壙は13-20グリッドに位置し、検出面はⅣa層である。平面形は隅丸長方形

 を呈し、検出面での規模は長径95cm、短径66cm、深さは34cmを測る。底面はやや凹凸が認め



 られ、壁の立ち上がりは急である。堆積土は2層確認し、黒色の腐植土で炭化物が多量に含まれ

 ていた。また焼けた板材の残片がみられた。SK607と同様に骨片と思われるものが散らばる

 ように検出されたが遺物は出土していない。この土壙も骨片の出土から墓壙と思われ、土壌分

 析を委託業務(株パリノサーヴェイ)した。その結果、リン・カルシウムの成分値が高く墓壙の

 可能性が高いものの、年代測定では新しい年代を示した。近世以降の新しい墓壙と考えられる。

 SK937・959本土壙は中央区やや西側の20-9、20-10グリッドに位置する。遺構確認

 面はⅣb層からⅤ層上面であるが、本来はⅣ層中において確認できたものと思われる。確認面

 の標高は213.4mで平坦な地形面である。北隣に位置するSD929から細い溝が続いており、

 一体したものと考えられる。さらに南方向のSD990溝跡へとつながっていたものと推定して

 いる。平面形は確認面で楕円形を呈し、掘り進めたところ2つの土壙が切りあっていることが

 判明した。本土壙の規模は検出面において長径4.1m、短径2.8m、深さは53cmを測り、切り

 合いからSK959よりもSK937が新しいことがわかる。まずSK937から調査していった。

 SK937の底面は楕円形となり、周囲の壁は緩やかに立ち上がり、礫が部分的に壁際に張り付

 いて出土した。堆積土はレンズ状をなす自然堆積であり、4層に分けられた。F1・F2は緩慢

 な堆積でF3は黒褐色シルトで水成によるものである。SK937の後、SK959を精査した。

 遺物はSK937の覆土と底面から須恵器5点、内耳付土堝の破片14点、礫4点が出土した。S

 K959からは自然礫が5点、壁面に張り付く状況で出土した。

 SX958本遺構は中央区と東区の境目にあたる水路脇11-16グリッドに位置する。遺構確

 認面はⅣb層であるが、遺物がⅢ層中においてまとまって出土しておりより上位の面で遺構を

 確認できたものと思われる。確認面の標高は213.3mで平坦な地形面となっている。西隣には

 SB1515建物跡が位置する。平面形は楕円形を呈し底面はほぼ平坦である。壁は確認できな

 かった。本土壙の規模は遺物の検出面においておよそ長径1.6m、短径1.2mほどであったもの

 と予想される。遺物は覆土と底面から須恵器や土師器がまとまって出土したが、投げ込まれ捨

 てられた状況を見せている。出土した遺物で復元できたものが8点あり、第99、100図に掲載

 した。

 SX1032本土壙は15-10グリッドに位置し北側はSD990とつながり、東側にSD1033

 とつながる。検出面はⅣ層上部で、標高213.4mを測る。規模は長径2.7m、短径1.45mで平面

 形は隅丸長方形である。検出面からの深さは33cmと浅く、底面は緩やかな起伏があり壁もな

 だらかに立ち上がる。SB1600建物跡を廻る溝跡SD990・1033と関連する遺構と考えられ、

 北からの水路のコーナー部分にあたり、一種の水溜り場と考えられる。SD990は東に折れ曲

 がり伸び、同じくこの土墳からはSD1033溝跡も東方向へ伸びていく。本遺構からの遺物の

 出土はない。

 SK1091本土壙は中央南区16-7グリッドに位置する。遺構確認面はⅣb層であるが、本

 来はⅢ層中において確認できたものと思われる。確認面の標高は213.4mで平坦な地形面であ

 る。SD1046溝跡とSD1090溝跡に挟まれ、北側にはSB1500建物跡、南側にはSB1450

 建物跡が位置する。平面形は不整な楕円形を呈し、底面は北側がやや深くなっている。周囲の

 壁は緩やかに立ち上がる。堆積土はレンズ状をなす自然堆積であり5層に分けられた。F1・

 2・4は緩慢な堆積でF5は壁面の崩落を伴う早い時期の堆積と判断できる。本土壙の規模は検
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 出面において長径2.4m、短径1.35m、深さは28cmを測る。遺構の周囲や底面からは柱穴など

 は発見されなかった。遺物は覆土と壁面から須恵器22点、土師器6点が出土した。

 SK1266本土壙は13-7グリッドに位置し、検出面はⅤ層上面である。平面形は円形をな

 し断面は台形状になる。底面は椀状に湾曲し、壁は直線状に立ち上がる。土壙の規模は長径

 103cm、短径99cm、深さ32cmを測る。堆積土は5層確認した。F2層には炭化物や炭片を多

 く含んでいる。遺物は須恵器の壺破片が1点出土した。

 SK1448本土壙は中央南区西端に位置する。SD1175溝跡に接しており、V層の褐色シル

 トまで掘り下げて遺構の確認をした。検出面での標高は213.3mを測る。平面形は長楕円形で、

 長径3.2m、短径1.7m、深さは5cmと浅い。ここからは須恵器27点、土師器42点出土した。

 一部SD1175出土の土器と接合している。

 SK1453本土壙は12-6グリッドに位置し、検出面はⅣ層である。規模は長径1.84m、短

 径1.20mを測り、深さは6cmと浅く底面は平坦である。遺物は須恵器の圷片が3点出土した。

 SK1531本土壙は東区10-17グリッドに位置し、検出面はⅣ層である。平面形は不整楕円

 形を呈し、検出面での規模は長径1.65m、短径1.05mを測り、深さは5cmと浅い。底面は平坦

 である。遺物は須恵器の圷破片が7点、土師器の甕破片が12点出土した。

 4井戸跡

 井戸跡は6基検出している(第61、62図)。中央北区に2基、中央南区で2基、西区と東区

 でそれぞれ1基である。いずれも周辺に建物跡を伴う。SE256は古代の井戸跡と考えられ、

 その他は、古代の遺構を切っていたり、土堝など中世以降の陶磁器が含むものもあり、中世末・

 から近世にかけての建物跡に伴う遺構と考えられる。SE256・SE539・SE875・SE

 1134・SE1047等は素掘りの井戸で、SE1556は柱を打ち込んで板材で囲んだ井戸である。

 いずれの井戸跡からも掘り下げ時から著しい湧水が認められた。

 SE256本井戸跡は25-11グリッドに位置し、周りにはSB224・960・980などの建物跡

 がある。平面プランは楕円形を基調とし、規模は径150cm前後、底部径は80cmを測る。検出

 面からの深さは64cm、断面形は台形状を呈する。遺構の壁面の崩落が認められ、本来は平面

 規模がやや小さく筒状に近くなると考えられる。堆積土は6層に分けられた。また、覆土から

 多数の拳大の礫が多数出土した。遺物は土師器片17点、須恵器・圷片4点が出土した。出土

 遺物から平安時代の井戸跡と考えられる。

 SE539本井戸跡は西区に位置し、側にはSB300、SB1620の建物跡が配置する。またS

 D3溝跡の南端に掘り込まれているため、溝跡と一帯した構造を持つものとも考えられる。平

 面プランは不整円形を呈し、径1.2m前後、底部径は約70cmを測る。検出面からの深さは

 84cm、断面形は台形状を呈する。堆積土は5層に分けられ、覆土F1から内耳土堝の破片が出

 土した。

 SE875本井戸跡は調査区の中央部分の堀跡に近いところに位置する。遺構確認面はⅣa層

 面で、表土を除去した段階で確認することができた。確認面の標高は214.3mを測り、現状で

 は平坦な面にある。SB840建物跡やSB1600建物跡に近接し、これらの建物に伴う施設と

 考えられる。平面プランは楕円形を基調とし、規模は径130cm前後、底部径は85cmを測る。
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 検出面からの深さは1.2m、断面形は長胴形を呈する。井戸壁面の崩落が認められ、本来は平

 面規模がやや小さく筒状に近くなると考えられる。堆積土は9層に分けられ、堆積状況から下

 部分は自然堆積ながら堆積土上位のF1・2・3など壁面崩落や人為的な埋土が見られた。遺

 物は土師器の甕破片2点、須恵器の甕破片1点と棒状の木材片が出土した。土器類は上層から

 の出土でいずれも流れ込みと判断され、棒状の木製品は井戸跡深く入り込んでおり、井戸に伴

 うものとみられる。

 SE1047中央南区の16-8グリッドで検出された。Ⅳb層面で確認され、SD1046と切り

 合い、本遺構が新しい。遺構検出面での平面形はやや不整な円形で長径134cm、短径122cm

 を測る。遺構の深さは検出面から底面までに85cmあり断面は台形状となっている。堆積土は

 6層からなり、上層は暗褐色のシルトで下は暗灰褐色シルトになっている。底部付近は湧水が

 著しく粘性のある泥状になっている。本遺構からは土師器の圷破片2点、須恵器圷破片1点、

 土堝の破片と思われるものが1点出土した。平安時代の溝跡を切っていること、土堝が含まれ

 ていたことから、中世末から近世の時期に機能したと考えられる。隣接するSB1500建物跡

 に関連する井戸跡とみられる。

 SE1134本井戸跡は15-12グリッドに位置し、周りにはSB1600・1601などの建物跡が

 ある。平面プランは円形を基調とし、規模は径130cm前後、底部径は77cmを測る。検出面か

 らの深さは64cm、断面形は台形状を呈する。遺構の壁面の崩落が認められ、本来は平面規模

 がやや小さく筒状に近くなると考えられる。堆積土は4層に分けられた。遺物は、覆土から須

 恵器の圷破片2点、壺破片1点、甕破片1点と礫が出土した。

 SE1556本井戸跡は、東区東端の11-21グリッド、SD880に隣接して検出した。遺構検

 出面はⅣ層であるが、本来はⅢ層中で確認できたものとみている。SK1439と重なり、東側は

 SD880堀跡にぶつかる。井戸跡付近の西側には建物跡はなく、東側の調査区の外に建物が存

 在する可能性がある。井戸跡は中央の井戸枠とその外側の掘り方からなる。掘り方平面形は不

 整の隅丸方形を呈しており、西側にSK1439とつながっている。長軸156cm、短軸145cmで周

 壁の立ち上がりは急である。井戸枠は約1m間隔に四角に打ち込まれた4本の隅柱を廻すよう

 に横板が上下2段に配置され、各面にさらにやや細い縦坑が打ち込まれ横板を支えている。柱

 材はクリを利用し、縦坑にクリの他にモクレンを利用している。また、横板と縦坑を支えに藁

 状のものが張り廻らされた状態で検出された。4つの隅柱材の規模は長さ1.3～1.5m、径15cm

 を測り、柱の先端は平坦である。検出面から井戸底部にかけて4層の土層が堆積し、粘土、砂

 シルト、砂が堆積しており、井戸廃絶後に徐々に埋没していったとみられる。

 遺物は陶磁器の破片1点と完全な形で曲物が1点(RW500)が出土した。自然遺物として桃

 や梅・胡桃などの種子類も出土した。

 5堀跡

 今回の調査において検出された堀跡は2条である。中世末から近世にかけて機能した館跡に

 伴う堀跡と考えられるが、西側の堀跡とした遺構に関しては位置関係や規模から堀跡なのかど

 うか、なお検討する必要がある。

 SD86堀跡西区13～18-3グリッドにかけて検出された(第66図)。遺構確認面はⅣ層で
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 あるが、Ⅲ層段階で検出できたものと考えられる。堀は南北方向に伸びており、途中農道をは

 さんで21-3グリッドにて堀の続きを確認している。堀の軸方向はN-3°-Wである。確認

 面での幅は約2.2m、堀底の幅は約60cmで、検出面からの深さは105cmを測る。断面形は逆

 台形で底部付近はやや丸みを帯びている。壁はゆるやかに立ち上がり、大きく外傾している。

 堆積土は11層からなり、F4・5は人為的な埋め土でF6層以下は泥化した自然堆積層である。

 遺物はF7・8から内耳付土堝の破片と須恵器の甕破片が出土した。本遺構は館を囲んだ西側

 の堀跡遺構或いは鵜の木堤の水路跡とも考えられる。

 SD880堀跡調査区東側6～20-17～21グリッドにかけて検出された(第63、64、65図)。

 遺構確認面はⅢ層であるが、堀は南北方向に伸びており、途中水路にぶつかり、東に折れ曲が

 り延びていく。当初水路にぶつかり水路に合わせて西方向につながっていくものと想定したが、

 地籍図による堀跡の旧地形観察から東側に折れ曲がっていくことが判明した。ただ南側の水路

 部分は断面観察から堀跡につながっていたことも考えられる。東側堀跡の軸方向はN-3°-

 Wである。この場所での堀幅は約4.7m、堀底の幅は1.7mで、表土からの深さは約2.1mを測

 る。断面形は逆台形で底部付近はやや丸みを帯びている。壁はゆるやかに直線状に立ち上がり、

 大きく外傾している。堆積土は14層からなり、F2～5は人為的な埋土で黒土や粘土・シルト

 が塊状に交じり合う堆積土になっている。F6層以下は自然堆積層で、F10以降は泥化して葦

 などの植物遺体が混じっている。覆土からは須恵器や土師器の破片とともに、中世から近世の

 陶磁器類が出土している。F2からは須恵器の甕片、F3からは擂鉢片、F4・5からは須恵器の

 甕片が出土したが、いずれもまとまったものではなく、単独の出土であり堆積していく過程で

 埋没していった可能性が高い。水路の折れ曲がり部分は幅が約lmと狭くなり、底面までの深

 さも70cmと浅い。遺物は流れ込みと思われる須恵器や土師器の破片と中世から近世の陶磁器

 類が出土した。

 本遺構は字「内城」の地籍図に確認できる城館跡「内城館」の西側の堀跡遺構と考えられ、

 前述したように地籍図から堀跡の続きを確かめると、大きく東側に直角に折れ曲がり続くこと

 が予想され、これは現在の用水路の位置に相当している。今回の調査で検出したのは堀跡の西

 南角部分と堀跡からの水路部分と考えられる。

 6溝跡

 今回の調査で検出された溝跡は計113条である。ただ連続する同一の遺構でありながら別番

 号を付したものや近代以降のものもあり、本来はもっと少なくなると考えられる。この中には

 畑や水田の用水路跡や屋敷の水路など、近年に使用されていたものも含まれている。また耕地

 整理による削平の影響や調査区外に延びるものなど、全体の形状や規模が明確にできないもの

 も多い。調査区北側から南側にかけて検出された溝跡の多くは人工的に掘り込んで整形された

 ものであり堆積土や出土遺物の状況から常時流水し排水を目的としていたものと区画を目的と

 して設けられたものと分けられそうである。西区のSD3溝跡や中央南区で認められたSD

 1087溝跡などは遺物の出土量も少なく大半の遺物が流れ込みによるもののため年代を把握す

 るのが難しく、年代のはっきりしているもの以外は、堆積土や検出面、遺物、遺構の位置など

 から、おおよそ古墳時代のもの、平安時代のもの、中世末から近世のもの、近代以降のものと
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 区分している。報告に当たっては調査区内における位置関係を把握するために便宜的に呼称し

 た中央北区、中央南区、東区、西区に大別し、主なものについて順次報告する。遺構の性格上、

 平面図と土層断面図は同縮尺で掲載していない。

 SD3(第67図)本溝跡は、西区で検出した。北壁から南に延び、SE539井戸跡にぶつかる。

 溝跡の覆土には柱穴が掘りこまれた箇所が幾つか認められた。溝跡が埋没してからSB

 1620・1621建物跡が建てられている。遺構確認面はⅣ層で、幅80cm、深さ15～25cmを測る。

 溝断面形はかまぼこ形を呈し、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積層は3層に分層でき、自

 然流入による堆積土である。礫が数点みられたものの遺物の出土はなかった。

 SD82(第67図)本溝跡は西区で検出した。西側の壁面から南側の壁にぶつかり、道路を

 挟んで、SD1087に繋がっていくとみられる。幅1.lm、確認面からの深さは平均で35cmを

 測る。立ち上がりは緩やかで底面はほぼ平坦である。堆積層は3層確認でき、自然堆積である。

 この溝跡からは須恵器の破片や砥石などが出土した。

 SD168(第68図)本遺構は調査区中央の22-10、23-11、24-11、25-12、25-13グ

 リッドに位置する。遺構確認面はⅣa層で、溝は調査区北側から緩やかな傾斜面の中を南方向

 に延びていく。溝周辺はほぼ平坦な地形をなす。溝跡は途中で3方向に分かれ、流下していく

 が、途中から徐々に浅くなり部分的に消失している。中央区南側に存在する南北の溝跡(SD

 633・1046・1175)につながっていると考えられる。SD168北側の溝跡検出部分では、幅

 110cm、深さ45cmを測り、堆積層は6層確認した。堆積層は黒褐色のシルト層を基調とした

 覆土で、部分的に炭化物や赤化した砂などが混じりあう。底面は若干の凸凹はあるものの滑ら

 かである。底面の標高は北側で213.6m、中央分岐点で213.20mを測る。南北の高低差は40cm

 と北から南へ向かって緩やかに流下していたものと判断される。また、レンズ状を呈する堆積

 状況から自然堆積により埋没していったと考えられる。

 遺物は、本溝跡のプラン確認時から土師器や須恵器が多数出土しており、溝跡底部付近から

 まとまって多くの土器類が見つかった。また、砥石や焼けた礫、鞴の羽口、鉄滓なども投げ込

 まれた状況で出土している。付近で製鉄等の作業が行われていたことが伺える。遺物の出土状

 況については第51図に示した。北側壁際から22-10グリッドの分岐する地点まで土器がまと

 まって出土しており、やや離れたところや異なる層位であっても接合した資料もある。また出

 土した資料を観察した結果、2次的に熱を受けたり、意図的に砕片に破壊したり、祭祀的な行

 為を表した形跡は認められなかった。溝跡に継続的に廃棄・投棄された後、埋没したり流され

 たものと判断される。本溝跡内からは総数2971点の遺物が出土し、組成的には須恵器圷類が

 24%と最も多く、次いで土師器の甕類で、須恵器の甕類の破片が続く。これら出土遺物の内、

 比較的遺存状態の良好な資料について掲載した。

 SD373・929(第70、71、72図)本溝跡は中央北区の東西に長く検出した。本遺構が検出

 された西側では遺構の確認面が低く、攪乱を受けて削平されていた部分もあるため遺存状態が

 悪い。SD168溝跡やSD350、SD569溝跡等と重複しており、本溝跡がSD168やSD350、

 SD569溝跡を切っていることから新しいことがわかる。遺構周辺は地形的に南側に向かって

 緩傾斜しており、南西側ではⅤ層のグライ化したシルト層面で確認し検出した。遺構内堆積土

 は大きく3層に分層でき、自然堆積土である。二つの溝跡は東西に直線的に配され、東側壁際

 SD1087に繋がる

 多数の遺物

鞴羽口

鉄滓







 で合流している。調査区内で確認できた規模は東西70m、溝幅40～60cmを測る。周壁は緩く

 立ち上がる断面擂鉢状を呈するが、東壁側ではやや広がる形状を呈する。底面は凹凸があるが

 ほぼ平坦であり、西側にむかって緩傾斜している。溝跡の東と西の高低差は80cm程である。

 遺物は土師器・須恵器・内耳付土堝、砥石、礫類など総数216点を数える。多くの資料は細片

 であり摩滅が著しい。本溝跡の明確な所属時期・性格は不明であるが内耳付土堝の出土や重複

 する遺構や検出面等から判断して中世末以降に機能していたと見られる。

 SD568本溝跡は、22-14グリッドで検出した。東から西に延び、試掘トレンチにぶつか

 る。遺構確認面はⅣa層で、幅33cm、深さ14cmを測り、溝断面形はかまぼこ形を呈し、壁の

 立ち上がりは緩やかである。堆積層は2層に分層でき、自然流入による堆積土である。遺物は

 須恵器片4点、土師器片8点出土した。

 SD626溝跡(第73図)本溝跡は中央北区20-14、20-15グリッドに位置する。周辺はほ

 ぼ平坦な地形を呈している。SD929溝跡によって切られて、SD972につながっている。

 20-15グリッド付近で大きく溝幅を広げるような部分を残し、およそ10mで消失している。

 溝幅は最大で2mを測り、検出面からの深さは最大で43cmを測る。大きく溝幅を広げる部分

 では、他にSD177溝跡に切られている。堆積土は3層確かめられ、赤砂や砂利の層が入る。

 この溝跡からは古墳時代の土師器片が出土したが、遺存状態が悪いため形態や詳細な年代を明

 らかにできない。砂利といっしょに上流部から流れ込んで堆積したものと考えられる。

 SD633溝跡(第76図)本溝跡は調査区中央部に位置する。遺構確認面はⅣa層で、その標

 高は213.4m前後を測る。SD168から分かれ、南方向にまっすぐに延びて行く溝跡である。

 10～12-11グリッド付近に至ると果樹の攪乱により検出は困難であった。SD373・SD

 929・SD1033に切られている。切り合いからはSD633溝跡が古い。

 底面は凸凹しており、小さなピット状のところも認められ、壁際の立ち上がりは緩やかであ

 る。SB1480建物跡とSB1505建物跡に挟まれた部分に相当する溝部分で須恵器の圷を主と

 する遺物が多数出土し、遺物の出土状況を第52図に示した。出土した圷類はほぼ完形のもの

 が多く、溝内に投げ込まれた状況を示しており、底部を上にしているものが多い。甕・壺の底

 部資料でSD1046出土のものと接合したり、甕破片で同一個体と思われるものもあり、二つ

 の溝跡は同じ時期に機能した溝跡と考えられる。

 SD972溝跡(第69、73図)本溝跡は調査区中央北の21-13、22-13、23-13、24-12

 グリッドに位置する。遺構確認面はⅣa層である。北側壁から緩やかな傾斜面の中を南方向に

 延びる。溝周辺はほぼ平坦な地形をなす。溝跡は埋没後、SB224建物跡の柱掘り方により掘

 りこまれていることからSB224建物跡よりも古い時期にあたる。SD373とSD929に断ち

 切られ、南方向に伸びていき、途中20-14グリッドで幅が広くなり土師器の甕破片(RP53)

 がまとまって出土した。その後19-14グリッド付近から徐々に浅くなり消失していく。中央

 区南側で確認している南北の蛇行した川跡につながっていると考えている。溝断面は、かまぼ

 こ状で立ち上がりは緩やかである。堆積土は赤砂が混じる砂質シルトで自然に埋没していった

 と見られる。北壁部分では、幅45cm、深さ33cmを測り、中央付近では幅約2m、深さ20cm

 を測る。本溝跡はプラン確認時から土師器の破片が多数出土しており、溝跡底部付近からまと

 まって多く見つかった。出土した土器から古墳時代に掘り込まれた溝跡とみられる。

 古墳時代の溝跡

 圷が多数出土

 古墳時代の溝跡



 SD702・741・1344・1415溝跡(第71図)本溝跡は中央北区21-18グリッドからSD

 702として南方向に伸び、途中SD373とSD929により断ち切られ、その後SD741とした

 溝跡に連なり南下する。途中15-18グリッドで二手にわかれ、SD883が分かれる。SD

 741はさらに南に伸び、東区内でSD1415溝跡につながり、南区のSD1344溝跡に伸びてい

 く。全長約95mに及び、北壁付近では幅30cmで検出面からの深さは15cmを測り、SD833

 と分かれる付近では、幅25cm、深さ10cmほどである。本溝跡からは、須恵器や土師器の小

 破片が94点出土した。大半は北側からの出土である。堀跡からつながる水路に切られ壊され

 ていることも考慮すれば、平安時代の溝跡と考えられる。

 SD990溝跡(第76図)本溝跡は中央南区の中央に位置する。遺構確認面はⅣb層で、その

 標高は213.5m前後を測る。SD929から分かれ、SK959・937を通り、南方向にまっすぐに

 延びて行く。15-10グリッド付近でSB1600建物跡を囲むように回り込み、東南方向に流れ、

 SD880の折れる部分に合流する。コーナー付近はやや幅が広くなっている。14-10グリッ

 ド付近での溝幅は25cm、深さ10cmを測る。断面は椀形をなし、立ち上がりは緩やかである。

 溝のラインは建物跡に合わせた位置取りと見られる。溝跡は平安時代の建物跡(SB1480)

 の掘り方を一部破壊している。溝跡内からは、土師器や須恵器の破片が12点出土したが、堆

 積状況から流れ込みによるものと考えられた。

 SD1046溝跡(第75図)本遺構は中央南区の10～19-8グリッドに位置する。遺構確認面

 はⅣb層で標高は213.5m～214.0mになる。北側から緩やかな傾斜面の中を南方向に延びてい

 く。溝周辺はほぼ平坦な地形となっている。溝跡はSD168から分流するものと見られるが途

 中、20-8グリッドでは繋がりを確認することができなかった。溝跡はさらにSD1087に断ち

 切られながら流下していくが、徐々に浅くなり消失していく。溝跡はさらに南方の調査区外に

 延びていくと考えられる。SB1470建物跡の脇での溝検出部分では、幅2.2mと広くなり深さ

 は33cmを測り、堆積層は3層確認した。堆積層は灰褐色のシルト層を基調とした覆土で、部

 分的に炭化物や赤砂などが混じり合う。レンズ状を呈する堆積状況から自然堆積により埋没し

 ていったと考えられる。16-8グリッドの堆積土が一番深い。SB1470・1480建物跡の傍部分

 に相当するところがら土師器や須恵器がまとまって多数出土しており、特に溝跡底部付近から

 多くの土器類が見つかった。また、砥石や川原石・焼けた礫なども投げ込まれた状況で多数出土

 している。須恵器の甕で、SD633やSD1175出土の甕と接合するものがあった。土器が集中

 した区域を部分的に中世の井戸跡(SE1047)が壊している。遺物の出土状況については第53

 図に示した。溝内総出土点数は1085点で、組成的には土師器が45%、須恵器が27%となり、傾

 向としては須恵器の圷と土師器の内黒圷が多く、圷底部に「乙」と墨書された須恵器圷も認め

 られた。これら出土遺物の内、比較的遺存状態の良好な資料について第88～90図に掲載した。

 SD1087溝跡(第75図)本溝跡は中央南区の西側に位置し、周辺はほぼ平坦な地形を呈し

 ている。北西の壁から南方向に向かい、途中で向きを南東に変えまっすぐに延びて行く。道路

 を挟んで西区で検出したSD82溝跡からつながる溝跡と予想される。20-6グリッド付近で

 はSD1090溝跡やSD1175溝跡と切り合い、南側の14-8グリッドでSD1046を切っている。

 9-12グリッドで調査区の南壁にぶつかるが、さらに南方向に伸びていくものと予想される。

 溝幅や掘り込みの深さはほぼ一定し、部分的に後世の果樹痕によって破壊を受けている。規模

 SB1600を囲む

 須恵器・土師器
 が多数出土

 SD82と繋がる







 は平均で60～75cmを測り、検出面からの深さは最大で50cmを測る。堆積土は4層確かめら

 れ、灰褐色のシルト層が入る。この溝跡からの出土遺物は224点を数え、土師器圷片・甕片と

 須恵器圷・甕片と中世以降の陶磁器片が出土した。いずれも堆積土といっしょに流れ込んで堆

 積したものと考えられる。

 SD1175・1090(第74図)本遺構は中央区南西側のグリッドに位置する。遺構確認面はⅣ

 b層からⅤ層に及び標高は213.3m～213.1mになる。北側の道路との壁際から緩やかな傾斜面

 の中を南方向に延びていく。溝周辺はほぼ平坦な地形となっている。SD1090溝跡はSD82





 から分流するもの、SD1175溝跡はSD168溝跡からの続きと見られるが中世以降の溝跡S

 D373とSD929に切られたり、遺構確認のため削り下げたりする中で明確にすることができ

 なかった。2つの溝跡は19-6グリッドでSD1090溝跡とSD1087溝跡と並ぶように南へ流

 下していくが、徐々に浅くなり南の壁際では包含層は5cmほどと薄くなっている。溝跡はさ

 らに南方の調査区外に延びていくと考えられる。16-5グリッド付近でのSD1175溝跡検出

 部分では、幅1.5m、深さ30cmを測り、堆積層は3層確認した。SD1090溝跡は、幅0.9m、

 深さ27cmを測り、堆積層は4層確認した。堆積層は灰褐色のシルト層を基調とした覆土で堆

 積状況から自然堆積により埋没していったと考えられる。SD1175溝跡からは土師器や須恵

 器が多数出土しており、特に溝跡底部付近からまとまって多くの土器類が見つかった。溝跡南

 側(13-5グリッド)で土器が広くまとまって出土しており、須恵器の大甕にはやや離れたと

 ころであっても接合した資料があったり(第54図)。SD633とSD1046内出土の土器片同士

 で接合したものもある。出土した資料を観察した結果、意図的に砕片に破壊したり、祭祀的な

 行為を表した形跡は認められなかった。SB1450建物跡の傍からの出土が目立っていること

 からこの建物跡に関わる遺物が溝跡に継続的に廃棄・投棄された後、埋没したものと判断され

 る。SD1175溝跡内からは総数714点の遺物が出土し、組成的には須恵器圷類が37%と最も

 多く、次いで土師器の圷類で、須恵器や土師器の甕類の破片が続く。中でも大甕の破片資料が

 まとまって出土したことが注目される。またSD1175溝跡からは砥石や川原石・焼けた礫な

 ども投げ込まれた状況で多数出土しているが、これら出土遺物の内、比較的遺存状態の良好な

 ものについて第91、92、93図に掲載した。一方、SD1090溝跡からは、遺物の出土は相対的

 に少なく総数70点にとどまり、大半はSD1175溝跡から紛れ込んだ土師器や須恵器片である。

 SD1425(第78図)本溝跡は東区で検出した。北側のSD880堀跡から水路部分に沿って

 西の伸び、折れ曲がり南に向かう。遺構確認面はⅣa層で、最大幅50cm、最大深さ25cmを測

 り、底面は凹凸がある。溝断面形はかまぼこ形を呈し、壁の立ち上がりは緩やかである。堆積

 層は2層に分層できる。位置や向きから水路を意識した設定であることが伺え、またこの溝跡

 に沿って柱列がみられる(SA1615柱列)。出土遺物は須恵器片3点、土師器片1点・陶磁器片
 8点・砥石1点である。

 7遺構外の出土遺物

 今回の調査において、表土からの採取、表土除去中に出土したもの、遺構とのかかわりが明

 確でないもの、用水路などの攪乱から出土したものを遺構外出土遺物として報告する。遺物は

 原則として、地区・地点・層位などを記録して取り上げた。

 遺構外出土として取り上げた遺物は土師器4246点、須恵器1431点、陶磁器60点、石製品7

 点を数える。出土位置としては、中央区北側のSD168の周辺、SD1175の周辺、建物が集

 中した中央付近に比較的多く出土している。また西区北壁際からは古墳時代の土師器がまとま

 って出土し、より北側に古墳時代の遺物が広がっているものと推測する。遺構外遺物のうち図

 示したものは64点で、各遺物の特徴や計測値については第12・13表に示してある。

 須恵器の大甕

 多数の礫

 遺構外の遺物



























































































































 第7表土器・陶磁器・土製品観察表(1)

 挿図・図
版番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

登録
番号

RP71

RP66

RP78

RP62

RP65

RP76

RP77

RP70

RP81

RP80

RP74

RP74

RP68
RP250

RP79

RP138

RP128
RP136

RP129

RP130

RP131

RP127
RP128
RP141

RP121

RP141
RP143

RP122

出土位置
遺構

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168
SD350

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168
SD1175

SD168

SD168

SD168
SD177

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD168

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

種別

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

器種

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

台付圷

圷

圷

圷

圷

圷

 

壷

甕

小壺

壺

圷

台付圷

甕

甕

甕

横瓶

横瓶

小壺

甕

甕

圷

圷

圷

圷

圷

圷

坏

圷

圷

圷

圷

残存部

口体

口体

口底

口底

口底

底部

底部

口底

口底

口底

口底

完形

完形

口底

口底

口底

口底

底部

口底

口底

口底

口底

口底

体部

体底

口縁

口体

口縁

口底

底部

頸部

体部

体部

体部

体部

完形

口縁

口体

口底

口底

口縁

完形

体底

口底

口底

口底

口底

完形

完形

法量

口径

132

(152)

(149)

(132)

137

130

(135)

148

144

148

121

(148)

(145)

(136)

144

(136)

140

128

(150)

134

215

(70)

144

144

224

236

(126)

(129)

(146)

142

(147)

148

132

140

133

135

底径

60.0

(72.0)

(64.0)

(64.0)

64.0

65.0

66.0

64.0

60.0

(83.0)

62.0

58.0

66.0

(62.0)

80.0

68.0

(62.0)

64.0

(590)

(74.0)

52.0

(74.0)

64.0

80.0

56.0

71.0

48.0

(62.0)

(60.0)

70.5

62.0

76.0

82.0

70.0

71.0

74.0

70.0

器高

50.0

51.0

50.0

42.0

39.5

39.0

34.0

32.0

45.5

42.0

41.0

36.0

47.0

42.5

43.0

48.0

50.0

44.5

33.0

41.0

73.0

39.0

(38.0)

47.0

43.0

40.0

38.0

43.0

42.0

36.0

器厚

5.5

4.4

4.0

3.5

4.5

6.0

4.5

4.0

4.9

4.0

4.0

3.7

4.0

4.5

6.0

3.5

5.9

3.5

5.5

5.0

3.5

5.2

4.5

5.0

5.5

9.5

7.7

8.0

6.0

6.0

11.5

15.0

10.0

9.0

8.3

7.5

11.5

6.0

4.5

3.8

5.5

4.2

4.0

4.0

6.0

5.0

8.0

4.0

3.3

調整装飾

外面

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

 ロクロナデ波状沈線

ロクロナデ

ヘラナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ナデタタキ

タタキ

タタキ

ヘラナデ

ヘラナデ

ミガキ

ナデハケメ

ハケメナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

内面

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ナデ

ロクロナデ

ロクロナデ
ヘラナデ

ミガキ

ミガキ

アテ

 アテ押さえ目

アテ

ヘラナデ

ヘラナデ

ナデハケメ

ハケメナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

底部

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 ヘラ切り

 糸切り

 ヘラ切り

 ヘラ切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 ヘラ切り

 糸切り

 ヘラ切

り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 ヘラ切

り

 糸切り

備考

 歪みあり

 SD350出土資
 料と接合

墨書痕

 台つぶれ

 ヘラ削り調整

 搬入品か

 SD1175出土
 資料と接合

内面黒色処理

内面黒色処理

黒色処理

 ヘラ削り調整



 第8表土器・陶磁器・土製品観察表(2)

 挿図・
図版番号

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

登録
番号

RP131
RP137
RP142

RP128
RP136

RP85

RP132

RP131
RP134

RP141

RP136
RP141

RP125

RP127

RP266

RP264

RP270
RP271

RP267
RP268

RP271

RP268

RP261

RP278

RP273

RP269
RP270
RP271

RP146

RP270
RP271

RP266
RP269
RP270
RP271

RP272
RP273

RP270

RP268
RP271
RP273

RP273

RP273

RP273

出土位置
遺構

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD633

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046SD
633

種別

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

器種

台付圷

圷

圷

圷

圷
圷

圷

圷

圷

圷

長頸壺

甕

圷

甕
甕
甕

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

圷

鉢

長頸壺

壺

残存部

口底

口底

口底

口底

完形

口底

完形

口底

完形

口底

口縁

口縁

口縁

口縁

体部

体部

完形

口底

完形

完形

口底

口底

口底

口底

完形

完形

口底

口底

完形

口底

口底

口底

口底

口底

口底

口縁

完形

口縁

底部

口縁

口縁

底部

法量

口径

138

(132)

(136)

(130)

130

(126)

148

132

132

(134)

(110)

(200)

(128)

140

(136)

138

140

(152)

(142)

(140)

(136)

135

134

145

(140)

142

155

(142)

129

(132)

(142)

(134)

(140)

135

(142)

(132)

244

134

底径

62.0

70.0

(70.0)

64.0

70.0

72.0

74.0

61.0

68.0

(74.0)

(60.0)

54.0

(68.0)

62.5

67.0

58.0

54.0

72.0

66.0

67.0

59.0

64.0

62.0

64.0

63.0

(75.0)

69.0

(62.0)

62.0

64.0

60.0

60.0

(64.0)

84.0

器高

35.0

40.0

40.0

36.0

37.0

36.0

45.0

43.0

38.0

42.0

(46.0)

46.0

42.0

54.0

46.0

43.0

45.0

37.5

45.0

44.0

44.0

41.0

43.0

42.0

46.0

43.0

44.0

41.0

45.0

45.0

41.5

44.5

器厚

5.5

3.0

5.0

4.5

3.5

3.5

4.5

3.2

3.3

6.0

4.5

4.7

(5.5)

6.0

5.5

6.7

5.5

6.0

3.1

4.5

4.5

4.5

4.0

5.0

4.0

6.5

5.5

4.5

3.5

7.0

3.5

6.0

3.5

7.0

4.7

4.5

4.0

4.0

3.6

6.0

4.0

10.0

調整装飾

外面

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ナデ

ヘラナデ

ハケメ

ハケメ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデヘラナデ

ロクロナデ
 ヘラ削り

内面

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ミガキ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデヘラナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

底部

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 ヘラ切り

 ヘラ切

り

 ヘラ切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸きり

 糸切り
 ヘラ削り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 ヘラ切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り
 ヘラ削り

 糸切り

 糸切り

 ヘラ切

り

備考

 底部に線状の圧痕

内面黒色処理

 墨書「乙」

 墨書「乙」

 歪みあり

 墨書「乙」

 口唇部やや外反
する

 SD633出土
 資料と接合



 第9表土器・陶磁器・土製品観察表(3)

 挿図・図
版番号

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

1(}8

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

登録
番号

RP280

RP269

RP269
RP272

RP273
RP274

RP273
RP267

RP199

RP212
RP216

RP189

RP163
RP192

RP179
RP188
RP193
RP208
RP260

RP229
RP230
RP145
RP150

RP194

RP126
RP242

RP165

RP195

RP126

RP126

RP35

RP83

RP84

RP83

RP86

出土位置
遺構

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1(}46

SD1046

SD1046

SD1046

SD1175

SD1175

SD1175

SD1175

SD1175

SD1175
SD1046

SD1175

SD1175
SD1046
SK1448

SD1175

SD1175

SD1175

SD1175

SD1175

SD1175

SD82

SD86

SD177

SD177

SD177

SD350

SD350

SD350

SD350

SD353

SD353

SD353

SD353

SD353

SD353

SD373

SD373

SD535

SD729

SD729

SD729

SD729

SD880(F2)

種別

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

土器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

赤燃土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

器種

壺

甕

圷

圷

甕

甕

鉢

鉢

甕

圷

圷

圷

圷

圷

壺

甕
甕

甕

須恵器

甕

甕
甕

甕

甕

土堝

圷

甕
甕

圷

圷

横瓶

台付圷

甕
甕
甕

鉢

喪
甕

甕

甕

高圷

甕

甕

甕

甕

甕

残存
部

口体

 取っ手

口底

口底

口縁

口体

完形

口縁

体部

口底

口底

底部

口体

底部

口体
部

底部

口縁

底部

甕

体部

体部

体部

口体

口縁

口縁

口底

体部

口体

口底

口底

体部

体底

口縁

口縁

口縁

口縁

口縁

体部

頸部

体部

脚部

体部

体部

体部

体部

体部

法量

口径

130

138

174

124

136

142

(140)

158

392

123

(146)

(158)

138

(127)

(138)

(155)

(214)

(128)

底径

56.0

58.0

112.0

76.0

63.0

56.0

61.0

140.0

138.0

(64.0)

62.0

69.0

68.0

器高

44.0

51.0

166.0

45.0

42.5

51.0

(76.0)

45.5

44.0

39.0

器厚

8.5

3.5

4.0

6.5

5.0

12.0

4.0

5.5

4.5

4.1

5.5

4.2

5.0

11.0

11.0

8.5

10.5

6.7

9.5

7.6

7.7

4.0

13.0

12.0

4.5

6.5

5.0

3.6

3.0

8.4

4.5

2.5

7.1

8.3

8.3

10.0

7.5

8.5

7.0

7.8

11.5

5.0

8.8

11.5

10.8

調整装飾

外面

ロクロナデヘラナデ

 削り指押さえ

ロクロナデ

ロクロナデ

ナデ

ロクロナデ

ロクロナデ
ケズリ

ナデ
ヘラナデ

 ハケメ縦位

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ
ケズリ

ナデ

タタキナデ

 格子状タタキケズリ

 線状タタキ

タタキ

タタキ

タタキ

 ナデハケメ(縦位)

 ロクロナデ波状沈線

 ナデ指圧痕

ロクロナデ

 平行タタキ

ナデヘラナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデヘラナデ

ロクロナデ

ヘラナデ

ハケメヘラナデ

ナデヘラナデ

ナデハケメ

ヘラナデ

ハケメ

タタキ

タタキ

 縦位ミガキ

 タタキ線状

 タタキ線状

タタキ

タタキ

タタキ

内面

ロクロナデヘラナデ

 アテ指頭痕

ミガキ

ミガキ

ナデ

ロクロナデ

ヘラナデ

ミガキ

 ハケメ横位

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ
ヘラナデ

 ナデ指圧痕

アテナデ

 円形アテ

アテ

アテ

アテ

 扇状アテ

 ナデハケメ(横位)

ロクロナデ

 ナデ指圧痕

ロクロナデ

 円形アテ

ナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデヘラナデ

ロクロナデ

ナデケズリ

ハケメナデ

ナデ

ナデ

ハケメ

ハケメ

アテ

アテ

 輪積み痕

 アテ円形

アテ

アテ

アテ

アテ

底部

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

ケズリ

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

備考

内面黒色処理

内面黒色処理

内面黒色処理

 墨書「乙」

 SD1046出土
 資料と接合

 複数の地点で接
 合した。
 歪みあり

 108と同一個体

 108と同一個体

 口縁は平縁平坦

 ヘラ削り調整

 粗砂多く含む

 頸部にへらの圧痕あり

 頸部にへらの圧痕あり

自然釉

自然釉

自然釉



 第10表土器・陶磁器・土製品観察表(4)

 挿図・図
版番号

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

登録
番号

RP54

RP54

RP58

RP291

RP99

RP95

RP58

RP87

RP87

RP87

RP348

RP289

RP341

出土位置
遺構

SD880(F3)

SD880(F3)

SD880(F3)

SD880(F4)

SD880(F5)

SD880(F5)

SD880

SD880

SD880

SD880

SD880

SD880

SD880

SD880

SD880

SD880(F2)

SD880

SD880(F5)

SD880

SD880

SD880(F)

SD880

SD880

SD880

SD880

SD880

SD880(F3)

SD929

SD929

SD929

SD929

SD929

SD930

SD930

SD930

SD930

SD930

SD930

SD930

SD930

SD930

SD955

SD955

SD955

SD972

SD972

SD972

SD972

SD972

SD1033

SDlO87

SD1087

SD1087

SD1087

SD1087

種別

須恵器

陶器

陶器

須恵器

須恵器

須恵器

陶器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

陶器

陶器

陶器

陶器

磁器

陶器

磁器

磁器

磁器

磁器

陶器

磁器

青磁

磁器

土器

土器

土器

土器

陶器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

器種

甕

揺鉢

播鉢

甕
甕

甕

壺

甕
甕
甕
甕
甕
甕

揺鉢

揺鉢

台付碗

台付碗

皿

小型圷

台付圷

台付碗

台付碗

碗

碗

碗

皿

土塙

土禍

土塙

土塙

片口鉢

高圷

高圷

圷

甕
甕
甕
甕
甕
甕

高圷

高圷

丸底碗

圷

碗

甕
甕

甕

甕

圷

圷

圷

壷

甕

残存
部

頸部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

口縁

体部

甕

底部

体部

体部

底部

口底

口縁

底部

口体

底部

底部

口縁

口底

体部

口縁

底部

口底

口縁

口縁

口縁

体部

脚部

台部

口縁

口縁

口縁

体部

口縁

口縁

体部

皿部

脚部

口縁

口縁

口縁

体部

口縁

口縁

口縁

底部

口底

口底

頸部

体部

法量

口径

142

(70)

姻

356

(194)

(142)

(130)

(104)

(200)

(184)

(130)

底径

34.0

56.0

24.0

40.0

37.0

226.0

132.0

144.0

60.0

64.0

(74.0)

器高

69.0

146.0

36.0

34.0

器厚

11.5

9.5

14.5

15.0

12.0

15.5

8.0

8.0

13.3

8.6

10.0

8.0

17.7

13.5

11.5

7.5

5.0

3.8

7.0

3.0

6.0

7.0

2.0

5.3

5.0

3.6

5.0

8.5

9.5

8.5

8.5

14.1

9.5

8.3

6.3

9.9

7.5

8.5

6.0

 7、5

8.7

7.5

7.8

4.3

4.5

7.5

8.9

10.0

9.6

5.5

4.0

4.5

92

6.0

調整装飾

外面

 アテ→ヘラナデ

ロクロナデヘラナデ

ロクロナデ

 交互タタキ

タタキ

タタキナデ

 ロクロナデ→ハケメ

ロクロナデ

タタキタタキ

ロクロナデ

タタキ

ロクロヘラナデ

 交互タタキ

ロクロナデ

ロクロナデ

黄褐色粕

ロクロナデ

 褐色紬(上半)

 白地に半円4単位

網目文

二重網目文

網目文

 ロクロナデ褐色和

褐色粕

薄緑紬

 ヘラナデ指圧痕

 ナデ指頭痕

 ナデ指圧痕

 ナデ指圧痕

ロクロナデハケメ

ミガキ

ミガキ

ナデ

ヘラナデナデ

ナデ

 ハケメ(縦位)

 ミガキ貼り付け

ミガキナデ

ナデヘラナデ

ナデ

ヘラナデ

ハケメ

ハケメナデ

ハケメナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

 ロクロナデヘラ削り

ハケメ

内面

 タタキ→ヘラナデ

ロクロナデヘラナデ

ロクロナデ

 指頭アテ

アテ

 弧状アテ

 ロクロナデ→ハケメ

ロクロナデ

タタキタタキ

 ロクロナデ波状沈線

アテ

ロクロヘラナデ

アテ

 卸目ロクロナデ

 卸目ロクロナデ

黄褐色紬

ロクロナデ

褐色紬

 白地に半円4単位

網目文

 網目文中央に菊

 横位に横線

ロクロナデ

褐色粕

薄緑粕

 ヘラナデ指圧痕

 ナデ指頭痕

 ナデ指圧痕

 ナデ指圧痕

ロクロナデハケメ

ヘラナデ

ナデ

ハケメ

ハケメ

ナデ

 ハケメ(横位)

ミガキ

ナデ

ヘラナデミガキ

ナデ

ハケメ

ハケメ

ハケメナデ

ハケメナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

 ロクロナデ指痕

底部

 ヘラ削り

ナデ

 ヘラ切り

 糸切り

 糸切り

備考

 卸目4条

茶褐色

濃紺色

濃紺色

自然紬

 卸目8条茶褐色

 卸目9条茶褐色

 灰褐色片口6箇所

紺色

青色

紺色

紺色

 口唇部、内側に稜

緑灰色

外面煤付着内耳付

外面煤付着

外面煤付着内耳付

外面煤付着内耳付

濃紺色

 内側に輪積み痕
 あり中空

 段を持つ

摩滅

摩滅口縁外反

複合状



 第11表土器・陶磁器・土製品観察表(5)

 挿図・図
版番号

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

 2(〕4

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

鵬

239

240

241

242

243

躍

登録
番号

RP108
RP109

RP106

RP109

RP108

RP106

RP105

RP104
RP106
RP108

RP104
RP107

RP103
RP112

RP56

RPl14

RP115

RP151

RP60

出土位置
遺構

SD1087

SD1087

SD1087

SD1090

SD1358

SD1358

SD1358

SD1425

SD1425

SD1425

SD1425

SD1425

SD1425

SD1425

SD1559

SX958

SX958

SX958

SX958

SX958

SX958

SX958

SX958

SX958

SX1032

SD174

SK174

SK230

SK235

SK244

SK244

SK244

SK256

SK256

SK501

SK501

SK501

SK875

SK937

SK937

SK937

SK1091

SK1134(F3)

SK1134(F3)

SKl134(F1)

SP708

SP1267

SE1047

SE1047

SE1556

12-9G

13-7G

種別

陶器

青磁

磁器

土製品

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

磁器

土器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

須恵器

須恵器

土師器

土師器

土師器

陶器

須恵器

土器

土器

須恵器

須恵器

須恵器

陶器

土師器

須恵器

土器

土器

磁器

須恵器

須恵器

器種

揺鉢

碗

碗

土錘

播鉢

皿

大皿

揺鉢

揺鉢

揺鉢

播鉢

碗

小型碗

碗

土塙

圷

圷

圷

圷

圷

圷
圷

台付圷

甕
鍋

圷

甕

圷

甕
杯
甕
甕

圷

甕

丸底杯

甕
甕
甕
甕

鍋

鍋

圷

甕
甕
甕
甕
圷
鍋

鍋

碗

圷

圷

残存
部

体部

体部

口縁

完形

口縁

底部

体部

口縁

体部

体部

体部

口縁

底部

口縁

体部

口底

口底

口底

口底

口底

口底

口底

頸部

体部

口縁

体部

底部

体部

口底

体部

体部

底部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

口縁

体部

底部

体部

体部

体部

体底部

口底

体部

底部

体部

口底

口底

法量

口径

17

298

96

(136)

138

121

138

134

(144)

(150)

(158)

(140)

310

130

(130)

(129)

底径

 ㏄0

(68ρ)

62.0

70.0

66.0

64.0

78.0

70.0

69.0

68.0

60.0

68.0

62.0

60.0

72.0

60.0

72.0

器高

64.0

39.0

35.5

42.0

37.5

46.0

46.0

63.5

45.5

45.0

43.0

42.0

器厚

11.0

182

4.0

8.6

7.0

11.0

9.8

6.7

9.0

8.5

6.1

3.8

3.3

7.8

4.5

3.6

3.5

5.0

3,8

3.5

5.0

5.0

9.0

&0

3.5

6.5

7.0

112

4.5

8.5

6.0

5.0

15.0

5.0

7.5

72

11.0

12.9

9.6

8.6

5.3

7.4

7.5

14.0

10.0

7.0

11.0

10.0

4.0

4.5

42

調整装飾

外面

ロクロ

梅花模様

ロクロナデ

灰色紬

ロクロナデヘラ

ロクロナデ

ロクロヘラナデ

 茶紬に白粒

乳白色紬

上半花弁模様

ナデ

ロクナデ

ロクロナデ

ロクナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

タタキ

ヘラナデ

ロクロナデ

タタキ

ロクロナデ

タタキ

ロクロナデ

 平行タタキ

 ハケメ(縦位)

ロクロナデ

ヘラナデ

ナデ

ヘラナデ

ナデハケメ

タタキ

 線状タタキ

 ナデ指頭痕

 ナデ指圧痕

ロクナデ

タタキ

ロクロナデ

ハケメヘラナデ

ロクロナデ

ヘラナデ

ナデケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ

内面

 卸目ロクロナデ

 ロクロナデ鯛

 白地に紺二重線

 灰色に黒

ロクロナデヘラ

卸目

卸目

卸目

 茶紬に白粒

乳白色粕

菱形文

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

 アテ弧状

 指当て痕

ロクロナデ

 弧状アテ

ロクロナデ

アテ

ロクロナデ

 弧状アテ

 ハケメ(横位)

ロクロナデ

ヘラナデ

ヘラナデ

ハケメ

アテ

 ナデ指頭痕

 ナデ指圧痕

ロクロナデ

アテ

ヘラナデ

ロクロナデ

ヘラナデ

ロクロナデ

ヘラナデ

ヘラナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

底部

 糸切り

 ヘラ切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

備考

 卸目8条

 白地に灰色

 137g穿孔3㎜

 茶褐色卸目8条

茶褐色

 茶褐色卸目2条

 灰色卸目5条

茶褐色

 白地に紺

煤付着

 歪みあり

 ヘラ削り調整

自然粕

煤付着

摩滅

煤付着

煤付着

 内面に漆痕跡

煤付着

煤付着

青緑色



 第12表土器・陶磁器・土製品観察表(6)

 挿図・図
版番号

245

246

247

蹴

249

250

251

252

253

254

255

256

257

脇

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

朧

捌

285

286

287

288

289

㎜

291

292

293

294

295

296

297

登録
番号

RP1

RP52

RP50

RP51

RP323

RP23

RP23

RP2

RP11

RP20

RP8
RP9

RP20
RP21

RP1

RP17

RP16

RP22

RP15

RP19

RP18

RP5

RP12

RP12

RP12

出土位置
遺構

13-14G

164G16-
5G

16-5G

17-1G

17-6G

18-5G

 18・15G

20L5G

 2(ト5G

 2(ト7G

 2(ト7G

2(HOG

 2(ト16G

21-14G

23-10G

23-10G

23-1αG

23-10G

24-13G

27-6G

27-6G

 北1

 北1

 北1

 北1

 北1

北
北

北

 北H

23-10G

 北1

 北1

 北1

 北1

北

23-10G

 北1

 北1

 北1

 北1

 北n

 北1

 北H

北皿

西区

 西区1

西区

 西1

 西1

 西区1

 西区1

 西1

種別

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

陶器

陶器

陶器

土器

土器

陶器

土師器

須恵器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

陶器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

陶器

陶器

陶器

陶器

磁器

器種

圷

甕
甕

長頸壷

台付圷

甕
甕

播鉢

土瓶

揺鉢

渦

塙

甕

丸底圷

甕

圷

碗

小型嫉甘

甕

甕
甕

蓋

圷

圷

圷

揺鉢

高圷

高圷

圷

丸底圷

丸底甘

壺

甕
甕
甕
甕
甕

鍋

揺鉢

揺鉢

片口鉢

鉢

碗

高圷

鉢

高圷

高圷

丸底圷

皿

碗

碗

碗

碗

残存
部

口底

体部

口縁

頸部

底部

口縁

頸部

体部

体部

体部

口縁

口縁

頸部

口底

体部

体底部

口縁

完形

 ロ体

口縁

頸部

体部

口底

口底

口底

底部

皿部

底部

完形

完形

 ロ底

口縁

頸部

口縁

底部

口休

口体

口底

体部

口縁

口縁

口縁

口縁

脚部

口体

脚部

台部

口体

体部

口縁

体部

体部

体部

法量

口径

134

(202)

(99)

(195)

136

144

94

178

140

134

(170)

162

132

126

120

100

172

1(β

213

(160)

305

 1(浴

(140)

底径

(60.0)

81.0

40.0

(60.0)

62.0

(70.0)

152.0

47.0

80.0

90.0

230.0

92.0

156.0

(54.0)

器高

41.5

47.0

139.5

40.0

40.0

42.0

42.0

60.0

72.0

159.0

器厚

4.0

10.0

8.4

10.0

72

5.0

6.5

10.7

9.0

8.0

7.5

10.5

11.0

4.0

8.3

7.5

52

8.5

5.0

9.5

8.5

4.0

28.0

3.5

6.0

17.0

8.5

6.5

 5、0

6.5

7.0

4.0

8.4

4.5

7.2

9.5

8.0

7.5

8.0

6.7

8.5

7.0

4.2

10.0

7.5

7.0

6.5

5.5

6.5

3.7

3.3

3.5

3.5

調整装飾

外面

ロクロナデ

タタキ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

 平行タタキ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

 ナデ指圧痕

 ナデ指圧痕

ナデ

タタキ

ヘラナデ

ナデケズリ

 ナデ指圧痕

ナデ

ヘラナデ

ロクロナデヘラケズリ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

指圧痕沈線

ハケメミガキ

ミガキ

ハケメ

ミガキ

ナデ

ナデ

ナデハケメ

ハケメナデ

ハケメ

ハケメナデ

ナデハケメ

 ヘラナデ指圧痕

ヘラナデ

ロクロナデ

ヘラナデ

 白地に紺の紬

ナデミガキ

ナデハケメ

ミガキ

ミガキ

ミガキケズリ

灰色粕

灰色粕

白色紬

内面

ロクロナデ

アテ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

 弧状アテ

卸目

ロクロナデ

卸目

 ナデ指圧痕

 ナデ指圧痕

 ナデ指圧痕

ヘラナデミガキ

アテ

ミガキ

ミガキ

ナデ

ハケメナデ

ヘラナデ

ハケメ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ロクロナデ

ナデ

ハケメミガキ

ミガキ

ハケメ

ミガキ

ナデ

ナデヘラナデ

ナデ

ハケメ

ハケメナデ

ヘラナデ

 ヘラナデ指圧痕

卸目

ロクロナデ

ヘラナデ

 白地に紺の紬

ケズリ

ナデハケメ

ミガキ

灰色紬

灰色紬

白色紬

底部

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

 糸切り

灰色紬

備考

 卸目7条灰褐色

 鉄粕注ぎ口

 鉄紬卸目10条

 煤付着取っ手

煤付着

茶褐色

摩滅

摩滅

摩滅

 口縁に稜を持つ

 264と同一個体

搬入品

 271と同一個体中空

摩滅

口縁外反

 口縁に稜を持つ

摩滅

 煤付着取っ手部分不明

茶褐色

濃紺色

 輪積み痕あり

灰色

 白地に紺



 第13表土器・陶磁器土製品観察表(7)

 挿図・図
版番号

298

299

300

301

302

303

登録
番号

出土位置
遺構

東区

東区

 南1

 南1

 南1

 南1

種別

陶器

磁器

須恵器

陶器

須恵器

陶器

器種

擂鉢

皿

甕

碗

横瓶

擂鉢

残存
部

底部

目縁

口縁

体部

体部

体部

法量

口径

(94)

底径

110.0

(54.0)

器高

21.5

器厚

13.5

3.5

10.0

6.5

10.0

10.5

調整装飾

外面

ヘラナデ

梅花

ロクロナデ

緑粕

ナデ

ロクロナデ

内面

卸目

ロクロナデ

繍

ナデ

卸目

底部
備考

鉄紬

 白地に紺

 波状沈線がめぐる

 側辺の蓋部分

 鉄紬卸目13条
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304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

314

315

316

317
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319

320

321
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323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

㎜

341

342

343

344

345

346

登録
番号

RQ124

RQ281

RQ281

RQ59

RP41

出土
地点

SD168

SD168

SD168

SD633

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1046

SD1175

SD373

SD373

SD373

SD880

SD880

SD880

SD880

SD929

SD1033

SD1087

SD1087

SD1087

SD1425

SK256

SE1556

SE1556

13-7G

 器8G

 北H

 南E

種別

礫

石器

石器

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

礫

土製品

石器

礫

礫
礫
礫

石器

礫

礫

礫

礫

石器

礫

礫

礫

礫

礫

礫

剥片

剥片

砥石

砥石

砥石

 引き臼

土錘

剥片

 敲き石

砥石

剥片

砥石

剥片

砥石

砥石

 計測値(mm・g)
 長さ

163

43.5

45

37

164

203

68

206

190

232

157

200

68

123

221

182

145

136

139

155

210

174

230

30

170

14

35

90

52

89

68

16

95

56

55.5

44

55

106

62

124

15

94

115

幅

87

26.2

40

32

139

133

69

65

64

87

129

120

52

46

151

103.5

97.5

107

82

84

128

151.5

104

26

132

10

36

22

64

92

36.5

22

104

61

41.5

30

55

123

22.5

53

12

41.5

73

 厚さ

17

4.9

26

25

37

25

35

39

36

48

55

38

20.5

39

104

87

51.5

32

40

30.5

27

25

50

5.7

103

20.4

16

17.5

32

16.5

4

45.5

57

10

8.5

27

44

18

34

12

12

14

 重さ

370

778

20

50

1040

950

680

580

580

1100

1400

1580

100

240

3910

1720

770

510

590

650

1040

820

1200

572

1370

18

30

5498

6652

400

60

12.7

450

1130

26.2

17

881

650

252

250

221

60

230

調整加工

表

加工

 磨り

 敲き痕

 線状の傷

 敲き痕

 磨り

 磨り

 火割れ

 割れ

 削り磨り

加工痕

 磨り

 磨り

 削り磨り

 割れ

 磨り

加工

加工

 線状の傷

 磨り

 線状の傷

裏

加工

 磨り

 敲き痕

 敲き痕

 割れ

 磨り

 火割れ

 割れ

線状傷

 削り磨り

加工痕

 磨り

 磨り

 磨り

加工

加工

 線状の傷

他

 側辺に傷

線状傷多

 側辺に敲き痕

 割れ

線状傷

 加工、痕

 割れ

 割れ

 割れ

 削り

材質

安山岩

頁岩

頁岩

泥岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

白色泥岩

白色泥岩

安山岩

凝灰岩

安山岩

安山岩

安山岩

白色安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

安山岩

凝灰岩

頁岩

安山岩

凝灰質砂岩

凝灰質砂岩

火山岩

頁岩

凝灰岩

凝灰岩

砂岩

流紋岩

頁岩

安山岩

安山岩

安山岩

泥岩

泥岩

安山岩

備考

扁平

破損

破損

 6面使用

鉄分付着扁平

 側辺に割れ

 表面に煤付着

煤付着

煤付着

 火熱を受ける

煤付着

扁平

扁平

偏平

 礫面あり

煤付着

煤付着

 4面破損

 礫面あり

煤付着

泥炭

付着物破損

扁平





 Ⅳ自然科学分析

 パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

 鵜の木館跡は、南陽市大字鍋田字鵜之木に所在し、吉野川の自然堤防上に立地する。発掘調

 査の結果、古代の建物群や遺物、中世の居館に関連した遺構や遺物等が検出されている。

 今回の自然科学分析調査は、以下のような目的で実施する。①中世の堀跡(SD86・SD

 880)に関して、土壌理化学分析、花粉分析、珪藻分析、植物珪酸体分析を行い、当時の古環

 境に関する情報を得る。また遺構が掘り込まれている自然堆積層についても分析し、遺構内土

 壌との比較検討を行う。②検出された土器の内容物について、植物珪酸体分析、微細物分析、

 リン酸、腐植、カルシウム含量を調べ、土器の用途についての情報を得る。③墓坑と考えられ

 る遺構について、リン酸、腐植、カルシウムの含量を調べ、遺体埋納に関する情報を得る。④

 遺構内から検出された炭化材や木材に関して樹種同定を行い、植物利用に関する情報を得る。

 ⑤検出された炭化材の放射性炭素年代測定を行い、遺構の年代資料を得る。

 1試料

 SD86北壁

 調査区西端で検出された堀跡である。北壁セクションでは、上位より1～12層に分層され

 ている。1～3層は耕作土および整地層である。4～12層が堀跡覆土で、4～5層は管状の斑

 鉄が顕著な灰色粘土、6～7層はグライ化した青灰～暗青灰色粘土、8～9層は暗灰～黒色粘

 土、最下部の10層は青灰色粘土混じり粗粒砂である。また、11・12層は堀の壁面部分にブ

 ロック状に認められる。遺構が掘り込まれている自然堆積層である基盤層は、上位から灰色中

 粒砂混じりシルト、黒色腐植層が認められる。それより下位では、シルト～粗粒砂となり、上

 方細粒化が認められる。試料は、1層から10層までは各層1点(試料番号1-10)、自然堆積

 層の最上位のシルト層から試料番号11、黒色腐植層から試料番号12を採取した。

 SD880北壁

 調査区東端で検出された堀跡である。北壁セクションでは、上位より概ね6層に分層される。

 南壁セクションの層位に対比すると、上位から1層、2・4・5層、暗灰褐色粘土(本地点で

 は灰色粘土)、8層、10・11層、12層となる。また、遺構が掘り込まれている自然堆積層は、

 上位から褐灰色シルト、黒色粗砂混じりシルトで、SD86の周囲の自然堆積層に対比される。

 ただし、本地点の黒色シルト層では、植物遺体の酸化分解が進んでいる。またそれより下位で

 は・シルト～粗粒砂が認められる。試料は各層から1～2点を採取した。すなわち、試料番号

 1(1層)、試料番号2(2・4・5層)、試料番号3(暗灰褐色粘土)、試料番号4(8層)、試料

 番号5・6(10・11層)、試料番号7(12層)である。また、自然堆積層の最上位層から試料

古環境復元

土器内容物推定

遺体埋納物推定

植物利用

 遺構の年代



 番号8、黒色シルトから試料番号9を採取した。

 これらの試料の中から、珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析、土壌理化学分析に、SD

 86から5点(試料番号5～9)、SD880から5点(試料番号3～6)、自然堆積層から3点

 (SD86の試料番号11・12、SD880の試料番号8・9)の13点を選択する。また、SD

 86が掘り込まれている自然堆積層に認められる腐植層の放射性炭素年代測定を行う。

遺構遺物試料

 放射性炭素年代測定用試料として、炭化材4点(SD1046、SK607・906、SE1556)、

 花粉分析用試料として、SE1556内の土壌2点(内井戸、RW500)、SK1166の覆土1点の

 3点、植物珪酸体分析試料として、SE1556内の土壌2点(内井戸、RW500)、SK1166の

 覆土1点、SE1556から検出されたワラ状の植物遺体1点、土器内土壌2点(RP11・60)

 の6点を選択する。

 種実分析は、SE1556から検出された種実1点(1ケース内に複数種類が30個程度入って

 いる)、微細物分析は土器内の土壌2点(RP11・60)である。

 樹種同定用紙料は、SD1046・1425、SK1906、SE1556、SK539、SP166から出土した

 建築部材などの木材14点である。このうち3点(SD1046・1425、SK906)は炭化材であ

 る。炭化材のうち、SD1046とSK906は、年代測定を実施する炭化材から分割したものを

 試料とする。なお、年代測定を実施したSK607に関しても、樹種同定を実施する。

 リン・カルシウム・腐植分析は、墓坑と考えられているSK607から3点、SK906から2点

 の計5点と、土器内土壌2点(RP11・60)の計7点である。

 以上の分析項目・点数の合計は、珪藻分析13点、花粉分析16点、植物珪酸体分析19点、

 土壌理化学分析13点、放射性炭素年代測定5点、種実分析1点、微細物分析2点、材同定13

 点、リン・カルシウム・腐植分析7点である。

 2分析方法

 (1)放射性炭素年代測定

 測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、β線計数法で実施する。放射性炭素の半減期は

 LIBBYの半減期5,568年を使用する。測定年代は1950年を基点とした年代(BP)であり、誤

 差は標準偏差(One Sigma)に相当する年代である。暦年較正は、RADIOCARBON

CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.0 (Copyright 1986-2005 M Stuiver and PJ

 Reimer)を用い、誤差として標準偏差(One Sigma)を用いる。

 (2)珪藻分析

 試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理

 を施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し

 乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、

 光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意

 の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する

年代測定

 β線計数法

暦年較正年代

珪藻分析



 (化石の少ない試料はこの限りではない)。種の同定は、原口ほか(1998)、Krammer(1992)、

 Krammer & Lange-Bertalot (1986, 1988, 1991a, 1991b)などを参照する。

 同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類をアルファベット順に

 並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度

 (pH)・流水に対する適応能を示す。また、環境指標種はその内容を示す。そして、産出個体

 数100個体以上の試料は、産出率2.0%以上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層位

 分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現

 率を求める。堆積環境の解析は、淡水生種は安藤(1990)、陸生珪藻は伊藤・堀内(1991)、汚

 濁耐性は、Asai & Watanabe(1995)の環境指標種を参考とする。

 (3)花粉分析

 試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液(臭化亜鉛:比重23)よる

 有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス(無水酢酸9、濃硫酸1の混

 合液)処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃

 集する。残渣をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパ

 ラート全面を走査し、出現する全ての種類について同定・計数する。

 結果は同定・計数結果の一覧表、および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中

 の木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞ

 れ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。

 (4)植物珪酸体分析

 湿重5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法(ポリタングス

 テン酸ナトリウム、比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。

 検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラックス

 で封入してプレパラートを作製する。

 400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)の葉部

 短細胞に由来した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植

 物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)、およびこれらを含む珪化組織片を近藤・佐瀬

 (1986)の分類に基づいて同定し、計数する。

 結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾

 向から古植生について検討するために、植物珪酸体群集と珪化組織片の産状を図化する。各種

 類の出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百

 分率で求める。

 なお、SE1556のワラ状植物遺体は、土壌から剥離したあと水洗し、過酸化水素水で灰化

 させたあとプレパラートを作成して観察を行った。

 (5)種実分析・微細物分析

 土壌試料は、水に一晩液浸し、0.5mm目の篩を通して水洗する。試料を4mm、2mm、1mm、

環境指標種
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珪化組織片

 ワラ状植物遺体
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微細物分析

樹種同定

 3断面の切片

腐植含量

全窒素

Ml

 C/N(炭素率)

 0.5mm目の篩を用いて粒径別にシャーレに移した後、双眼実体顕微鏡下で観察し、果実、種

 子や同定可能な葉などの大型植物遺体を抽出する。これを単体の種実試料とともに、形態的特

 徴を所有の現生標本および原色日本植物種子写真図鑑(石川,1994)、日本植物種子図鑑(中山

 ほか2000)等と比較して種類を同定し、個数を数える。微砕片を含むため個数推定が困難で

 ある種類は「+」と、数字以上の個数が推定される種類は「数字+」と表示する。分析後の大

 型植物遺体は、種類毎にビンに入れ、70%程度のエタノール溶液による液浸保存処理を施す。

 (6)樹種同定

 剃刀の刃を用いて木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の3断面の徒手切片

 を作製し、ガム・クロラール(抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、蒸留水の混

 合液)で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同

 定する。炭化材は、自然乾燥させた後、3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電

 子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

 (7)土壌理化学分析

 腐植含量はチューリン法、全窒素は硫酸分解-水蒸気蒸留法(土壌環境分析法編集委員会

 1997)、MI(Melanic index)は腐植簡易分析法(本名・山本1992)でそれぞれ行う。以下に

 各項目の操作工程を示す。

 <試料の調整>

 試料を風乾後、軽く粉砕して2.00mmの篩を通過させる(風乾細土試料)。風乾細土試料の水

 分を加熱減量法(105℃、5時間)により測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、0.5mmφ
 のふるいを全通させる(微粉砕試料)。

 <腐植含量>

 微粉砕試料0.100～0.500gを100ml三角フラスコに正確に秤りとり、0.4Nクロム酸・硫酸

 混液10mlを正確に加え、約200℃の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0.2%フェニ

 ルアントラニル酸液を指示薬に0.2N硫酸第1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加

 熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの腐植含量(Org-C乾土%)を求める。これに1.724

 を乗じて腐植含量(%)を算出する。

 <全窒素>

 風乾細土試料1.00gをケルダール分解フラスコに秤り、分解剤約3.0gと硫酸10mlを加え

 加熱分解する。分解後、蒸留水約30mlを加え放冷した後、分解液全量を供試し水蒸気蒸留法

 によって窒素を定量する。この定量値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの全窒素含

 量(T-N乾土%)を求める。また、腐植含量を全窒素量で除し、C/N(炭素率)を算出する。
<Meranic lndex (MI)>

 風乾細土約1.0gを50ml容遠心管に入れ、分注器で0.5%NaOH溶液約25mlを加える。遠

 心管に蓋をしてテープで密封し、室温で1時間振とうする。振とう終了後、0.1%高分子凝集

 剤溶液1～2滴を加え、よく振り混ぜた後、4,000rpm、15分間の遠心分離で抽出腐植溶液を

 得る。得られた抽出腐植溶液の約1mlを試験管にとり、0.1%NaOH溶液20mlを分注器で加



 える(NaOHの濃度は約0.1%となる)。この溶液について、分光光度計により450、520nm

 の吸光度を測定する。450nmの吸光度が1を越える場合には、さらに0.1%NaOH溶液で希

 釈して測定する(測定時間は抽出後、3時間以内)。結果の表示は、MI値=K450/K520で

 示す。

 (8)リン酸・カルシウム・腐植分析

 リン酸は硝酸・過塩素酸分解-バナドモリブデン酸比色法、カルシウムは硝酸・過塩素酸分

 解-原子吸光光度法、腐植含量はチューリン法で実施する(土壌環境分析法編集委員会1997)。

 以下に各項目の具体的な操作工程を示す。

 く試料の調整>

 試料を風乾後、軽く粉砕して2.00mmの篩を通過させる(風乾細土試料)。風乾細土試料の

 水分を加熱減量法(105℃、5時間)により測定する。風乾細土試料の一部を粉砕し、0.5mm

 φのふるいを全通させる(微粉砕試料)。

 <リン酸・カルシウム>

 風乾細土試料2.00gをケルダール分解フラスコに秤量し、硝酸約5mlを加えて加熱分解す

 る。放冷後、過塩素酸約10mlを加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容

 してろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン

 酸(P205)濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原

 子吸光光度計によりカルシウム(CaO)濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた

 水分量から乾土あたりのリン酸含量(P2O5mg/g)とカルシウム含量(CaOmg/g)を求める。

 <腐植含量>

 微粉砕試料0.100～0.500gを100ml三角フラスコに正確に秤りとり、0.4Nクロム酸・硫酸

 混液10mlを正確に加え、約200℃の砂浴上で正確に5分間煮沸する。冷却後、0.2%フェニ

 ルアントラニル酸液を指示薬に0.2N硫酸第1鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加

 熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの腐植含量量(Org-C乾土%)を求める。これに

 1.724を乗じて腐植含量(%)を算出する。

 3結果

 (1)放射性炭素年代測定

 結果を第15・16表に示す。同位体補正を行った測定年代は、SD1046が920±60BP、

 SK607がModern(1950年を示す14C濃度との間に有意差が認められない)、SK906が

 300±70BP、SE1556が640±90BP、SD86の自然堆積層(試料番号12)は3,200±

 100BPである。暦年較正を行った値は、慣例上10年単位で表すが、暦年較正曲線や較正プロ

 グラムが改正された際に、再計算や比較を行いやすくするため、1年単位で表記している。そ

 の結果は、SD1046がcalAD1033-1159、SK906がcalAD1488-1649、SE1556が

 calAD1280-1398、SD86自然堆積層(試料番号12)はca1BC1616-1326である。

 遺構出土の炭化材は大きくとらえると古代末から中世の値を示しているが、全体的に値がば

 リン酸分析

 カルシウム分析

腐植含量

同位体補正

暦年較正

暦年較正曲線

 古代～中世
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 らついており、現在に近い値を示す試料もみられる。今後は層位的な関係や出土遺物等も含め

 て検討する必要がある。自然堆積層にみられる腐植層は、縄文時代晩期の年代を示す。腐植層

 の時代は、遺跡が立地する自然堤防が固定化され、植生が被覆した年代に相当すると思われる。

 またδ13Cの値が-16.4と古植生を考える上で興味深い数値であるが、詳しくは後述する。

 (2)珪藻分析

 結果を第17・18表、第l18・121図に示す。SD86は、試料番号8・9から珪藻化石が

 産出したがそれ以外の試料番号5～7は少ない。SD880は、試料番号3～6から産出する。

 自然堆積層のSD86の試料番号11、12、SD880の試料番号9はいずれも検出個数が少ない

 が、SD880の試料番号8のみ比較的多く検出される。化石が産出した試料の完形殻の出現率

 は、SD86が約50%、SD880が70%前後である。産出分類群数は、合計で26属139分類

 群である。遺構別に珪藻化石群集の特徴を述べる。

 SD86で珪藻化石が産出した試料番号8・9は、淡水域に生育する水生珪藻(以下、水生

 珪藻と言う)が80%以上と優占する。淡水性種の生態性(塩分濃度、水素イオン濃度、流水

 に対する適応能)の特徴は、貧塩不定性種(少量の塩分には耐えられる種)、真+好酸性種

 (pH7.0以下の酸性水域に最もよく生育する種)～真+好アルカリ性種(pH7.0以上のアルカ

 リ性水域に最もよく生育する種)、流水不定性種(流水域にも止水域にも普通に生育する種)

 が多産する。主要種の産状は、流水不定性のStauroneis nobilis、同じく流水不定性で沼沢湿地

 付着生種群のPinnularia gibbaが10-20%検出され、好流水性のCymbella turgidula var.



 nipponica、流水不定性のEunotia bilunaris、Gomphonema parvulum、Synedra ulna、止水性で沼

 沢湿地付着生種群のGomphonema gracile等を伴う。沼沢湿地付着生種群とは、水深が1m前

 後で一面に水生植物が繁茂している沼沢や湿地で優勢な出現の見られる種群である(安藤

 1990)。化石の少なかった試料番号5～7では、水生珪藻に加え、陸上のコケや土壌表面など

 多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻とが混在する。

 SD880では、珪藻化石群集の違いから試料番号6・5、試料番号3・4で区分される。試

 料番号6・5は、水生珪藻が90%以上と優占する。その生態性の特徴は、貧塩不定性種、

 真+好酸性種～真+好アルカリ性種、流水不定性種と真+好止水性種が多産する。主要種は、

 流水不定性のGomphonema parvullumが20～30%検出され、これに次いで流水不定性の

 Eunotia bilunaris、流水不定性で沼沢湿地付着生種群のEunotia pectinalis var. minorが産出する。

 試料番号4・3は、前試料と同様に水生珪藻が優占するが、流水に対する適応性では真+好

 流水性種と真+好止水性種も多産する点で異なる。主要種は、流水不定性のGomphonema

 parvulumと好止水性のPinnularia nodosaが15～20%検出され、これに次いで好流水性で中

 ～下流性河川指標種群のMeridion circulae var. constrictum、流水不定性のDiploneis parma、そ

 れに流水不定性で沼沢湿地付着生種群のEunotia pectinalis var. minorが産出する。中～下流性

 河川指標種群は、河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに

 集中して出現する種群である(安藤1990)。

 なお、自然堆積物の試料では珪藻化石の少なく、水生珪藻に混じって陸生珪藻が多少多く認

 められる程度である。唯一検出されたSD880の試料番号8は、陸生珪藻が全体の約70%と

 優占する。主要種は、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻A群のHantzschia amphioxys、

 Navicula muticaが15-20%検出され、同じく陸生珪藻A群のNeidium alpinum、Pinnularia

 obscura、乾湿に対する適応性が未区分の未区分陸生珪藻のPinnularia schoenfelderi、陸域にも

 水域にも生育する陸生珪藻B群のPinnularia subcapitata、Stauroneis obtusa等を伴う。

陸生珪藻

 陸生珪藻A群



 第17表珪藻分析結果(1) 

種 類

Navicula capitata Ehrenberg 
Navicula goeppertiana (Bleisch]HL.Smith 
Nitzschia inconspicua Grunow 
Nitzschia levidensis var. victoriae Grunow 

Nitzschia obtusa var. scalpelliformis Grunow 
Rhopalodia gibberula (Ehr.)O.Muller 
Achnanthes crenulata Grunow 

Achnanthes hungarica Grunow 
Achnanthes lanceoiata a3reb.)Grunow 
Achnanthes minutissima Kuetzing 
Amphora affinis Kuetzing 
Amphora montana Krasske 
Aulacoseira ambigua (GnuL)Simonsen 
Caloneis aerophila Bock 
Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot 
Caloneis silicula (Ehr.)Cleve 
Caloneis silicula var. minuta (Grua)Cleve 
Cocconeis placentula (EhrJCleve 
Craticula cuspidata (Kuetz.)D.G.Mam 
Cymbeua aspera (Ehr.)Cleve 
Cymbella leptoceros (Ehr.)Kuetzing 
Cymbeha mesiana Cholnoky 
Cymbella naviculiformis Auerswald 
Cymbella perpusilla A.Cleve 
Cymbeua silesiaca Bleisch 
Cymbella sinuata Gregory 
Cymbella tumida (Breb. ex Kueta)VHeurck 
Cymbella turgidula Grunow 
Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzow 
Cymbella spp. 
Diploneis ovalis (Hnse)Cleve 
Diploneis parma Cleve 
Eunotia arcus var. bidens Grunow 

Eunotia bilunaris (Ehr.)Mius 
Eunotia flexuosa (Breb.]Kuetzing 
Eunotia implicata Noepel & Langl>Bertalot 
Eunotia incisa W.Smith ex Gregory 
Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz)Rabenhorst 
Eunotia pectinalis var. undulata (Ralfs)Rabenhorst 
Eunotia praerupta Ehrenberg 
Eunotia praerupta var. bidens Grunow 
Eunotia tschirchiana Muelk 

Eunotia spp. 
Fragilaria capucina var. gracuis (Oestr.)Hustedt 
Fragilaria construens fo. venter (Ehr.)Hustedt 
Fragilaria vaucheriae (Kuetz.)Petersen 
Fragilaria vaucheriae var. capitellata (Grun.)Patrick 
Fragilaria virescens var. capitata Oestrup 
Frustulia rhomboides var. saxonica (Rablr)De Toni 
Frustulia vulgaris (Thwait)De Toni 
Gomphonema acuminatum Ehrenberg 
Gomphonema angustatum (Kuetz.)Rabenhorst 
Gomphonema augur var. gautieri V.Heurck 
Gomphonema clavatum Ehrenberg 
Gomphonema clevei var. inaequlongum HXobayasi 
Comphonema contraturris Lang,~B. & Reichardt 
Gomphonema gracile Ehrenberg 
Gomphonema helveticum Brun 
Gomphonema micropus Kuetzing 
Gomphonema parvulum Kuetzing 
Gomphonema parvulum var. Iagenula (Kuetzing)Frenguelli 
Gomphonema productum (Grun.)hang,>B.& Reichardt 
Gomphonema pumilum (Grun.)Reichardt & Lang,>Bertalot 
Gomphonema subclavatum (Grun.)Grunow 
Gomphonema subtile Ehrenberg 
Gomphonema truncatum Ehrenberg 
Gomphonema vibrio Ehrenberg 
Gomphonema spp. 
Gyrosigma acuminatum (Kuetz.)Rabenhorst 
Gyrosigma scalproides (Rabh.)Cleve 
Gyrosigrna spencerii (W.Smith)Cleve 
Hantzschia amphioxys (Ehr.)Grunow 
Meridion circulae var. constrictum (Ralfs)VJleurck 
Navicula cohnji (Hilse)Lange-Bertalot 
Navicula confervacea (Kueta]Grunow 
Navicula contenta Grunow 

Navicula contenta fo. biceps (Arnott)Hustedt 
Navicula elginensis (Greg.]Ralfs 
Navicula elginensis var. neglecta (Kras&)Patrick 
Navicula gibbula Cleve 

生態性
塩分 pH 
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 第18表珪藻分析結果 (2) 

種 類 生態性
塩分 pH 流水

環境
指標種

SD86 
5 6 7 8 9 11 

SD880 

12 3 4 5 
6
 8 9 

Navicula lanceolata (Agardn)Ehrenberg 
Navicula mutica Kuetzing 
Navicula notanda Pantocsek 

Navicula paramutica Bock 
Navicula placenta Ehrenberg 
Navicula symmetrica Patrick 
Navicula viridula (Kuetz.)Kuetzing 
Neidium alpinum Hustedt 
Neidium ampliatum (EhrJKrammer 
Neidium bisulcatum (LagerstX)leve 
Neidium dubium (Ehr.)Cleve 
Neidium hercynicum AJ~layer 
Neidium indis CEhr.)Cleve 
Neidium spp. 
Nitzschia brevissima Grunow 

Nitzschia clausli Hantzsch 

Nitzschia nana Grunow 

Nitzschia tubicola Grunow 

Orthoseira roeseana (Rablr)O'Meara 
Pinnularia acrosphaeria W.Smith 
Pinnularia borealis Ehrenberg 
Pinnularia brauniana (Grun.)Mills 
Pinnularia brebissonli (Kuetz~Rabenhorst 
Pinnularia brevicostata Cleve 

Pinnularia divergens W.Smith 
Pinnularia divergens var. elliptica (Grun.)Cleve 
Pinnularia divergentissima (Grun.)Cleve 
Pimularia gibba Ehrenberg 
Pinnularia gibba var. linearis Hustedt 
Pinnularia hartleyana var. notata HXobayasi 
Pinnularia imperatrix Mms 
Pinnularia mesolepta (Ehr.)W.Smith 
Pimularia neomajor Krammer 
Pinnularia nobilis Ehrenberg 
Pinnularia nodosa Ehrenberg 
Pimularia obscura Krasske 

Pinnularia ornata HXobayasi 
Pinnularia rupestris Hantzsch 
Pinnularia schoenfelderi Kralnmer 

Pinnularia schroederii (Hust)Krammer 
Pinnularia streptoraphe Cleve 
Pinnularia subcapitata Gregory 
Pinnularia subcapitata var. paucistriata (Grun.)Cleve 
Pinnularia subnodosa Hustedt 

Pinnularia substomatophora Hustedt 
Pinnularia ueno Skvortzow 

Pinnularia viridis (Nitz.)Ehrenberg 
Pinnularia spp. 
Rhoicosphenia abbreviata (Ag.)Lange-B. 
Rhopalodia quisumbirgiana Skvortzow 
Sellaphora americana (Ehr.)Mann 
Seuaphora laevissima (Kuetz.)Mann 
Sellaphora pupula (Kuetz.)Merescnkowsky 
Stauroneis acuta W.Smith 

Stauroneis anceps Ehrenberg 
Sfauroneis nobilis Schumann 

Stauroneis obtusa Lagerstedt 
Stauroneis phoenicenteron (Nitz.)Ehrenberg 
Stauroneis phoenicenteron var. signata Meister 
Stauroneis undata Hustedt 

Surirella angusta Kuetzing 
Surirella ovata var. pinnata (W.Smith)Hustedt 
Synedra inaequalis H.Kobayasi 
Synedra ulna (Kuetz.)Ehrenberg 
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海水生種
 海水～汽水生種
汽水生種

淡水生種
珪藻化石総数
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凡例
H JL 
 Ogh-Meh : 淡水-汽水生種
 Ogh-hil : 貧塩好塩性種
 Ogh-ind : 貧塩不定性種 
 Ogh-hob : 貧塩嫌塩性種
 Ogh-unk : 貧塩不明種

pH 
al-bi 
al-il 
ind 
ac-il 
ac*bi 
unk 

 : 水素イオン濃度に対する適応性
 : 真アルカリ性種
 好アルカリ性種
 pH不定性種
好酸性種

 : 真酸性種
 pH不明種

環境指標種群
 J:上流性河川指標種, K:中～下流性河川指標種, N:湖沼沼沢湿地指標種, O:沼沢湿地付着生種
 S:好汚濁性種, U:広域適応性種, T:好清水性種 (以上は Asai and Watanabe1995) 
 R:陸生珪藻 (RA:A 群, RB:B 群, RI:未区分, 伊藤･堀内 1991) 

CJt 
l-bi 

l-ph 
ind 
r-ph 
r-bi 
unk 

 流水に対する適応性
 : 真止水性種 
好止水性種

 : 流水不定性種

真流水性種
流水不明種

 (以上は安藤 1990) 



 草本花粉の多産

水生植物

栽培種

 ヨシ属の多産

 イネ属

 (3)花粉分析

 結果を第19表、第119・122図に示す。SD86覆土の組成は、いずれの試料(試料番号5

 ～9)とも草本花粉の割合が高い。草本類では、イネ科の割合が高く、カヤツリグサ科やヨモ

 ギ属の花粉化石がみられる。ガマ属、オモダカ属、ミズオアイ属などの水生植物の花粉が検出

 されるほか、栽培種(もしくは栽培種を含む分類群)として、ソバ属、ソラマメ属、アズキ属

 などがみられる。木本花粉では、マツ属とブナ属の割合が高いが、上位でマツ属が増加し、ブ

 ナ属が減少する傾向がみられる。

 SD880覆土でも、試料番号3～6で花粉化石が検出されるが、傾向はSD86と類似する。

 ただし、試料番号5で、木本花粉ではブドウ属が、草本花粉ではイネ科の割合が急に高くなる

 点が異なる。

 SD86とSD880の地山は、いずれも花粉化石の保存が悪く、ほとんど検出されない。

 SK1166は、いずれも花粉化石の保存が悪く、ほとんど検出されない。

 SE1556は、2点とも同様な組成を示す。イネ科を主とする草本花粉の割合が高く、木本

 花粉では、マツ属とブナ属の割合が高い。このような組成は、SD86やSD880覆土の下部

 でみられる傾向と類似する。

 (4)植物珪酸体分析

 結果を第20表、第120・123図に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保

 存状態が悪く、表面に多数の小孔(溶食痕)が認められる。以下に、各地点の産状を述べる。

 SD86覆土では、ヨシ属の産出が目立ち、イネ属やクマザサ属の割合も高い。イネ属には、

 籾殻に形成される穎珪酸体も認められる。また、コブナグサ属やススキ属を含むウシクサ族、



 第19表花粉分析結果
種類

試料番号
SD86SD880

567891112345689

SK1166 SE1556

 内井戸RW500

 モミ属
 ツガ属
 トウヒ属
 マッ属単維管束亜属
 マツ属複維管束亜属
 マツ属(亜属不明)
 コウヤマキ属
 スギ属
 イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科
 ヤナギ属
 ヤマモモ属
 サワグルミ属
 クルミ属
 クマシデ属一アサダ属
 ハシバミ属
 カバノキ属
 ハンノキ属
 ブナ属
 コナラ属コナラ亜属
 コナラ属アカガシ亜属
 クリ属
 ニレ属一ケヤキ属
 エノキ属一ムクノキ属
 フサザクラ属
 カツラ属
 シラキ属
 ウルシ属
 カエデ属
 トチノキ属
 ブドウ属
 ノプドウ属
 グミ属
 ミズキ属
 エゴノキ属
 イボタノキ属
 ムラサキシキブ属近似種
 ガマズミ属
 スイカズラ属

6521
13752
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5335
32544723
35544019
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1
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21

1
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草本花粉
 ガマ属
 サジオモダカ属
 オモダカ属
 イネ科
 カヤッリグサ科
 ホシクサ属
 イボクサ属
 ツユクサ属
 ミズアオイ属
 クワ科
 ギシギシ属
 サナエタデ節一ウナギッカミ節
 タデ属
 ソバ属
 アカザ科
 スベリヒユ属
 ナデシコ科
 カラマツソウ属
 キンポウゲ科
 アブラナ科
 ワレモコウ属
 バラ科
 ソラマメ属
 アズキ属近似種
 マメ科
 フウロソウ属
 ツリフネソウ属
 ワタ属
 ミソハギ属
 キカシグサ属
 ミズユキノシタ属
 アリノトウグサ属
 セリ科
 リンドウ属
 ヒルガオ属
 ネナシカズラ属
 シソ科
 オオバコ属
 ヤエムグラ属一アカネ属
 ゴキヅル属
 ヨモギ属
 オナモミ属
 キク亜科
 タンポポ璽甦_
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 ヒカゲノカズラ属
 ゼンマイ属
 デンジソウ属近似種
 他のシダ類胞子

1
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 そのの化石

 ミズゴケ属

1 1

ロロ

木本花粉
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不明花粉
 シダ類胞子
 総計(不明を除く)
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 イネ属穎珪酸体

 クマザサ属

葉部短細胞列

穎珪酸体

 イチゴツナギ亜科などが検出される。この傾向は、SD880の覆土でも同様である。

 SD86およびSD880の自然堆積層をみると、SD86の試料番号12とSD880の試料番号

 9では、ヨシ属の産出が目立ち、クマザサ属を含むタケ亜科、コブナグサ属やススキ属を含む

 ウシクサ族、イチゴツナギ亜科などが検出される。上位の試料番号11では検出個数が少なく、

 ヨシ属やクマザサ属などがわずかに認められる。

 SK1166の土壌試料では、ヨシ属の短細胞珪酸体とイネ属の機動細胞珪酸体の産出が目立

 つ。イネ属には、穎珪酸体も認められる。またクマザサ属を含むタケ亜科、コブナグサ属やス

 スキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科なども検出される。

 SE1556の内部土壌試料および内部から出土したRW500の内部土壌試料では、堀跡試料

 と同様にヨシ属の産出が目立つ。またイネ属、クマザサ属を含むタケ亜科、コブナグサ属やス

 スキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科なども検出される。

 RP11の土器付着土試料では、堀跡試料と同様にヨシ属の産出が目立ち、イネ属、クマザサ

 属を含むタケ亜科、コブナグサ属やススキ属を含むウシクサ族、イチゴッナギ亜科などが検出

 される。

 RP60の内部土壌試料は、検出個数が少ないものの、RPHと同様な種類が認められる。こ

 の中では、他の試料で産出の目立ったヨシ属とともにイネ属やクマザサ属、ススキ属の産出も

 目立つ。

 なお、SE1556・RW500のワラ状サンプルは、珪化組織片としてイネ属の葉部に形成さ

 れる短細胞列や籾殻に形成される穎珪酸体が認められる。



 第20表植物珪酸体分析結果

種類
試料番号

5 6 7

SD86

8

91112

3 4

SD880

5 6 8 9

SK1666 SE1556

 内部RW
㎜

RP11 RP60

 イネ科葉部短細胞珪酸体
 イネ族イネ属
 キビ族チゴザサ属
 タケ亜科クマザサ属
 タケ亜科
 ヨシ属
 ウシクサ族コブナグサ属
 ウシクサ族ススキ属
 イチゴツナギ亜科
 不明キビ型
 不明ヒゲシバ型
 不明ダンチク型

㎜

19146144

9591510

1433210

62434536107

5728

101191434

8127811
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1
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 イネ科葉身機動細胞珪酸体
 イネ族イネ属
 タケ亜科クマザサ属
 タケ亜科
 ヨシ属
 ウシクサ族
 シバ属
不明

278244513

105203723

6449

3312214479

18518207

218272224

4220721
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46817455116856
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珪化組織片
 イネ属穎珪酸体

8

21210

3 6 1 5 2 8 3 4

合計
 イネ科葉部短細胞珪酸体
 イネ科葉身機動細胞珪酸体
珪化組織片
総計
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 第21表種実分析・微細物分析結果

分類群  部位状態RPllRP60SE1556 備考

モモ

イネ

 カヤツリグサ科

 アカザ科

 スベリヒユ科

木材

炭化材

不明炭化物

核完形

破片

穎破片

果実

種子

種子

試料分析量

24

3

3
1
1
2

1

 〈0.1ccく0.1cc

 〈O.1cc-

 50cc150cc(単体)

63.19279.1

 6個食害痕

 結果を第21表に示す。SE1556の単体種実はいずれもモモであった。この中には、一部小動

 物のかじり跡と思われる痕跡をもつ個体が含まれている。土器内試料RP11では、種実遺体が

 検出されなかったが、RP60ではイネ、カヤツリグサ科、アカザ科、スベリヒユ科の種実が検

 出された。以下に検出された種実に関する形態的特徴を記す。

 ・モモ(Prunus parsica Batsch)バラ科サクラ属

 核(内果皮)が検出された。灰褐色、広楕円体でやや偏平。先端部はやや尖る。基部は切形

 で中央部に湾入した臍がある。長さ2～2.5cm、幅2cm、厚さ1.5cm程度。内果皮は厚く硬く、

 表面は縦に流れる不規則な線状の深い窪みがあり、全体として粗いしわ状に見える。

 ・イネ(Oryza sativa L.)イネ科イネ属

 穎の破片が検出された。淡褐色で、基部に円柱状

 の特徴的な果実序柄がある。果皮は薄く、表面には

 穎粒状突起が規則的に縦列する。

 ・カヤツリグサ科(Cyperaceae)

 果実が検出された。レンズ状倒卵体。径1～

 1.5mm程度。頂部の柱頭部分がわずかに伸びる。

 表面には微細な網目模様がありざらつく。

 ・アカザ科(Chenopodiaceae)

 種子が検出された。黒色、円盤状でやや偏平。径12mm程度。基部は凹み、臍がある。種

 皮表面には臍を取り囲むように微細な網目模様が同心円状に配列し、光沢が強い。

 ・スベリヒユ科(Portulacaceae)

 種子が検出された。黒色、腎臓状円形でやや偏平。径0.8mm程度。一端が凹み、臍がある。

 臍には種柄の一部が残る。種皮表面には鈍円錐状突起が同心円状に配列する。

 モモの食痕

 イネの検出



 クリ材の検出

 第22表樹種同定結果

遺構 試料名 状態樹種 備考

 SD1046炭片  炭化材広葉樹(散孔材)  14C試料
SD1425  炭化材キハダ

 SK539内RW40(柱材)  生木クリ

SK607  炭化材クリ  14C試料

 SK906炭材  炭化材マツ属複維管束亜属  14C試料

 SE1556北西柱材

東北柱材

南西柱材

南東柱材

 南面たて杭

 南面たて杭2

 西面よこ材

生

生

生

生

生

生

生

木
木

木

木

木

木

木

クリ

 マツ属複維管束亜属

 マツ属複維管束亜属

クリ

クリ

 モクレン属

クリ

 北面よこ材下ほぞ板生木クリ

 SP166内RW28(柱材)  生木ハンノキ属ハンノキ亜属

 (6)樹種同定

 樹種同定結果を第22表

 に示す。炭化材のうち、S

 D1046の試料は、散孔材

 の道管配列を有する広葉樹

 材であるが、保存状態が悪

 いために脆く、電子顕微鏡

 による観察ができなかった

 ため、種類の同定には至ら

 なかった。その他の木材・

 炭化材は、針葉樹1種類

 (マツ属複維管束亜属)、広

 葉樹4種類(ハンノキ属ハンノキ亜属・クリ・モクレン属・キハダ)に同定された。各種類の

 解剖学的特徴等を記す。

 ・マツ属複維管束亜属(Pinus subgen. Diploxylon)マツ科

 軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は急～

 やや緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は仮道管、柔

 細胞、水平樹脂道、エピセリウム細胞で構成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁

 には鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単列、1-15細胞高。

 複維管束亜属には、アカマツ・クロマツ・リュウキュウマツの3種とアカマツ・クロマツの

 雑種(アカクロマツ・アイグロマツ)がある。山形県内では、アカマツが県内全域、クロマツ

 が沿海地に生育している。

 ・ハンノキ属ハンノキ亜属(Alnus subgen. Alnus)カバノキ科

 散孔材で、管孔は単独または2～4個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有

 し、壁孔は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、1～30細胞高のものと集合放射組織と

 がある。

 ハンノキ亜属には、ハンノキ、サクラバハンノキ、ケヤマハンノキ、ミヤマカワラハンノキ、カ

 ワラハンノキ、ヤハズハンノキ、サルクラハンノキの7種といくつかの変種がある。このうち、

 サクラバハンノキ、カワラハンノキ、サルクラハンノキは現在の山形県には自生していない。

 ・クリ(Castanea crenata Sieb. et Zucc.)ブナ科クリ属

 環孔材で、孔圏部は2-4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら

 火炎状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、

 1-15細胞高。

 クリは、山形県内の落葉広葉樹林中に普通にみられる落葉高木である。

 ・モクレン属(Magnolia)モクレン科

 散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および2-4個が

 放射方向に複合して散在する。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔を有し、壁孔は階



 段状～対列状に配列する。放射組織は異性、1-2細胞幅、1-40細胞高。

 モクレン属には、ホオノキ、シデコブシ、コブシ、タムシバの4種とコブシの変種であるキ

 タコブシがある。このうち、シデコブシは中部地方の低山・丘陵地に自生しており、現在の山

 形県には自生していない。

 ・キハダ(Phellodendron amurense Ruprecht)ミカン科キハダ属

 環孔材で、孔圏部は3-4列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接

 線・斜方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん

 肥厚が認められる。放射組織は同性、1-5細胞幅、1-40細胞高。

 キハダは、山地の落葉広葉樹林内に普通にみられ、谷沿いの斜面地等に比較的多い。

 (7)土壌理化学分析

 結果を第23表に示す。自然堆積層(SD86の試料番号11、12、SD880の試料番号8、9)

 では、腐植含量は他の試

 料と比べて高いが、一般

 的な泥炭層などと比べる

 と明らかに低い。また、

 C/Nが高いことが特徴

 で、生成されている腐植

 はA型腐植酸である。

 SD86、SD880覆

 土では、土色と腐植含量

 に対応した関係が見られ

 る。腐植化度については、

 やや腐植化度が低い試料

 もあるが、腐植化度が進

 んでいるA型を示す試

 料が多い。

 (8)リン酸・カルシウム・腐植分析

 結果を第24表に示す。腐植含量は

 1.2～3.3%の間で変化し、先に述べた

 SD86やSD880と同じくらいの範

 囲に収まる。リン酸含量はSK607の

 F3のみ極端に高く、他は1.3～3%

 程度である。カルシウム含量もSK

 607・F3では極端に高いが、他は

 2.8～4.3%の間で変化する。

 腐植が少ない

 C/N比が高い

 A型腐植酸

 リン酸が高い



好気的環境

同位体分別

 C3植物のδ13C

 C4植物のδ13C

 C4植物の種類

 ヨシ属の多産

 C/N比が高い

 A型腐植酸

 自然堤防の固定

 黒ボク土の発達

湿地化

 ヨシ泥炭の発達

 浅く淀んだ水域

 4考察

 (1)遺構の堆積環境と周辺植生

 遺構が掘り込まれる自然堆積層では、珪藻化石と花粉化石は保存が悪く検出数も少ない試料

 が多い。好気的環境下による風化に弱い花粉化石が検出されない点や、唯一検出されたSD

 880の試料番号8で陸生珪藻の産出が目立つことからすると、乾湿を繰り返すような好気的環

 境であったと考えられる。また、黒色腐植層の年代値が縄文時代晩期を示すことから、遺跡が

 立地する自然堤防が固定化し、植生が被覆するようになったのは縄文時代晩期頃であるといえ

 る。年代測定で、同位体分別による補正を行うために測定したδ13Cの値は、-16.4であっ

 た。δ13Cの値は、光合成の様式の違いにより同位体分別の効果が異なるため、植物により異

 なる。大部分の植物はC3植物であり、δ13Cの値は-25前後に収まることが多いが、C4植

 物では-13前後の値をとることが多い。このことから、地山にはC4植物由来の腐植が多く

 含まれていることになる。C4植物は暖地や乾燥地に生育する植物に多く、イネ科の一部(ス

 スキ属、キビ属、ヒエ属、エノコログサ属など)、カヤツリグサ科の一部、ヒユ科の一部、ス

 ベリヒユ科の一部、トウダイグサ科の一部などが含まれる。一方、植物珪酸体分析結果をみる

 とC3植物であるヨシ属の割合が高く、C4植物を含むウシクサ族やキビ属、エノコログサ属

 の割合はさほど多くない。珪藻化石等で推定されたように、自然堤防が固定化して乾燥化すれ

 ば、乾燥条件に強いC4植物(遺跡立地からするとススキなど)が地表を覆うことになり、土

 壌のδ13Cの値はC4植物の値に近くなる。種類による植物珪酸体生産量の違いを考慮してい

 ないためはっきりとはいえないが、ススキ属などのC4植物に比べ、C3植物でかつ湿潤な場

 所を好むヨシ属が多産しており、上記の結果とは矛盾する。一方、土壌理化学分析結果をみる

 と、C/Nが高いことから未分解の有機物が多く存在していると考えられるが、生成されてい

 る腐植はA型腐植酸で分解が進んでいることになり、C/N比と腐植酸の結果も矛盾している。

 これらのことから、自然堆積層に見られる黒色腐植層は、未分解のヨシ属など(C3植物)を

 由来とする有機物と、ススキなどの植物遺体(C4植物)が分解し腐植化することによって生

 じた有機物とが混存しているといえる。前者は泥炭地などにみられる有機物であり、後者は黒

 ボク土などの風成層でみられる有機物である。おそらく、自然堤防が固定化したあと陸生珪藻

 やC4植物が生育する比較的乾燥した状態であったが、ある時期に地下水位の上昇等が起こっ

 てヨシ属が生育するような湿潤な状態と変化したため、腐植中に両者が混在していると考えら

 れる。もしくは、このような状況が繰り返し起こっていた可能性もある。ただし、微化石の堆

 積機構や腐植の生成過程については不明な点も多いことから、同様な事例の蓄積も含め、継続

 して検討していきたい課題である。

 SD86は、全般的に珪藻化石の産出が少なく、珪藻化石が産出したのは8層と9層であっ

 た。これらの層から産出する珪藻化石群集は、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種が優占

 し、同じく沼沢湿地付着生種群を含む止水性種が伴う。また、流水環境を指標する流水性種は

 少なかった。よって、8層や9層は、流れは殆どなく、浅く停滞した水域環境であったと思わ

 れる。なお7層～5層は、珪藻化石が少なかったが、花粉化石や植物珪酸体などは比較的多く



 検出される。堆積機構や堆積後の風化などが原因の一部と考えられるが、堆積物中での珪藻化

 石の挙動は不明な点も多いため、明確な理由はわからない。花粉化石の結果をみると、イネ科

 の割合が高く、ヨモギ属等を伴うことから、周辺は開けた草地であった思われる。また、植物

 珪酸体では、ヨシ属が多く、花粉化石をみても、ガマ属、オモダカ属、イボクサ属、ミズアオ

 イ属など水生植物の花粉化石が検出される。このことから、堀の中や周辺の湿潤な場所には、

 ヨシ属をはじめとする水生植物が生育し、開けた草地を作っていたと考えられる。なお、土壌

 理化学分析結果では、遺構覆土中の腐植酸は、A型とB型が混在している。有機物が分解し

 にくい湿地や泥炭地などの環境では、基本的にはB型腐植酸になると思われるが、今回の場

 合、層位によってはA型もみられる。陸生珪藻が多少検出されていることからすると、堀の

 中は定常的に水が存在していたわけではなく、好気的で有機物の分解が進むような時期もあっ

 たと考えられる。しかしながら、黒ボク土など好気的環境で生成された腐植が流入しても同様

 な組成になる可能性もあるため、断定はできない。

 SD880の11層・10層は、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種が多産したことで特徴

 付けられ、流水環境を指標する種は極少なかった。よって、これらの覆土が堆積する頃は淀ん

 だ浅い水域であったと考えられ、SD86の8層・9層の環境に近似する。その上位にあたる、

 8層や灰色粘土になると、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種や止水性種に加えて、中～

 下流性河川指標種群のMeridion circulae var. constrictumが多産する。このことから、流れの影

 響を受けるような水域へと変化したか、あるいは近くの河川の氾濫等によって堆積物がもたら

 された可能性がある。一方、花粉化石や植物珪酸体分析の結果をみると、SD86と組成が類

 似することから、SD86で述べた古植生と同様に周辺は開けた草地であったと推測される。

 なお、10層ではブドウ属の花粉化石とイネ科の花粉化石が急に多くなる。これらは局地性を

 反映していると考えられ、試料採取地点付近にブドウ属やイネ科が生育していたか、あるいは

 これらの花が堆積物中に偶発的に混入するなどして、花粉化石の濃度が高まったことが原因と

 考えられる。また、8層や灰色粘土層ではハンノキ属が増加するが、これも、局地性を反映し

 ていると思われる。土壌理化学分析結果では、SD86と同様に、好気的な環境下で生成され、

 分解の進んだA型腐植酸が検出されており、堀の中が好気的で有機物の分解が進むような時

 期もあったと考えられる。しかしながら、SD86と同様に黒ボク土など好気的環境で生成さ

 れた腐植が流入しても同様な組成になる可能性もある。

 花粉分析と植物珪酸体分析では、SK1166とSE1556の覆土について分析を行っている。

 花粉化石はSK1166からはほとんど検出されなかったが、植物珪酸体は両遺構から検出され

 る。このなかで、局地性が高いと思われる種類に着目するが、花粉化石、植物珪酸体ともに、

 堀の埋積物と同様な組成を示している。年代測定の結果をみると、SE1556は中世頃を示し、

 花粉化石や植物珪酸体組成をみても、中世の堀の底部と組成が類似しており、調和的である。

 栽培植物に着目すると、植物珪酸体ではいずれの遺構からも、イネ属に由来する植物珪酸体が

 検出され、イネ属の葉部や籾殻に由来する珪化組織片も見られた。また、SE1556から検出

 されたワラ状の植物片は稲藁であることが確認された。このことから、当時周囲では稲作が行

 われていたと考えられる。また稲藁や稲籾は古くから生活資材として使われており、燃料材や

 建築部材などとして、遺跡内で利用されていた可能性もある。花粉化石では、ソバ属・ソラマ

 周辺は草地

 水生植物の生育

 堀は乾湿をくり

 かえす状況

 黒ボク土流入の

可能性

 浅く淀んだ水域

 流水域へ変化

 局地的な植生

 黒ボク土の流入

 稲藁灰の検出



栽培植物

冷温帯落葉樹林

 林床にササ

 マツニ次林増加

 古代末～中世

 ヨシ属の多産

 周辺植生を反映

 化学的に安定

 局所的濃集がな

 く値が均質

 墓坑の可能性

 リン酸が高

 カルシウムが高

 メ属・アズキ属等に栽培植物が含まれる。このことから、周辺でのソバやマメ類の栽培が示唆

 されるが、ソラマメ属とアズキ属には日本に自生する野生種も含まれるため、栽培に由来しな

 い可能性もある。

 周辺の森林植生についてみると、木本花粉では、下位ではブナ属が、上位ではマツ属が多い。

 ブナ属は随伴するコナラ亜属とともに、冷温帯落葉広葉樹を形成する主要な構成種である。こ

 のことから、周辺の山野には、ブナやナラ類などの落葉広葉樹が分布していたと考えられる。

 一方、植物珪酸体では、クマザサ属を含むタケ亜科の割合が高い。クマザサ属はブナ林やナラ

 林の林床に生育することから、検出されたタケ亜科珪酸体は、後背山地に由来すると思われる。

 また、マツ属が増加傾向を示すが、これは人為的な植生改変に伴い、マツの二次林や植林が分

 布拡大したためとみられる。当社が県内で行った花粉分析結果をみると、中世以降でマツ属が

 増加する遺跡が多いが、南陽市の東畑A遺跡では古代?の堆積物からマツ属が多産する。今回

 は古代以前の層位を分析していないので、マツ属の増加開始時期を知ることはできないが、年

 代測定の結果等を考慮すれば、少なくとも古代末～中世の時点で、マツ属の分布拡大がある程

 度進んでいたことが推測される。

 (2)土器内容物に関する検討

 土器内容物を知る目的で、微細物分析、リン酸・カルシウム・腐植分析、植物珪酸体分析を

 実施した。植物珪酸体分析では、RP11から多くの珪酸体が得られた。その組成はヨシ属が多

 く、中世の堀や地山の組成と同様であった。このことから、植物珪酸体組成は、周辺植生を反

 映していると考えられ、土器内容物の特徴を反映しているとはいえない。微細物分析では、

 RP60から種実が検出されるが、イネ以外は人里などに普通にみられる雑草類であることから、

 周辺植生に由来する種実が土壌とともに流入したものであると思われる。またイネに関しても、

 破片である点や、遺構覆土中に穎珪酸体がみられる試料が多いことから、流入した土壌中に含

 まれていたと考えられる。以上のことから、種実遺体に関しても、周辺の植生は反映している

 ものの、土器内容物に関する情報は含んでいない。リン酸、カルシウム、腐植含量をみると、

 2試料ともに類似した値を示す。これらの化学成分は、均質な方が化学的に安定なため、自然

 状態では試料間で類似した値をとるが、埋納などによって局所的な濃集が起こると、試料間で

 値にばらつきが生じると考えられる。今回は2試料のみなので確実にはいえないが、値が類似

 していることから自然状態の範囲内であると考えられ、埋納物に由来しないと思われる。

 (3)遺構内容物に関する検討

 今回、墓坑と考えられている2遺構(SK607・SK906)に関して、リン酸・カルシウ

 ム・腐植分析を実施した。これらの土坑からは骨片や炭化材片が検出されており(脆弱ではあ

 るが)、墓の可能性が推定されている。年代測定の結果、SK607は現代に近く、SK906も

 近世の年代が得られており、比較的新しい遺構と考えられる。SK607F3では、リン酸やカ

 ルシウムが極端に高く、動物質遺体の埋納が推定される。一方、SK906もリン酸の値が土器

 内容物(RP11やRP60)に比べてやや高いが、腐植含量も同様に高い。リン酸は植物遺体に

 も含まれるため、自然状態では腐植含量とリン酸量との間に正の相関関係が生じる。このこと



 から、SK906でリン酸含量が高いのは、植物遺体に由来するリン酸と考えられ、遺体埋納等

 の指標にはならない。

 (4)木材・種実利用

 木材・炭化材には合計5種類の木材が確認された。いずれも現在の山形県内に自生している

 種類であり、遺跡周辺で木材の入手が可能であったと考えられる。複維管束亜属は、針葉樹と

 しては比較的強度が高い部類に入り、樹脂(松脂)を多く含むために保存性もある。とくに水

 中等の一定条件下での保存性は高い。ハンノキ亜属とクリは比較的重硬で強度が高く、クリで

 は耐朽性も高い。モクレン属は日本産広葉樹の中では比較的軽い部類に入り、木理が通直で加

 工が容易であるが、耐朽性は低い。キハダも比較的軽い部類に入り、加工は容易であるが、強

 度は比較的高い。SK539から出土した柱材にクリが利用されている背景には、クリの強度や

 耐朽性を考慮した木材利用が推定される。また、SP166の柱材のハンノキ亜属も強度を考慮し

 た可能性がある。一方、SE1556は、四隅の柱材にクリと複維管束亜属が各2点、たて杭に

 クリとモクレン属、横材と横材下のほぞ板にクリが認められ、少なくとも3種類の木材が利用

 されていたことが推定される。クリの利用は、SK539の柱材と同じく、強度や耐朽性を利用

 したものと考えられる。複維管束亜属の利用も保存性や強度を考慮した木材利用が推定される。

 モクレン属については、耐朽性が低いことから適材とは考えにくいが、加工性が高いこと等か

 ら利用された可能性がある。

 SE1556で検出されたモモは、食用、薬用、観賞用などの目的で古くから栽培されている

 種類であり、当時周辺での栽培・利用が示唆される。一部小動物によるかじり跡がみられるが、

 これは廃棄された核の中にある種子(仁)を食べるために、ネズミなどが開けたと思われる。

 マツの利用

 ハンノキの利用

 クリの利用

 モモの利用

 安藤一男1990淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用『東北地理』4273～
P.88.

Asai, K. & Watanabe, T. 1995 Statistic Classification of Epilithic Diatom Species into Three Ecological Groups 
relating to Organic Water Pollution (2) Saprophilous and saproxenous taxa. Diatom,10 
p.35 - p.47. 

 土壌環境分析法編集委員会編1997『土壌環境分析法』427p.博友社
 原口和夫・三友清史・小林弘1998埼玉の藻類珪藻類『埼玉県植物誌』p.527～600埼玉県教育委員会
 本名俊正・由本定博1992腐植の簡易分析法『十壌構成成分解析法』p.7～35博友社
 伊藤良永・堀内誠示1991陸生珪藻の現在に於ける分布と古環境解析への応用『珪藻学会誌』6p23～45.
 石川茂雄1994『原色日本植物種子写真図鑑』328p.石川茂雄図鑑刊行委員会
 小杉正人1988珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用『第四紀研究』27p.1～p20
 近藤錬三・佐瀬隆1986植物珪酸体分析,その特性と応用『第四紀研究』25p31～p.64.
Krammer, K. 1992 PINNULARIA.eine Monographie der europaischen Taxa.BIBLIOTHECA 

DIATOMO-LOGICA BAND26. J.CRAMER,353p. 
Krammer K & Lange Bertalot H 1986 Bacillarrophyceae I Teil Navrculaceae. In: Suesswas S E rflora von Mittel-

europaBand2/1. Gustav Fischer Verlag,876p. 
Krammer K & Lange Bertalot H 1988 Bacmanophyceae 2 Teil Eprthemraceae Bacillanaceae Surrrellaceae. In: Suesswas S 

E rflora von Mitteleuropa.Band2/2. Gustav Fischer Verlag,536p. 
Krammer K & Lange Bertalot HL 199la Bacillanophyceae 3 Teil Centrales Fragilarraceae Eunotiaceae. In: Suesswas S E 

rflora von Mitteleuropa.Band2/3. Gustav Fischer Verlag,230p. 
Krammer, K. & Lange-Bertalot H. 199lb Bacillariophyceae.4.Teil: Achnanthaceae.Kritsche Ergaenzungen zu Navicula 

(Lineolatae) und Gomphonema. In: Suesswas S E rflora von Mitteleuropa.Band2/4. 
Gustav Fischer Verlag,248p. 

 中山至大・井之口希秀・南谷忠志2000『日本植物種子図鑑』642p.東北大学出版会
 中村純1967『花粉分析』232p.古今書院
 農林省農林水産技術会議事務局1967『新版標準土色帖』
 ペドロジスト懇談会編1984『土壌調査ハンドブック』156p.博友社













 5鵜の木館跡出土木製品の樹種調査

 (株)吉田生物研究所

 (1)試料

 試料は山形県鵜の木館跡から出土した容器1点(No.1RW500)、木材1点(No.2)、用途不

 明品1点(No.3)の合計3点である。

 (2)観察方法

 剃刀で木口(横断面)、柾目(放射断面)、板目(接線断面)の各切片を採取し、永久プレパ

 ラートを作成した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

 (3)結果

 樹種同定結果(針葉樹1種、広葉樹2種)の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖

 学的特徴を記す。(第126・127図)

 カツラ科カツラ属カツラ?

 (遺物No.1(底板))(写真No.1(底板))

 散孔材である。木口と板目は不鮮明であるが、木口ではやや小さい薄壁で角張っている道管

 (～100μm)がおおむね単独または2～3個不規則に接合して平等に分布する。

 道管の占有面積は大きい。放射柔組織は不顕著。柾目では道管は階段穿孔と側壁に階段穿孔を

 有する。放射組織は平伏、方形と直立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔は対列状

 ないし階段状の壁孔がある。道管内には充填物(チロース)がある。板目では放射組織は方

 形ないし直立細胞からなる単列のものと方形ないし直立細胞の単列部と平伏細胞の2列部から

 なるものがある。高さ～900μmからなる。

 ヒノキ科クロベ属クロベ(thuja standishii carr)

 (遺物No.2(側板)2)(写真No.2(側板)2)

 木口では仮道管を持ち、早材から逸材への移行はやや急であった・樹脂細胞は逸材部に偏っ

 て接線状に存在する。柾目では放射組織の分野壁孔はスギ型で1分野に2～6個ある。放射柔

 細胞の水平壁が接線壁と接する際に水平壁は山形に厚くなり、接線壁との間に溝のような構造

 (インデンチャー)ができ、よく発達しているのが認められる。板目では放射組織はすべて単

 列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。クロベは本州・四国に分布する・

 カバノキ科カバノキ属(betula sp.) (遺物No.3)(写真No.3)

 散孔材である。木口ではやや大きい道管(～200μm)が単独ないし数個放射方向に複合し

 て分布している。軸方向柔細胞は接線状が顕著である。柾目では道管は階段穿孔を有する。放

 射組織は平伏細胞からなる同性と直立、平伏細胞からなる異性がある。道管放射組織間壁孔は

 小型である。板目では放射組織は1～4細胞列、高さ～550μmであった。カバノキ属はシ

 ランカバ、マカンバ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

 樹種の固定



参考文献

 島地謙・伊東隆夫1988「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版
 島地謙・伊東隆夫1982「図説木材組織」地球社

 伊東隆夫1999「日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ～Ⅴ」京都大学木質科学研究所
 北村四郎・村田源1979「原色日本植物図鑑木本編ⅠⅡ」保育社

 深澤和三1997「樹体の解剖」海青社
 奈良国立文化財研究所1985「木器集成図録近畿古代篇」史料第27冊
 奈良国立文化財研究所1993「木器集成図録近畿原始篇」史料第36冊

仕様顕微鏡

Nikon

Microflex UFX-DX Type115





中央区北側

古墳時代中期

 Ⅴまとめ

 1古墳時代の遺構と遺物について

 古墳時代とした遺物には土師器がある。これらは溝跡の堆積土中や遺物包含層から出土した

 土器破片が中心で、まとまって出土し接合したものもある。ただ遺存状態が悪く形態や調整技

 法など判然としないものが多い。

 (1)古墳時代の遺物分布

 古墳時代の土器は中央区北側一帯から散在する状況で出土し、22・23-8～10グリッド付近

 から比較的集中して出土した。また、古代の遺構に切られている溝跡SD929・117・690・319

 からの出土がみられた。これらの溝跡は調査区の北側から伸びてきているものであり、土器も

 摩滅しており流されて埋没したような状況である。このことから調査区北側外に古墳時代の遺

 構が存在する可能性が高い。これら古墳時代の遺物は茶褐色の砂質シルトの堆積土とともに調

 査区北側に分布していることから、一時的な水成堆積により形成されたとみることもできる。

 (2)古墳時代の土器について

土師器

 圷、高坏、椀、坩、壺、甕が認められる。

 椀・圷目縁が直立気味に立ち上がるものとやや外反するものがあり、底部は丸底となってい

 る。

 高坏脚部が中空で円柱状の外形をなす。脚の裾部は緩い屈折から自然に端に広がっていく。

 圷部は体部が直線的に広がるものと椀状になるものがあり、中には体部中ほどに稜を持つもの

 がみられる。

 坩薄手で頸部の締りが浅く、口縁はやや外反しながら直立する。体部は球形で丸底になる。

 壺・甕完形になるものはないが部分的に復元されたものや破片資料をみると、器高30c皿程

 度の中型のもので、球形の体部に口縁はやや「く」字状に外反し、体部はハケ目調整やナデ調

 整が施されている。

 当地域における土師器編年は塩釜式→南小泉E式→引田式→佐平林式→舞台式→栗囲式との

 共通理解の上、各研究者により様々な細分葉や地域性が指摘されている。本遺跡出土の古墳時

 代の土師器を概観するに大枠として東北南半における南小泉Ⅱ式に相当する一群の内容を持つ

 ものとみられ、5世紀中～後葉の所産とみられる。器種構成や形態的な特徴から南小泉式の基

 本的な特徴から欠落するものもあるが中空で屈折脚の高坏、坩、圷がこの時期のものと思われ、

 置賜盆地では沢田遺跡6号住居跡で同時期と思われる土器群のセットが出土している。

 この他に古墳時代の須恵器と思われるものが2点出土している。　の体部片と蓋の破片で

 あり、陶邑産の可能性がある。





 墨書「乙」

 2平安時代の遺構と遺物について

 (1)平安時代の遺物について

 平安時代とした遺物には土師器・須恵器などがある。これらは遺構内堆積土中や遺物包含層

 中から出土した破片資料が中心であり、年代的な指標となる一括資料も含まれている。そのた

 め、ここでは遺構出土の一括資料を対象に器形や製作技法を概観するとともに、その年代的な

 位置についても触れてみる。

 ①器種分類とその特徴

 須恵器(第129図)

 圷・瓶類・壺・甕が認められる。

 圷類須恵器の圷はSD168・633・1046・1175など溝跡を主に大小様々な破片資料が総数2266

 点出土した。器形が把握できたものが多く、その形態から体部が直線的に外傾するもの、やや

 丸みをもって立ち上がるもの、底部付近で丸みをもち、直線的に外傾していくものなどがある。

 底径/口径比は0.4～0.5程、器高/口径比は0.25～0.32になる。底部は回転糸きりによるものが

 主であり、ヘラ切りのものは少ない。3点ほどであるが底部に「乙」字の墨書が認められた。

 高台付圷体部の形態としては圷類に類似しているが、一部体部中位に稜をもつものや皿状の

 も見られる。高台部はすべて貼り付け高台であり、脚部形態から裾部の屈曲が強く「L」字状

 となるもの、「ハ」字状に外傾するもの、垂直気味に立ち上がるものに分けられ、また台の高

 いものや低いもの、台の厚さにも変化がみられる。底部は糸切りのものとヘラ切りのものがあ

 るが、大半は、台部分の成形時のナデによって消されている。

 瓶・壺類すべて破片資料であり、口頸部や胴部・底部などの部位破片である。器形としては

 長頸瓶や短頸瓶・横瓶の破片資料である。長頸瓶は口縁が緩やかに広がるもので胴部形状は最

 大径が胴部上半(局側)にある胴長のものである。頸部と体部の2段接合による成形とみられ、

 内面から接合の痕跡を伺えるものがある。また頸部下にリング状の沈線がめぐるものもある。

 瓶類の高台付部は、すべて貼り付け高台で、脚部形態は逆台形となっている。壺類は短頸壺

 (18)や小壺など(16)がある。

 甕類破片資料が多く、器形等判然としないが289点出土している。甕は口縁部が「く」字状

 に屈曲するもの、そして波状沈線文がめぐるものがある。体部調整では、表面タタキ調整のも

 の、格子目状になったもの、裏面で同心円状・平行・弧状の当具痕をもつものがある。SD1175

 溝跡から比較的甕の破片資料が多く出土したが、他の遺構からは散発的な出土であった。

 土師器(第130図)

 圷・高台付圷・甕・鉢が認められる。

 圷類体部形態から直線的に外傾するもの、及び内湾するものに2分することが可能である。

 内面の黒色処理が認められるもの(1、2、3、4)もある。成形はすべてロクロ成形であり、製

 作技法については部分的な調整技法について相違が認められる。底部は回転糸切り無調整、体

 部下端の再調整は回転ケズリ、手持ちケズリ、再調整なしの3種に分けることができる。





 高台付圷高台部分の遺存がほとんどで圷口縁部まで遺存するものは少ない。そのため全体の

 器形がわかるものは少ない。遺構内ではSD168溝跡とSD1046溝跡からの出土が多い。器形が

 把握できたものをみると体部が椀状になる。高台部はすべて貼り付け高台である。

 壺小形の表面を黒色処理した壷がある。口縁部がやや広がる形態で底部は平坦である。器体

 表面は丁寧にミガキが施されている。

 鉢・甕本遺跡から出土した甕は、ロクロ成形によるものと輪積み整形によるものがあり、溝

 跡を主に出土している。口頚部や胴部の破片資料がほとんどで全体の器形を把握できた資料は

 ないが、器形的には目縁が「く」字状に屈曲し胴部が膨らむものと長胴ものがあり、これに類

 する小型甕がある。胴部外面に施される調整技法はロクロナデのほかに、ハケメ・カキメ、タ

 タキ、縦位のケズリがある。底部資料はすべて平底のものであり、回転糸切り痕や木葉痕跡が

 残るものがある。

 ②年代の検討

 以上、圷・甕類を中心にその特徴から分類を行い、器種ごとの特徴を概観したが本遺跡にお

 ける土器群の編年的な位置づけを考えてみる。

 まず、土器類がまとまって出土した溝跡(SD168・633・1046・1175)は南北に離れて

 いるもののつながっていた形跡があり、建物の配置や切り合いからも短期間に廃棄されて埋没

 していったものと捉えられる。溝跡間での接合関係が認められることや、それぞれの溝跡から

 出土した土器類も形態や技法上の違いは少なく、ほぼ同時期に捨てられたものと捉えている。



 これらの溝跡から出土した土器群を一括して検討してみる。

 置賜盆地では8世紀から10世紀に至るまで連綿と須恵器生産が行われており、味噌根窯跡、

 高安窯跡、木和田窯跡、梨郷平野窯跡、壇山窯跡、大神窯跡など盆地周縁の丘陵や山腹地で窯

 跡の幾つかの調査事例がある。また、大浦遺跡や古志田東遺跡・道伝遺跡・太夫小屋遺跡など

 官衙関連遺跡や沢田遺跡・笹原遺跡など集落遺跡の調査成果がある。これらの調査成果をもと

 に、阿部明彦・高桑弘美(1999)は置賜地域での窯跡や集落遺跡出土の奈良・平安時代の土器

 変遷について整理分析しており、土器群の比較を行ううえで、この業績を参考にすることがで

 きる。阿部・高桑らによれば須恵器の圷類に関して言えば、8世紀から10世紀の変遷過程の傾

 向として、底部切り離しの変化(糸切り→ヘラ切り)、法量的に底径の縮小化と形態の小型化

 傾向などがあげられ、これに器種構成や施釉陶器との対比から細分が進められた。本遺跡の溝

 跡群からまとまって出土した土器類は、その特徴から阿部明彦・高桑弘美編年(阿部・高桑

 1999)の9世紀中葉(9世紀第3四半期を中心とする時期)に相当する一群、また置賜盆地内

 の一括資料をもとにⅤ期に区分しその変遷を明らかにした手塚孝氏の編年(手塚1999)に

 照らせば、Ⅳ期の土器群にほぼ相当するものと考えられ、これらの土器群の実年代については

 9世紀中頃を中心とする年代と理解される。南陽市域においては昭和40年に山形大学によって

 梨郷平野窯跡の発掘調査が実施されている。梨郷平野窯跡出土の須恵器圷は底部ヘラ切りで底

 径がやや大きいものが主であることから9世紀前半に位置づけられおり、本遺跡の土器群の前

 段階に位置するようである。

 土師器圷類についてみると、内黒の土師器圷は須恵器圷とほぼ同じ形態で体部下端にヘラ削

 りによる再調整が施されるものが目立っている。形態的にも碗のように丸みをもって外傾する

 ものが主となるようである。僅かであるが従来「あかやき土器」「須恵系土器」と呼称されて

 きた土器が認められている。また、煮沸具である土師器甕からみれば、本遺跡では丸底の形態

 は認められず、すべて平底という点で「陸奥型甕」に近いが、一部須恵器製作に起因する叩き

 出し技法からは、新潟や北陸方面の特色もあり、折衷的なものもあるようである。

 (2)平安時代の遺構について

 平安時代に属する遺構は掘立柱建物跡11棟の他、土墳、井戸跡、溝跡等を調査した。溝跡

 は南北方向に長く延び、土壙はいずれも小型で調査区全域に散在していた。一方建物跡は、中

 央部分に規則的に配置されており、これらの建物跡それぞれに特徴的な構造を有する。建物跡

 特徴を柱配置から明確にし、集落の構造や性格について若干の検討を行う。

 ①掘立柱建物跡について(第131図)

 調査区全体を概観して、平安時代の建物群は大きく2つに分けることができる。一つはSD

 168溝跡を中心にしたSB224・980建物域で、二つ目はSB1470を中心とした南側の建物域

 である。この2つのエリアは掘立柱建物跡のみで竪穴式住居跡が一軒も検出されていない特徴

 がある。主な建物跡について柱配置や構造について概観する。

 A類:SB940・1480・1540掘立柱建物跡2間×2間の建物跡である。中柱を持つ高床倉

 庫と考えられる。SB1480とSB1540ともに柱間尺が、2.2mの建物規模となる。2間×3間の建
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 大型の建物

 区画したエリア

 物に近接していることから2間×3間の建物と2間×2間の建物はセット関係を有する可能性

 がある。或いは母屋と倉庫といったことも考えられてくる。

 B類:SB224・1470・1505・1515掘立柱建物跡2間×3間の建物跡である。桁間はそれ

 ぞれ平均でSB224が1.93m、SB1470が1.83m、SB1505が1.93m、SB1515が1.86mを測り、梁

 間は平均でSB224が2.4m、SB1470が2.15m、SB1505が2.5m、SB1515が2.4mを測る。梁間

 の違いがあるが桁間はほぼ共通した計測値になっている・

 柱掘り方はいずれも平面形は隅丸方形を基本とし、規模や深さともに類似している。柱痕の

 径も16～22cmの範囲におさまる。面積はSB224が27.84㎡、SB1470が23.2㎡、SB1505

 が29.0㎡、SB1515が26.88㎡となる。置賜盆地では、西町田下遺跡、植木場一遺跡、沢田遺跡、

 上浅川遺跡、大浦B遺跡、中落合遺跡などにおいて2間×3間の掘立柱建物跡を検出している。

 C類:SB980掘立柱建物跡3間×6間、平面積59.9㎡となる比較的大型の建物跡である。

 北側梁行きが3間で柱間が1.8mで均等となるのに対して南側梁行きは3間となるものの、中央

 の門口が広く、入口の可能性がある。南側に比して北側の2つの柱穴は規模と掘り込みが若干

 浅い。SB980建物跡と類似する建物跡として山形県では川西町道伝遺跡SB9建物跡・米沢市西

 町田下SB1233建物跡で認められる。置賜盆地の隣の会津盆地では会津若松市の屋敷遺跡SB9

 建物や会津塩川町麻生館SB1建物跡があげられる。梁間が非対称となる建物跡については荒

 木隆(荒木2000)によって積雪に対応した入口施設の設置との指摘があり、会津地方に特

 徴的な構造とされた。また、横須賀倫達(2002)は非対称の柱穴配置は入り口空間よりも建物

 構築にあたっての梁材の補強といった機能も想定できるとし、雪国を起因としながらも構造的

 な捉え方に違いを持たせた。鵜の木館SB980建物跡は類似点があるものの中柱がみられる点、

 さらに構造的な差があるようである。

 ②集落の構造

 調査の結果、遺構や遺物の分布から集落の範囲は調査区の北側と南側に広がっていくことが

 予想される。確かに南北に配置された溝跡(SD168・633・1046・1175)がさらに南北に

 伸びていることを考慮すると建物群はさらに南北に連なっていると考えられよう。

 遺構全体の分布からは南北の溝によって「区画したエリア」を形成しているようにも見え、

 特にSD168から分岐した溝跡が、南進し、3つのブロックを形成しており、ぞれぞれの溝聞

 の距離はSD1175とSD1046の問では約15m、SD1046とSD633との間で約15mと同間隔

 になっている。SD633からさらに東に約35mのところにSD741が南北に伸びており、調査

 した区域は建物の配置を考慮に入れて、計画的に溝を通し区画したエリアとも想定される。

 調査区北側にあるSD168は溝の向きをやや西よりに取り、幅や深さもある。北側に位置す

 る建物跡SB224とSB980はいずれも棟軸を同じにし、溝を挟んで建てられ、南側の建物群

 とは棟軸を異にする点、特徴的である。北側建物群と南側の建物群とは30mほど離れており、

 異なる機能を持った建物とも考えられよう。

 さらに注目されることとして、区画するように設けられている溝跡から、いずれも大量に土

 器類や礫が出土していることがあげられる。分布図(第51～54図)からもわかるように、い

 ずれも溝底からまとまって須恵器や土師器が出土し、完形のものも多い。さらに建物跡のすぐ



 脇に位置する部分のみの出土から、建物跡に関連して不用になったものが捨てられたとする可

 能性が高い。伴出した礫類は加熱を受けたものもあり、竈や炉に関わる施設構造物の一部であ

 ろうか。SD1046とSD1175の二つの溝跡の間では大甕の接合関係があり、同時期に捨てられ

 た土器群との見方が可能である。一方、調査区の東側や西区からは古代の遺物の出土は少なく、

 遺構の検出もない。東側や西側に集落の外郭施設はなく、西側のSD1175から東側のSD741

 によって区画されたエリアが集落の構成上の範囲と捉えられよう。集落の存続時期については

 包含層出土の遺物を含め、土器の年代から9世紀中頃にほぼ限定されると思われる。調査した

 建物跡には据え替えや補強・抜き取りの痕跡と捉えられる状況が認められたものの建物問の重

 複や建て替えはなく、土器の示す時間幅と異同はない。比較的限られた期間に営まれたと見ら

 れる。



行政的施設

 有力官人と在地有力者

 ③集落の性格

 古代の建物跡11棟は軸線方向がほぼ揃い、建物配置にある程度の企画性が想定されること

 は先にも述べたが、さらに掘立柱建物のみの構成で、竪穴式住居が見られないことなど、一般

 的な集落と理解することは難しい。これまでの置賜盆地での奈良・平安時代の遺跡の調査から

 は竪穴式住居を主とするものと掘立柱建物を主とするものが検出されてきている。中でも掘立

 柱建物群が集中する状況はは公共的色彩が強く、米沢市古志田東遺跡、大浦遺跡、川西町道伝

 遺跡、太夫小屋遺跡、南陽市中落合遺跡など溝や塀に囲まれた大型建物が配置される事例が見

 られるところである。当然、木簡や硯などの出土からも官人クラスの生活の痕跡を看取できる。

 鵜の木館跡で検出した掘立柱建物群は一般の集落との違いが伺え、建物規模や出土遺物からは

 政治的な要素が認められ、一般庶民の居住域というよりもなんらかの行政的な施設の可能性が

 ある。

 このような掘立柱建物群の性格については隣の福島県中通り地域や会津盆地での事例分析が

 参考になる。菅原祥夫(1998)は柱筋を揃えた掘立柱建物が計画的に配置される様相を捉え、

 建物群が展開した期間の8世紀後半から9世紀後半は律令体制の変質期とされる画期であり、

 全国各地で大土地所有が行われ、私出挙と私営田に集約される富豪層の存在が見られる時期に

 相当するとして、官人も含めた在地有力者の居宅の可能性を示した。荒木隆(2000)は会津地

 域の古代建物群を検討する中で、平面積45㎡以上の建物がみられる遺跡については「郷」中の

 区分けに対応した拠点集落と位置づけている。横須賀倫達(2002)は建物群の変化について9世

 紀に入り律令制を崩壊へと導いた「富豪浪人層」が力を蓄える反面、官人層は没落していくこ

 とを視野に入れ、律令体制側の有力官人の興隆と没落という歴史的な流れが背景にあると指摘

 している。

 掘立柱建物跡が規則的集中的に配置する状況は建物規模や建物配置から官衙的・官衙類似、

 官衙関連といった呼称により一般集落との区別を意図する傾向があるが、依然として曖昧で判

 然としなくオブラートに包まれたような印象はぬぐえない。しかし置賜盆地における平安時代

 の遺跡の増加は政治的な計画に沿った低湿地等を対象とした開墾開発事業を裏付けるものであ



 ろうし、遺跡個々の性格からは事業を進めた有力官人層の存在とともに富裕な在地有力者の台

 頭と律令制の崩壊が見えてくる。

 3中世から近世にかけての建物跡について

 中世から近世とした遺構は掘立柱建物跡13棟、土墳、井戸跡、溝跡(堀跡)、柱列である。

 この遺構群は堀跡の外側に広がる建物群で内城館、鵜の木館などに関わるものが含まれると考

 えられる。まず個々の建物の特徴と性格について整理する。

 (1)掘立柱建物跡の分類と構造(第134図)

 A類二2間×2間の総柱建物。梁部分に入口様の柱が配置する。

 B類:梁が1間或いは2間の外柱建物。

 C類:3間以上の総柱建物跡。

 D類:2間×4間の建物に桁方向2面に廟がつくもの。

 E類:大型で浅い掘り方を持つ建物。

 F類:間尺が大きい2間×2間の総柱建物。

 A類:SB860建物跡南北向きの総柱建物で南側梁面に入り口部分と思われる柱配置が見ら

 れる。桁行き柱間は東部分がやや広くなっている。

 B類:SB1488・1602建物跡梁に比して桁行きの長い建物で、柱間が2.0mと共通してい

 る。梁が狭く特殊な機能を持つ建物とも考えられる。SB1500建物やSB1600建物に隣接し

 ており、向きもそろっている。

 C類:SB960・1620・1621建物跡3つの建物は総柱の建物で、桁行はいずれも間尺6尺

 の1.8m前後の計測値を持つ。梁間はSB1620・1621ともに南側列の間尺が広くなる。3つ

 の建物は、農道を挟んで配置しており、向きや間隔、柱穴の構造からほぼ同時期に営まれた建

 物と考えられる。SB1621建物跡は、調査区の東西と北側にさらに広がる可能性があり、建

 物全体の規模やプランははっきりしていない。

 富山や新潟方面の調査成果では、総柱建物は時代が下るにしたがい減少していき、中世中頃に

 は50%となり、近世では10%台まで減少していく。代わりに側柱の比率が上昇し、14～15

 世紀には同率となり、15～16世紀になると梁間一間の側柱建物に変わると報告されている

 (高梨清志2004)。山形県内でも12世紀以降、総柱建物跡の検出事例が多く認められてきてい

 るものの、時代ごとの様相や傾向など具体的な考察は進んでいない。SB960やSB1620建

 物跡は、柱穴などからの遺物の出土が見られずまた、柱材なども得られていないため年代的な

 把握は困難であるが、堆積土や切りあいから、近世以前それほど古くは遡らないとみている。

 D類:SB1500・1600建物跡2つの建物は調査区のほぼ中央に位置し、向きや規模が類似

 する。南北面に湘を持ち、身舎部分で桁行き4間、梁2間になる。桁問はいずれも2.3mを測り、

 梁も2.4mを測る。SB1500建物跡については、南面東よりの部分に二重に柱が配置される

 箇所がみられ、入り口部分の可能性がある。二つの建物は、その規模から母屋と考えられる。

 また、どちらも建物の南側に井戸を配置していることや、SD990溝跡が引き込まれ、境目に

 なっているなど、同時に存在し機能していた可能性が高い。SB1600建物跡の東隣に2間×3

 分類と構造



 間の建物、1間×3間の建物が配置されるが、同じく構成されるものかどうかは判断できない。

 E類:SB820建物跡径80cmを超える掘り方を持つ柱が4間×4間の総柱を構成する。柱穴

 はいずれも明確な柱痕跡を残さず、底面に若干の凹凸を残すのみである。礎石や礎板の建物の

 可能性もあるが、礫や板材の出土もなく明確でない部分がある。南面と東面に一部張り出して

 いるような箇所がみられ、特殊な建物である。調査区内には同様な建物はない。柱掘り方から

 の遺物は須恵器や土師器の破片で埋め土に紛れ込んだと見られる。堆積土は、茶褐色の腐植土





 館位置の変更

黒井堰絵図

地籍図

 で、中世以降の遺構であることは間違いない。SD373やSD929溝跡を切って掘り込んでいる

 ことからも中世から近世にかけての遺構と考えられる。

 4鵜の木館と内城館の復元

 (1)調査成果から

 今回の鵜の木館跡の発掘調査から、字「内城」に所在する館跡の堀跡及び、館跡外側に広が

 る建物跡を検出した。さらに西端には堀跡あるいは水路跡と思われる中世以降の溝跡が見つか

 った。「中世城館跡分布調査報告書」の鵜の木館は、調査区の東区及び南側の水路により区画

 された区域にあたり、「中世城館跡分布報告書」内にある内城館は字「中丸」には確認できず、

 字「内城」に所在し西側の堀跡を部分的に調査した。「中世城館分布調査報告書」での位置の

 変更が必要である。調査によって内城館の西側に中世以降の建物が配置することが明らかとな

 り、柱の配置や間取りから数時期にわたる建物群が存在することがとらえられた。2つ館跡の

 正確な位置と館外の建物などの遺構の様子を捉えることができたのは一つの成果と言える。

 (2)絵図・地籍図にみる館跡

 寛政九年(1797)の『黒井堰御絵図』(米沢市立図書館蔵)に鵜の木館や内城館、熊野館の

 掘や土塁が描かれており、近世中期の鵜の木周辺の様子を知ることができる(第135図)。絵

 図を詳しく見ると米沢街道の東側に「みょう」と記された堀に囲まれた屋敷、西側に「館跡」

 と堀で囲まれた屋敷(鵜の木)がみえる。青く表現された堀に囲まれた屋敷跡の中には3棟ほ

 どの建物が描かれており、置賜盆地に広く分布する屋敷堀を持つ豪族屋敷(田屋)に近い存在

 と考えられる。一方「館跡」と記された所はすでに施設はなく廃墟として土塁が残されたとこ

 ろで、近世以前の城館の可能性が高い。「黒井堰絵図」には、このような館跡・屋敷跡が幾つ

 か描かれている。

 南陽市市役所に保存されている明治22年作成の地籍図でこれらの該当する地域を調べたと

 ころ、同じく3箇所の館跡を確認することができた。黒井堰に表れた「館跡」は字「内城」に



 相当し、「みょう」は字「熊之前」に相当した。もう一箇所の堀に囲まれた部分は字「鵜之木」

 にあたる。地籍図による土地割りからも館の形状が伺え、ほぼ絵図に近い状況であることがわ

 かった。これらの館跡は「中世城館分布調査報告書」にも記載されているが、分布図での位置

 がずれていると判断される部分もあり、「中世城館分布調査報告書」に載る内城館の実際の位

 置は字「内城」になり、鵜の木館はより南側の現集落に重なり、「熊の前館」は絵図にある

 「みょう」に相当すると理解した。

 (3)文献史料から

 天文7年(1538)9月の『伊達植宗御段銭帳』・天文22年(1553)の「伊達晴宗公采地下賜

 録」や天正13年(1585)の『北条段銭帳』には、中丸郷の記載があり、長岡・俎柳・中の目

 を含む地域を指していることが伺え、現在も字「中丸」の地名が残されている。前述した文献

 によれば中丸郷には、きつねさき在家・みよう在家・さい藤在家・ていまつ在家などの在家が

 記載されている。また、伊達家臣であった湯目氏文書(東北大学所蔵)には、中野目在家・那

 智阿弥陀在家・館の内在家・右京在家等が記されている。

 天正18年(1590)10月、森田惣右衛門・大窪信濃、大窪美濃・矢内藤兵衛の四名が「中丸

 おとな」に北条中丸の田銭取立について書状を出している。これら四名は伊達政宗から知行地

 として「中丸」を与えられた人物であろうか。文書に出てくる「おとな百姓」は名主の後進と

 しての家格を持ち、下人や小百姓を使って経営する有力な農民であったと考えられる。在家と

 よばれる有力農民(おとな百姓)の中には10軒もの名子をかかえる土豪クラスのものもいた

 ようで、川西町犬川の環濠屋敷などは、このような土豪クラスのおとな百姓の館屋敷と考えら

文献資料

 「中丸」





 れる。南陽市内に残っている館・屋敷には一部堀跡が残っているものもあり、土豪クラスの有

 力農民の屋敷跡と捕らえられるものが多く含まれているようである。先に示した寛政年間の

 「黒井堰絵図」に記載されている方形に堀跡として黒く囲まれた屋敷は、中世末から近世にか

 けての有力農民(おとな百姓、土豪)の跡として考えられ、「鵜の木館」もその一つとして理

 解できよう。

 「享保の村絵図」や「黒井堰絵図」に館跡と記された内城館は、在家の屋敷跡とは表記の違

 いがあること、字「中丸」に隣り合っていること、規模が大きいことなど、そして先述した段

 銭帳などの中世末の文書等から天文年間前後に造られた館跡と推測しておく。館主については、

 天文22年(1594)の『伊達晴宗公采地下賜録』にある伊達家臣粟野弥八郎なる人物が浮かび

 上がってくるが、湯目七郎左衛門との知行関係もありはっきりとしない。

 (4)形状復元

 ①鵜の木館

 形状堀跡は、現況から北・東・西の3辺が確認される。地籍図や空中写真を参考に、堀の規

 模・形状の復元を試みた。その範囲を示したものが第137図である。合わせて第136図に地籍

 図を掲載した。堀の一部は近年まで生活用水としても利用されていたことが分かる。

 鵜の木館の推定復元の結果、北辺は推定長は80m。東辺は軸線がくい違いになりつつ、推

 定長は75m。南辺の推定長は72m、西辺は湿地帯だったのが明治期にため池に改築され、現

 在は埋め戻されている。推定長は82mとなる。よって内部の推定面積は約5800㎡であり、形

 状は僅かに北が狭くなるがほぼ方形に近い。鵜の木館跡は東側に入り口を有する平地に存在す

 る単郭式方形館であり、南北44間×東西46問となる形状に復元される。

 ②内城館

 形状堀跡は、現況から南・西の2辺が確認される。地籍図や空中写真を参考に、堀の規模・

 形状の復元を試みた。堀は埋め戻しされて耕地として整地され、南部分に関しては用水路とし

 て利用されている。

 以上推定復元の結果、北辺は推定長は125m。東辺は入り口部分を含みながら、推定長は

 75m。南辺の推定長は125m、西辺は、一部発掘により検出できた。推定長は80mとなる。よ

 って内部の推定面積は約9750㎡であり、形状は僅かに東側が狭くなるが長方形に近い。内城

 館は東側に入り口を有する平地に存在する単郭式方形館であり、南北42間×東西70間となる

 東西に長い方形の形状に復元される。

 年代SD880堀跡埋土中から出土した陶磁器片は16点あるが、堆積土下層のF3～4から出

 土した陶器片は肥前・唐津系陶器と考えられ、16世紀後半の年代が推定される。

 土器や文献からの年代観はそれほど矛盾せず、内城館は16世紀～17世紀初頭の幅で捉えら

 れる。

 16～17世紀





 第25表邑鑑等にみる中世後期の村々
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伊達植宗御段銭古帳
 天文7年9月3日

(2,198)

 (金)
 かね山

中

 (池黒)
いけぐろ

 (羽・
はねつき

 (片岸)
かたきし

 (梨郷)
りんこう

 ●中

大橋

 (落合)
をちあひ

 (長瀞)
 北条なかとう

 (根)
 関ね

 (橋)
 露はし

 17貫205文▲

 9貫100文▲

 6貫510文▲

 8貫925文▲

 23貫225文0

 22貫100文0

 12貫500文▲

 2貫705文▲

 9貫735文▲

 4貫175文▲

 9貫500文O

 4貫250文0

伊達晴宗公乗地下賜録
 天文22年正月17日

(2,213)
 (伊達家産介集の研究小林宏著)

 (北条)(金)(内湯村図書)(湯目左衛門)
 ほうてうかね山のうちゆのむらっしょ知行のとをりのこさず(ゆのめ七郎さゑもん)
 (北条)(金)(内)(村)
 ほうてうかね山のうち湯のむら藤十郎ふん、平ハ在け、す・め在け(右同人)
 [大津土佐・将監在城]

 (屋代)(在)(小簗)(屋張)
 わしろ中山の内五げんさいけのこさずこやな川をハリの守殿
 (屋代)(刈)(粟野右衛門)
 やしろ中山のうち、たいの在け、うきめん三千がり、ひかけ在けあハのゑもん

 (北条)(地黒)
 ほうていいけくろの内大町ふん、ほりとめ在け、したの在け、

 (おしま蔵人)
 なかほりの在け、をしま在け、なかのやしき
 (池黒)(中野常陸)
 いけくろの内、たての在け不残(なかのひたちの介)

 (梨郷)(湯村)
 下長井りんこうのうちかたきしにゆのむら藤七ふん、

 (須江)
 かう大在け、なしの木在け(すゑ五郎兵へ)
 (片岸)(湯村大之助)(小島岩見)
 かたきしの内ゆのむら大いのすけふん(おしまいはミ)
 (片岸)(中)(常陸)
 かたきしの内、地蔵田山ち四郎の本堤(なか野ひたちの介)
 (片岸(湯)
 かたきしの内きり田三千かり符はたけ(ゆの村くに松)
 (梨郷)(粟野衛門)
 りんこうのうちうりはた在け(あハのゑもん)
 下長井りんこうのうち、上の在け、下の在け、

 (湯村)
 うりはた在け、まちの在け(ゆのむらくに松)

 (梨郷)
 下長井りんこうの内なかの在け
 (みね七郎左衛門)[粟野修理亮在城]

 同庄なかまろのっち、なかのめけ、なきあみ在け、たてのけ、つきやっけ

 (半分)(仕置)(湯)(左衛門)
 きりたはたけいつれもはんふんつ・くたしをき(ゆの目七郎さゑもん)
 (屋)
 や代の庄なか丸のかうはら肥前ふんきつね在け、さい藤在け、みやう在け、

 (粟)
 ていまつ在けをのをのくたしをき候也(あは七郎のやや八郎)
 (屋代築茂)(郷)()(北湯目)(門)
 やしろつくものえたかうミなみ大橋、きた大橋のこさす(ゆのめ七郎さゑもん)
 おちあい藤衛門ふん北条おきあいの内のこさず
 (小簗尾張)
 (こな川をハリの守殿)

 (法師柳)
 北条なかとろの内ほうしゃなぎ在け(松木ないき)

 (瀞)(庄司乳母)
 長井北条の内、長とろ五聞しやうしうば(中野常陸介)

 (関根)(小原帰部)
 下長井せきねのうちおはらかもんふん田中在け、
 川はた在け、きたやま在け、てうふん、きやうつか

 (小島)(石見)
 やち、きり田六百かり(おしまいはミ)
 (長井関根)(粟野衛門)

 下ながいせきねの内すき下在け(あハのゑもん)
 (井関根(森屋伊賀)

 下長いせきねの内もりやいかふんきやうき在け
 (森)

 同にしせきね在けまこ平在け(塩もりかも左衛門)
 (橋)(小々高以助)

 下長井露はしの内とみつかあふみふん(こ・たか大いのすけ)
 (橋)(信濃)

 下長井露はしの内いち川しなのふんけん長井北条くら田又四郎分不残下置候
 (松本但馬守)

 (彦左衛門)
 (坂内ひこさゑもん)

 〔1981鍋田郷土史をもとに作成〕
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